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はじめに

このドキュメントは、Oracleライセンス契約の条件に基づくプログラム・ドキュメントの一部であり、Oracleプログラムで使用できる機能、動作およびオプションをユーザーが理解する際に役立つよう作成されています。ライセンス・オプションは複数あり、これらのオプションによってOracleプログラムを実行できるかどうかが決定されます。ライセンス要件に関するご質問は、オラクル社の販売代理店にお問合せいただくか、次のURLで示されているLicense Management Servicesの担当まで連絡してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/license-management-services/index.html

または、「関連ドキュメント」に記載されているリソースで詳細を参照してください。

Oracle Fusion Middlewareには、様々な開発シナリオおよびデプロイメント・シナリオに適した複数のエディションがあります。オラクル社では、特定のアプリケーション要件に対応するようOracle Fusion Middlewareの機能を拡張するためのアプリケーション・サーバー・オプションもいくつか提供しています。このドキュメントには、これらのオプションのアプリケーション・サーバー製品とそのライセンス要件に関する情報が記載されています。

この章の内容は、次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Fusion Middlewareを購入されたすべてのお客様を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc.を参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照してください。聴覚に障害があるお客様は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware概要』。Oracle Fusion Middlewareの今回のリリースの新機能について記載されています。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。












1 Application Server製品

この章では、Application Server製品ファミリと、この製品ファミリで使用できる機能について説明します。内容は次のとおりです。

	
第1.1項「Oracle TopLink and Application Development Framework」


	
第1.2項「Oracle WebLogic Server」


	
第1.3項「Oracle Internet Application Server」


	
第1.4項「Oracle GlassFish Server」


	
第1.5項「Oracle Web Tier」


	
第1.6項「Oracle Coherence」


	
第1.7項「Oracle BPEL Process Manager」


	
第1.8項「Oracle WebLogic Integration」


	
第1.9項「Oracle Service Registry」


	
第1.10項「Oracle Enterprise Repository」


	
第1.11項「Oracle Web Services Manager」


	
第1.12項「Oracle SOA Suite for Non Oracle Middleware」


	
第1.13項「Oracle Unified Business Process Management Suite for Non Oracle Middleware」


	
第1.14項「Oracle Business Process Management Standard Edition」


	
第1.15項「Oracle Event Processing」


	
第1.16項「Oracle Business Process Analysis Suite」


	
第1.17項「Oracle Forms and Reports」






1.1 Oracle TopLink and Application Development Framework

Oracle TopLink and Application Development Frameworkは、Oracle WebLogic ServerまたはOracle Internet Application Serverのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。

Oracle TopLink and Application Development Frameworkのライセンスには、次のものが含まれます。

	
Oracle TopLink


	
Application Development Framework


	
Oracle MapViewer


	
Oracle Entitlements Server Basic







	
注意:

アプリケーション開発フレームワークで使用する開発ツール（Oracle JDeveloperなど）は、「Developer Tools」ページ（http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/index.html）から無償で入手できます。










1.1.1 Oracle MapViewer

Oracle MapViewerは、API、ならびにインタラクティブな地理空間Webマッピング・アプリケーションを開発および実行するためのライブラリを提供します。Oracle MapViewerは、Oracle Spatialデータベースにおける地理空間コンテンツ用に最適化されています。これにはEARが含まれており、JavaおよびJavaScriptベースの開発向けにJ2EEサーバー/クライアント・ライブラリにデプロイする必要があります。

Oracle MapViewerは、Oracle TopLink and Application Development Framework、およびOracle Toplink and Application Development Frameworkが付属するOracle Internet Application ServerおよびOracle Weblogic Serverのすべてのエディションに含まれています。





1.1.2 Application Development Frameworkでのモビリティのサポート

Application Development Framework (ADF)を使用すると、エンタープライズ・アプリケーションにより、複数画面への配信（デスクトップ・ブラウザだけでなく、モバイル・ブラウザやネイティブなモバイルのアプリケーションも含む）をサポートすることが可能になります。

Mobile ADFには、3つのテクノロジ・パスが含まれており、各パスにはOracle TopLink and Application Development Frameworkのライセンスが適用されます。

	
ADF Faces Rich Client Components。これには、デスクトップ・ブラウザおよびタブレット・ブラウザのアプリケーションの開発に使用できる包括的なコンポーネント・セットが含まれています。


	
ADF Mobile Browser。これには、携帯電話ブラウザ向けに最適化されているコンポーネントが含まれます。


	
ADF Mobile。これには、モバイル・デバイスにインストールするハイブリッド・モバイル・アプリケーションを開発するためのフレームワークとランタイムが含まれます。開発したアプリケーションにも、Oracle TopLink and Application Development Frameworkの使用許諾条項が適用されることに注意してください。さらに、Oracle Application Development Frameworkモバイル開発者ガイドに要約されているとおり、ADF Mobileアプリケーションの開発に必要なハードウェアおよびソフトウェアの前提条件をすべて満たす必要があります。サード・パーティのモバイルSDKについては個別にプロビジョニングが必要であり、オラクル社はこれらのサード・パーティのモバイルSDKに対する取得の援助および補償は行いません。










1.2 Oracle WebLogic Server

Oracle WebLogic Serverには異なる機能を持つ3つのエディションがあり、各エディションは、様々な種類のアプリケーション、様々な開発シナリオおよびデプロイメント・シナリオに適しています。また、Oracleは、特定の用途に合わせてOracle WebLogic Serverの機能を拡張する、複数のアプリケーション・サーバー・オプション、パックおよびその他の製品を提供しています。この項では、Oracle WebLogic Serverの各エディションのライセンスについて説明します。

表1-1に、Oracle WebLogic Serverのライセンス・オプションを示します。


表1-1 Oracle WebLogic Serverの各エディションのライセンス

	エディションのライセンス	高度な機能	含まれる機能
	
Standard Edition

	
WebLogic Server Standard Editionには次の機能が含まれます。

	
管理コンソール、構成ウィザードおよびアップグレード・フレームワークを含むWebLogicのコア・アプリケーション・サーバー


	
Oracle TopLink and Application Development Framework

（MapViewerが含まれます。詳細は、「Oracle TopLink and Application Development Framework」を参照してください）


	
Oracle JDeveloper


	
Oracle Enterprise Pack for Eclipse


	
Oracle Security Developer Tools


	
Java SE。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。


	
Oracle Web Tier


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control




	
次のものが含まれます。

	
Java EE 5/EJB 3.0


	
高パフォーマンスのJMSメッセージ


	
Web 2.0 HTTP Pub-Subサーバー


	
WebLogic JDBCドライバ、WebLogic Serverクライアント、WebLogicとApacheのWebサーバー・プラグイン





	
Enterprise Edition

	
Standard Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれます。

	
クラスタリングのサポート


	
Oracle Enterprise Manager Diagnostics Pack for Oracle Middleware


	
Oracle Java SE Advanced（WebLogic Server限定。これらのサーバー・コンポーネントにアクセスするクライアント・アプリケーションのためにJava SEが含まれます）。




	
Standard Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれます。

	
全サーバー移行およびサービス移行





	
WebLogic Suite

	
Enterprise Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれます。

	
Oracle Coherence Enterprise Edition


	
Oracle Forms, Reports, Portal and Discoverer


	
Oracle Enterprise Manager Management Pack for Oracle Coherence


	
Oracle Java SE Suite（WebLogic Server、Oracle Containers for J2EE、Coherence限定。これらのサーバー・コンポーネントにアクセスするクライアント・アプリケーションのためにJava SEが含まれます）。




	
Enterprise Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれます。

	
Oracle Coherence Enterprise Editionにより提供されるアプリケーション・データ管理。フォルト・トレラントなデータ・キャッシュ、データ管理、ライトビハインド、トランザクション、分析およびイベントが含まれます。ライセンスの詳細は、第1.6項「Oracle Coherence」を参照してください。


	
WebLogic Server上でJRockit Real Timeとともに実行するJava EEアプリケーション用の確定的ガベージ・コレクションを備えた高パフォーマンス、低レイテンシのJDK。JRockit Real TimeはJava SE Suiteに含まれます。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。


	
Oracle Enterprise Manager Management Pack for Oracle Coherenceを使用した、Oracle Coherenceの監視、管理およびプロビジョニングを行う管理ツールライセンスの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlから入手できる『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のドキュメントを参照してください。




また、次を含むOracle Internet Application Server Enterprise Editionも含まれています。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Single Sign-On


	
Oracle Discoverer


	
Oracle Reports Services


	
Oracle Forms Services


	
Oracle WebLogic Server


	
Oracle Containers for J2EE


	
Oracle Portal


	
Oracle Web Cache


	
Oracle Directory Integration Platform




Oracle Internet Application Server Enterprise Editionのライセンスの詳細は、第1.3項「Oracle Internet Application Server」を参照してください。









1.2.1 Oracle WebLogic製品エディションのインストール

Oracle WebLogic Serverは、入手可能な各エディションに直接対応するインストール・プログラムを提供していません。ライセンスされているエディションに応じて、次に例示する個別のインストーラを1つまたは複数実行する必要があります。

	
Oracle WebLogic Server


	
Oracle Web Tier


	
Oracle Coherence


	
Oracle JRockit


	
Oracle JDeveloper


	
Oracle TopLink


	
Oracle Business Intelligence


	
SOA Suite for Oracle Middleware


	
Oracle Application Diagnostics for Java（AD4J）




また、インストーラの多くには、一括または個別にインストールできる複数のコンポーネントが含まれており、各インストール・コンポーネントには最小限のライセンス要件があります。次の表では、Oracle WebLogic Serverインストール・プログラムからインストールできる各インストール・オプションに対する最小限のエディション要件を示しています。


表1-2 WebLogic製品の各エディションに必要なインストール・プログラム

	エディションのライセンス	対応するインストール・プログラム
	
Standard Edition

	
Standard Editionには、次のインストール・プログラムが含まれています。

	
WebLogic Serverのネット・インストーラまたはパッケージ・インストーラ、およびApacheプラグイン（オプション）。このインストーラには、コアJEE 5アプリケーション・サーバー、管理コンソール、構成ウィザードおよびアップグレード・フレームワーク、WebLogicおよびサード・パーティのJDBCドライバ、JMS、WebLogic Serverクライアント、Webサーバーのプラグイン、およびXqueryのサポート、WebLogic Serverサンプル、Oracle Enterprise Pack for Eclipse、WebLogic SIP Server脚注1、およびSun JDKまたはOracle JRockit JDK（プラットフォームに依存）が含まれています。


	
Oracle JDeveloperインストーラ


	
Oracle TopLinkインストーラ


	
Oracle Web Tierインストーラ





	
Enterprise Edition

	
Enterprise Editionのインストール・プログラムには、Standard Editionのすべてのインストール・プログラムに加えて、次のインストーラが含まれています。

	
Oracle JRockit Mission Control


	
Oracle Application Diagnostics for Java（AD4J）




注意:

	
クラスタ・サポートを追加するために、追加のインストール手順は必要ありません。


	
Oracle Enterprise Manager Diagnostics Pack for Oracle Middlewareを取得するには、AD4Jのインストーラを実行する必要があります。





	
WebLogic Suite

	
WebLogic Suiteのインストール・プログラムには、Enterprise Editionのすべてのインストール・プログラムに加えて、次のものが含まれます。

	
Oracle Identity Management


	
Oracle Coherence Enterprise Edition


	
Oracle Enterprise Manager Management Pack for Oracle Coherence


	
Oracle JRockit


	
Oracle Portal, Forms, Reports and Discoverer











脚注1 WebLogic SIP Serverの使用権限を取得するには、Oracle Communications Converged Application Serverのライセンスが必要です。詳細は、第1.2.2.4項「WebLogic SIP Server」を参照してください。





1.2.2 その他の機能に関するライセンス上の考慮事項

WebLogic Serverの特定のエディションの一部の機能には、その他のライセンス上の考慮事項があります。



1.2.2.1 Oracle Internet Application ServerでのWebLogic

WebLogic Suite内のOracle Internet Application Serverのライセンスには、WebLogic Server Enterprise Editionの完全な機能に対する使用制限なしの権限が含まれています。




	
注意:

WebLogic Suiteとは別にOracle Internet Application Serverのライセンスを購入する場合は、WebLogic Server Basicと呼ばれる制約のあるWebLogicライセンスが含まれます。ただし、WebLogic Suiteの一部としてOracle Internet Application Serverのライセンスを購入する場合は、使用制限なしのWebLogic Server Enterprise Editionライセンスが含まれます。

これは、WebLogic Suite内に2つのWebLogic Server Enterpriseライセンスがあるのではなく、WebLogic Suiteに含まれるWebLogic Server Enterprise Editionを制限なしで使用できるように、Internet Application Serverに含まれるWebLogic Serverに対する権限が拡張されることを示しています。













1.2.2.2 管理および診断

次の各項目では、Oracle WebLogic Serverの各エディションの機能を管理および診断する際のライセンス上の考慮事項について説明します。



1.2.2.2.1 管理機能

管理機能については、次のライセンス上の考慮事項に注意してください。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteに含まれています。


	
WebLogic Serverのすべてのエディションで、WebLogic Server管理コンソール、WebLogic Scripting Tool、およびWebLogic JMXが使用制限なしで使用できます。


	
WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteは、Oracle Enterprise Manager Grid Controlと連携します。 Oracle Enterprise Manager Grid Controlは、グリッド上で実行中のOracle Gridおよびコンポーネントを管理するための、Oracleの統合されたツールです。






1.2.2.2.2 Diagnostics Pack for Oracle Middleware

Oracle Enterprise Manager Diagnostics Pack for Oracle Middlewareは、WebLogic Serverの詳細な診断を可能にするApplication Diagnostics For Java（AD4J）を提供します。これはWebLogic Server Enterprise Editionの権利の一部として含まれており、WebLogic Serverライセンスの範囲外の独立したライセンスとしては使用できません。

AD4J製品のドキュメントについては、http://docs.oracle.com/cd/E11857_01/install.111/e11085/toc.htmを参照してください。









1.2.2.3 高可用性機能

Oracle WebLogic Serverは、高可用性およびスケーラビリティを備えたアプリケーションのデプロイをサポートする、次の複数の機能およびツールを提供しています。

	
WebLogic Serverクラスタ: 作業負荷をWebLogic Serverの複数のインスタンス間に分散させることにより、アプリケーションにスケーラビリティと信頼性を提供します。


	
ワーク・マネージャ: 定義したルールに基づき、また、実際のランタイム・パフォーマンスの統計を監視することによって、作業の優先順位を決定します。ワーク・マネージャは、過度の作業負荷の検出、回避、およびその状態からのリカバリなど、過負荷からの保護を提供します。ワーク・マネージャはWebLogic Serverドメイン全体に対して適用することも、特定のアプリケーション・コンポーネントに適用することもできます。


	
WebLogic Server永続ストア: 永続性を必要とするWebLogic Serverのサブシステムおよびサービスに対する、組込み型の高パフォーマンスのストレージ・ソリューションです。ストア・アンド・フォワード機能により送信されたメッセージを一時的に格納できます。ファイル・ベースのストアまたはJDBC対応データベースの永続性が永続ストアによってサポートされます。


	
ネットワーク・チャネル: ネットワークのトラフィックをその種類に基づいて複数のチャネルに分割することにより、ネットワーク・リソースの効率的な利用を簡単にできるようにします。


	
ストア・アンド・フォワード・サービス: 複数のWebLogic Serverインスタンスに分散されているアプリケーション間でメッセージを確実に配信できます。ネットワークの問題やシステム障害が原因で、メッセージの送信時に宛先が使用不能になっている場合、メッセージはローカルのサーバー・インスタンスに保存されて、リモートの宛先が使用可能になった時点で宛先に転送されます。


	
Oracle Database Real Application Cluster（RAC）統合: WebLogic Serverにより、マルチ・データ・ソース（アプリケーション・レイヤーで論理的に1つのデータ・ソースとして扱われるOracle Database RAC内の各ノードを表すデータ・ソースの集合）、およびGridLinkデータ・ソース（WebLogic Server内でOracle Database RACごとにデータ・ソースを1つのみ必要とするOracle Database RACとの統合）を介して提供されます。

マルチ・データ・ソースは、接続リクエスト時にそのマルチ・データ・ソースに関連付けられたデータ・ソース間でロード・バランシングまたはフェイルオーバー処理を提供するデータ・ソースのグループを抽象化したものです。




WebLogic Serverの高可用性機能の一部では、特別なライセンス上の考慮事項が必要です。 これについては、次の項で説明します。



1.2.2.3.1 WebLogic Server Standard Edition

Standard Editionライセンスは、クラスタ・サポートを除く、WebLogic Serverのほとんどの高可用性機能に対して無制限にアクセスできます。Standard Editionライセンスでは、次に対して制限がありません。

	
WebLogicドメイン内で構成される管理対象サーバーのインスタンスの数


	
WebLogicClusterプラグイン構成パラメータを使用したクラスタ化されていない管理対象サーバーのインスタンス間のロード・バランシングを実行するための、Apache HTTP Serverプラグインの使用








1.2.2.3.2 クラスタ・サポート

クラスタ・サポートは、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteのすべてのライセンスで提供されており、これには次の機能があります。

	
アプリケーション・フェイルオーバー

アプリケーション・コンポーネントが何らかの理由で使用できなくなった場合、障害のあるオブジェクトのコピーによりジョブが終了されます。ハードウェアまたはその他で障害が発生した場合、セッション状態は、障害のあるノードの作業を再開させることができる他のクラスタ・ノードで使用できます。


	
クラスタ管理

管理対象サーバーのクラスタを作成すると、これらのクラスタ化されたサーバーを1つのエンティティとして管理できます。クラスタ管理機能は、構成、アプリケーション・デプロイメントおよび監視用に提供されています。


	
サーバー移行を使用した、クラスタ化されたサーバー・インスタンスのコンピュータ間の自動および手動移行

サーバー・インスタンスのホスティングが失敗した場合は、サービス移行を使用した、連続的なシングルトン・サービス（JMSおよびJTAトランザクション・リカバリ・システムなど、特定の時間に単一のサーバー・インスタンスでのみ実行されるサービス）の可用性が保証されます。


	
ロード・バランシング

処理する作業の量に基づき、受信リクエストをWebLogic Serverクラスタ内のインスタンスにルーティングできます。




WebLogic Serverデプロイメントでは、次のタイプのオブジェクトをクラスタ化できます。

	
サーブレット


	
Java Server Pages


	
Enterprise JavaBeans


	
リモート・メソッド呼出し（RMI）オブジェクト


	
Java Messaging Service（JMS）宛先。注意:

	
接続ファクトリと宛先の対象を、異なるWebLogic Serverインスタンスに指定できます。


	
外部サーバーおよび分散宛先は、WebLogic Serverの複数インスタンス間で使用できます。











1.2.2.3.3 Oracle WebLogic Server中間層インスタンスの高可用性の考慮事項

複数の方法により、WebLogic Serverインスタンスを高可用性にすることができます。これらの高可用性モデルには、それぞれ固有のライセンス要件があります。これらの考慮事項は、Oracle Databaseの高可用性機能に関するライセンス上の考慮事項と同様です。

	
バックアップ: このタイプのリカバリの場合、プライマリ・サーバーのWebLogic Serverデータまたはファイルは、テープ・メディアなどのストレージ・デバイスに格納されます。ユーザーは追加のライセンスを購入する必要はありません。


	
フェイルオーバー（アクティブ/パッシブ・クラスタまたはコールド・フェイルオーバー・クラスタとも呼ばれる）: このタイプのリカバリの場合、WebLogic Serverのノードはアクティブ/パッシブ・クラスタ内で構成され、最初にインストールされたノードがプライマリ・ノードとして動作します。プライマリ・ノードに障害が発生した場合、クラスタ内のノードの1つが、プライマリ・ノードとして動作します。このような環境の場合、Oracleでは、Oracle WebLogic Serverのライセンスを持つユーザーに対し、年間最大10日（連続日数ではなく合計日数）まで、1台のスペア・コンピュータ上でのWebLogic Serverの実行を許可します。その他の使用については、環境がフル・ライセンスを取得している必要があります。また、フェイルオーバー環境にWebLogic Serverのライセンスを取得する場合は、同じメトリック（ProcessorまたはNamed User Plus）を使用する必要があります。


	
リモート・ミラーリング: このメソッドの内容は、WebLogic Serverソフトウェアのセカンダリ・サイトへのコピーと、プライマリWebLogic Serverの構成およびデータの変更内容のセカンダリ・サイトへのコピーです。これは、ストレージ・ベースのリモート・ミラーリングまたはホスト・ベースのミラーリングなどの技術を介して達成されます。プライマリ・サイトで障害が発生した場合、セカンダリ・サイト上のOracle WebLogic Serverがリモート・ストレージを使用して実行されます。このような環境の場合、Oracle WebLogic Serverはプライマリ・サイトでフル・ライセンスを取得している必要があり、セカンダリ・サイトでインストールまたは実行、あるいはその両方がすでに行われている場合には、そこでもフル・ライセンスを取得している必要があります。また、WebLogic Serverの両ドメインのライセンス取得には、同じメトリック（ProcessorまたはNamed User Plus）を使用する必要があります。








1.2.2.3.4 データベース統合

WebLogic Server JDBCマルチ・データ・ソース（GridLink for RACとも呼ばれます）は、WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteで使用できます。

WebLogic Server GridLinkデータ・ソース（通称Active GridLink for RAC）の使用は、WebLogic SuiteまたはExalogic Elastic Cloud Softwareのライセンスの一部としてのみ使用できる権利です。

表1-3では、ライセンスで限定されたOracle WebLogic Server GridLinkデータ・ソースのXML構成要素について説明します。


表1-3 GridLinkデータ・ソース（Active GridLink for RAC）の構成の詳細

	データ・ソースの構成	説明
	

<fan-enabled>

	
WebLogic Serverの高速アプリケーション通知（FAN）イベント認識を可能にします


	

<ons-node-list>

	
Oracle Notification Service（ONS）ノードのリストを識別します


	

<ons-wallet-file>

	
ONS用のSSLキーを定義するファイルを識別します








WebLogic ServerにおけるGridLinkデータ・ソースの構成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』のGridLinkデータ・ソースの使用に関する項を参照してください。







1.2.2.4 WebLogic SIP Server

WebLogic SIP Serverは、Oracle WebLogic Serverのすべてのエディションに含まれます。 ただし、SIP Serverの使用権限を取得するには、Oracle Communications Converged Application Server（OCCAS）のライセンスが必要です。





1.2.2.5 Apache Derby

Apache Derbyは完全なJavaのオープン・ソースRDBMSであり、WebLogic Server配布キットに含まれているのは単にWebLogic Serverの評価(カスタム・アプリケーションを用いた評価、あるいはWebLogic Serverに付属して提供されるパッケージ済サンプル・アプリケーションを介した評価)をサポートするために提供されます。Derbyの使用は、次のURLで参照可能なApacheライセンス・バージョン2.0の条件に従います:

http://www.apache.org/licenses/





1.2.2.6 Java SE

Java SEの次の考慮事項に注意してください。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。



1.2.2.6.1 Java SE

Java SEには、Java Development Kit（JDK）、Java Runtime Environment（JRE）およびJRockit JDKが含まれます。





1.2.2.6.2 Oracle Java SE Advanced

Oracle Java SE Advancedには、Java SEに加えて、JRockit Mission ControlやFlight Recorderなど、Javaのミッション・クリティカルなエンタープライズ・クライアントおよびサーバー・デプロイメントのための追加機能が含まれます。

Oracle Java SE Advancedは、WebLogic Server Enterprise Editionに含まれています。Oracle Java SEおよび関連するすべてのコンポーネントは、その使用がWebLogic Serverに限定されています。クライアント・アプリケーションからWebLogic Server Enterprise Editionコンポーネントにアクセスできるようにすることだけを目的に、Java SEがWebLogic Server Enterprise Editionに含まれています。





1.2.2.6.3 Oracle Java SE Suite

Oracle Java SE Suiteには、Oracle Java SE Advancedに加えて、JRockit Real Timeなど、ソフト・リアルタイムおよび仮想化のための追加機能が含まれます。

Oracle Java SE Suiteは、WebLogic Suiteに含まれています。Oracle Java SEおよび関連するすべてのコンポーネントは、その使用がWebLogic Server、Oracle Containers for J2EEおよびCoherenceに限定されています。クライアント・アプリケーションからWebLogic Suiteコンポーネントにアクセスできるようにすることだけを目的に、Java SEがWebLogic Suiteに含まれています。







1.2.2.7 スタンドアロンWebLogicクライアント

WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteのライセンスでは、WebLogic Serverにホストされたアプリケーションにアクセスするスタンドアロン・クライアントを作成するためにWebLogic ServerとバンドルされたクライアントJARファイルが使用制限なしで使用できます。

スタンドアロン・クライアントを作成するためにOracle WebLogic Serverで提供しているクライアントJARとその他のリソース、およびそれらがサポートする主な機能を、表1-4に示します。


表1-4 スタンドアロン・クライアントに対して提供されるクライアントJARファイルおよびその他のリソース

	クライアント・タイプ	バンドルされたリソース	主要な機能
	
WebLogicフル・クライアント（T3）

	
wlfullclient.jar

	
次をサポートします。

	
ほとんどのJava EEおよびWebLogic固有の機能


	
クラスタリング、SSL


	
JMSおよびJMS SAFクライアント





	
WebLogicシン・クライアント（T3）

	
wlthint3client.jar

	
次をサポートします。

	
Oracle WebLogicのリモート・メソッド呼出し（RMI）用のT3プロトコル（RMI over HTTPなど）


	
WebLogic Serverで使用可能なJMX、JNDIおよびEJBリソースへのアクセス


	
JTAを使用したトランザクションの開始と終了


	
WebLogicクライアントのJMS機能


	
クライアント・サイドのクラスタリング


	
JAAS認証およびJSSE SSL





	
WebLogic-IIOP

	
wlfullclient.jar

	
	
ほとんどのWebLogic固有の機能をサポート


	
クラスタリング、SSLをサポート


	
IIOPシン・クライアントよりも高速で、スケーラビリティが高い


	
非ORBベース


	
WebLogic Server JMSをサポートしない





	
Java EEアプリケーション・クライアント（シン・クライアント）

	
wlclient.jar

	
	
クラスタリング、SSL、セキュリティおよびトランザクションを含む多数のJava EE機能


	
CORBA 2.4 ORBを使用





	
JMSシン・クライアント

	
wljmsclient.jar

wlclient.jar

	
	
シン・クライアントの機能


	
WebLogic JMS（マルチキャスト・セッションおよびJMSHelperクラス・メソッドのクライアント・サイドのXML選択を除く）


	
SSL





	
JMS SAFクライアント（ストア・アンド・フォワード・サービス用）

	
wlsafclient.jar

wljmsclient.jar

wlclient.jar

	
	
メッセージをクライアント上でローカルに格納し、クライアントの接続時にサーバー・サイドのJMS宛先に転送


	
SSLをサポート





	
JMS Cクライアント

	
wlfullclient.jarまたは

wljmsclient.jar

wlclient.jar

	
	
WebLogic JMSアプリケーションおよびリソースにアクセス可能なCクライアント・アプリケーション


	
SSLをサポート





	
JMS .NETクライアント

	
WebLogic.Messaging.dll動的ライブラリ

	
WebLogic JMSアプリケーションおよびリソースにアクセス可能な、C#で記述されたMicrosoft .NETクライアント・アプリケーション


	
JMXクライアント

	
wljmxclient.jar

	
WebLogic Server MBeanにアクセス


	
Webサービス・クライアント

	
wseeclient.jar

	
Webサービスを起動











1.2.2.8 その他のWebLogic Serverクライアント

WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise EditionおよびWebLogic Suiteのライセンスにより、ライセンスが付与されたWebLogic Serverインストールでは、表1-5で挙げて説明しているクライアントを無制限に使用できます。


表1-5 ライセンスが付与されたWebLogic Serverでの使用について制限されていないその他のクライアント

	クライアント・タイプ	主要な機能
	
WebLogic Scripting Tool（WLST）

	
WebLogic Serverインスタンスを構成するためのクライアント


	
WebLogic Server用のWebサーバーのプラグイン

	
Apache HTTP Server、Microsoft Internet Information Server、Oracle HTTP ServerおよびOracle iPlanet Web Server用のクライアント













1.2.3 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、次に示すエディションおよび製品のOracle WebLogic Serverに含まれています。



1.2.3.1 Oracle Databaseライセンス要件

WebLogic SuiteにはOracle Internet Application Server Enterprise Editionが含まれ、これにはOracleデータベースの使用制限付きライセンスが含まれます。詳細は、第1.3.3項「使用制限付きライセンス」を参照してください。





1.2.3.2 Oracle Internet Application Server要件

WebLogic Suiteに含まれる使用制限付きライセンスの詳細は、第1.3.3項「使用制限付きライセンス」を参照してください。





1.2.3.3 Oracle JDeveloperライセンス要件

Oracle JDeveloperには、HP SOA SystinetレジストリからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。





1.2.3.4 Oracle Java SE AdvancedおよびOracle Java SE Suite

WebLogic Server EEには、Oracle Java SE Advancedの使用制限付きライセンスが含まれます。Oracle Java SEおよび関連するすべてのコンポーネントは、その使用がWebLogic Serverに限定されています。クライアント・アプリケーションからWebLogic Server Enterprise Editionコンポーネントにアクセスできるようにすることを目的に、Java SEがWebLogic Server Enterprise Editionに含まれています。

WebLogic Suiteには、Oracle Java SE Suiteの使用制限付きライセンスが含まれます。Oracle Java SEおよび関連するすべてのコンポーネントは、その使用がWebLogic Server、Oracle Containers for J2EEおよびCoherenceに限定されています。クライアント・アプリケーションからWebLogic Suiteコンポーネントにアクセスできるようにすることだけを目的に、Java SEがWebLogic Suiteに含まれています。

Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。







1.2.4 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle WebLogic Serverの最適化

次の各項では、Exalogic Elastic Cloud softwareにおけるOracle Weblogic Serverの最適化について説明します。

	
第1.2.4.1項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおける入出力およびワーク・マネージャの最適化」


	
第1.2.4.2項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJDBCおよびデータ・ソースの最適化」


	
第1.2.4.3項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるクラスタ状態のレプリケーションの最適化」


	
第1.2.4.4項「Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル」


	
第1.2.4.5項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるサーバーおよびサービス移行のパフォーマンスの最適化」


	
第1.2.4.6項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJava Server Pageファクトリのキャッシュの最適化」


	
第1.2.4.7項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle HTTPクライアントの最適化」




WebLogic ServerにおけるExalogic Elastic Cloud Softwareの最適化は、WebLogic Server Basicライセンスでは使用できません。これらの機能の権限を保持するには、WebLogic Serverのフルユース・ライセンスを実行している必要があります。



1.2.4.1 Exalogic Elastic Cloud Softwareにおける入出力およびワーク・マネージャの最適化

Exalogic Elastic Cloud Softwareを構成することで、WebLogic Serverの入出力およびワーク・マネージャを最適化できます。表1-6では、Exalogic Elastic Cloud Softwareライセンスに限定されたこれらのオプションでWebLogic Serverを構成するためのMBean属性についてリストおよび説明しています。


表1-6 WebLogic Serverで有効なExalogic Elastic Cloud Software構成

	MBean属性脚注1 	説明
	
KernelMBean.ScatteredReadsEnabled=true

	
ネットワークの高スループットにより環境内のI/O時の効率を高めます。


	
KernelMBean.GatheredWritesEnabled=true

	
ネットワークの高スループットにより環境内のI/O時の効率を高めます。


	
KernelMBean.AddWorkManagerThreadsByCpuCount

	
Exalogicプロセッサ・アーキテクチャ・スレッド機能により自動チューニング・スレッド・プールを調整して、その効率を高めます


	
ServerMBean.useConcurrentQueueForRequestManager=true

	
ロックレス・リクエスト・マネージャを使用すると、Exalogicシステムにおける処理（特にJMSユースケース）の同時実行性および効率性が向上します。








脚注1これらのMBeanの詳細は、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスを参照してください。





1.2.4.2 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJDBCおよびデータ・ソースの最適化

Exalogic Elastic Cloud Softwareを構成することで、WebLogic ServerにおけるJDBC接続を最適化し、Oracle Database Real Application Cluster接続を強化できます。表1-7では、Exalogic Elastic Cloud Softwareライセンスに限定されたOracle JDBC機能をリストし、説明しています。第1.2.4.4項「Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル」で説明しているように、プロトコル部分がSDPに設定（PROTOCOL=SDP）されたJDBC接続文字列を使用したWebLogic Serverデータ・ソースは、Exalogic Elastic Cloud Softwareに限定されていることに注意してください。


表1-7 Exalogic Elastic Cloud Software Oracle JDBCオプション

	オプション	説明
	
oracle.jdbc.enableJavaNetFastPath

	
Oracle JDBC Driverによりデータ・コピーおよび断片化を減らすことを可能にします。








Exalogic Elastic Cloud Softwareには、WebLogic Server GridLinkデータ・ソース（通称Active GridLink for RAC）の権限が含まれます。Exalogic Elastic Cloud Softwareの権利に対してGridLinkデータ・ソースで使用できるXML構成要素の定義については、第1.2.2.3.4項「データベース統合」の説明を参照してください。





1.2.4.3 Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるクラスタ状態のレプリケーションの最適化

Exalogic Elastic Cloud Softwareを構成することで、WebLogic Serverの状態のレプリケーションを最適化できます。具体的には、状態のレプリケーションの一方向RMIおよびマルチチャネル・レプリケーションは、Exalogic Elastic Cloud Softwareに限定されています。

こうしたクラスタ状態のレプリケーションの最適化を構成する方法は、Exalogic Enterpriseデプロイメント・ガイドのクラスタレベル・セッション・レプリケーション拡張機能の有効化に関する項を参照してください。

表1-8では、Exalogic Elastic Cloudに限定された、WebLogic Serverクラスタ状態のレプリケーションMBeanをリストおよび説明しています。


表1-8 Exalogic Elastic Cloud Softwareの状態レプリケーション用MBean

	MBean	説明
	
ServerMBean.setReplicationPorts(String ports)

	
WebLogic Serverクラスタ内の1つのサーバーに複数のレプリケーション・チャネルを構成することを可能にします。


	
ClusterMBean.setOneWayRmiForReplicationEnabled(boolean enable)

	
状態のレプリケーションの方向を一方向のみに設定することを可能にします。


	
ClusterMBean.setSessionLazyDeserializationEnabled(boolean enable)

	
セッションのレプリケーションの効率を高めます。











1.2.4.4 Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル

Exalogic Elastic Cloudを構成することで、WebLogicネットワーク・チャネルおよびJDBC接続の高パフォーマンス・プロトコルとしてソケット・ダイレクト・プロトコル（SDP）を利用できます。

SDPプロトコルを含む（(PROTOCOL=SDP)など）JDBC接続文字列を使用したWebLogic Serverデータ・ソースは、Exalogic Elastic Cloud Softwareに限定されています。SDPベースのWebLogic Serverデータ・ソースの構成方法は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』のGridLinkデータ・ソースのソケット・ダイレクト・プロトコルの有効化に関する項を参照してください。

表3-4では、Exalogic Elastic Cloud Softwareライセンスに限定されたOracle WebLogic Server SDP機能をリストおよび説明しています。


表1-9 Exalogic Elastic Cloud Software WebLogic MBean構成オプション

	MBean属性	説明
	
NetworkAccessPointMBean.SDPEnabled

	
ネットワーク・チャネルでソケット・ダイレクト・プロトコルをサポートするかどうかを指定します。








NetworkAccessPointMBean.SDPEnabled属性の詳細は、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスを参照してください。





1.2.4.5 Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるサーバーおよびサービス移行のパフォーマンスの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをWebLogic Serverで構成することで、JMSおよびJTAトランザクション・リカバリ・サービスなどの固定サービスの移行、またはこうしたサービスをホストする移行可能なサーバーの移行に関して、より迅速な障害検出およびフェイルオーバーが可能になります。

表1-10では、Exalogic Elastic Cloudに限定された、WebLogic ServerクラスタMBeanをリストおよび説明しています。


表1-10 Exalogic Elastic Cloud Software WebLogic MBean構成オプション

	MBean	説明
	
ClusterMBean.memberDeathDetectorEnabled=true

	
障害が発生したシングルトン・サービスをより迅速に検出し、サーバーおよびサービス移行のパフォーマンスを向上させることが可能です。











1.2.4.6 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJava Server Pageファクトリのキャッシュの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをWebLogic Serverで構成することで、JSPファクトリのキャッシュを使用し、WebLogic Serverで動作するFusion Middleware製品およびFusion Middlewareアプリケーションで使用されるJSP Servletエンジン（OJSP）に構築されたWebアプリケーションのスケーラビリティを向上させることができます。

Oracle WebLogic Server 11g リリース1におけるExalogic固有の拡張機能の有効化に関する項で説明されているとおりにExalogicドメインレベルの拡張機能が有効化された場合、こうした最適化を使用できます。また、こうした最適化は、initパラメータjsp_factory_caching（デフォルトはfalse）を有効にすることで制御できます。





1.2.4.7 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle HTTPクライアントの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをWebLogic Serverで構成することで、Oracle HTTPクライアント接続管理を最適化し、WebLogic Serverで動作するFusion Middleware製品に組み込まれたWebアプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。

Oracle WebLogic Server 11g リリース1におけるExalogic固有の拡張機能の有効化に関する項で説明されているとおりにExalogicドメインレベルの拡張機能が有効化された場合、こうした最適化を使用できます。







1.2.5 ライセンスの一般情報

Oracle WebLogic Server Standard Edition、WebLogic Server Enterprise Edition、およびWebLogic Suiteは、Named User PlusメトリックまたはProcessorメトリック、あるいはその両方によりライセンスを購入できます。







1.3 Oracle Internet Application Server

Oracle Internet Application Serverには異なる機能を持つ3つのエディションがあり、各エディションは、様々な種類のアプリケーション、様々な開発シナリオおよびデプロイメント・シナリオに適しています。また、Oracleは、特定の用途にあわせてOracle Internet Application Serverの機能を拡張する、複数のアプリケーション・サーバー・オプション、パックおよびその他の製品を提供しています。この項では、Oracle Internet Application Serverの各エディションのライセンスについて説明します。




	
注意:

Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports Server製品のすべてのエディションには、WebLogic Server Basicに対する権限が含まれています。WebLogic Server Basicの用途は、Forms、Reports、Discoverer、Portalなどの製品内で提供されるコンポーネントの実行のみです。また、Oracle Containers for J2EEなどに開発されるカスタムJavaアプリケーションにも使用することができます。Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports以外の製品が、Oracle Internet Application ServerまたはOracle Forms and Reportsのいずれかのエディションに対するライセンスに依存している場合、ライセンス・ドキュメントに特に記載されていないかぎり、それらの製品をWebLogic Server Basicで実行する権限はありません。WebLogic Server Basicの詳細は、付録A「WebLogic Server Basic」を参照してください。









表1-11に、Oracle Internet Application Serverのライセンス・オプションを示します。


表1-11 Oracle Internet Application Serverのエディション

	エディションのライセンス	高度な機能	含まれる機能
	
Standard Edition

	
Oracle Internet Application Server Standard Editionには次の機能が含まれています。

	
Oracle HTTP Server


	
Oracle TopLink and Application Development Framework

（MapViewerが含まれます。詳細は、「Oracle TopLink and Application Development Framework」を参照してください）


	
Oracle Portal


	
Oracle Web Cache


	
Java SE。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。


	
WebLogic Server Basic（付録Aを参照）




注意: Oracle Fusion Middleware 10g リリース2およびリリース3のOracle Internet Application Serverには、J2EEコンテナとしてのOracle Containers for J2EE（OC4J）のライセンス権限が含まれています。Oracle Fusion Middleware 11gのOracle Internet Application Serverユーザーは、OC4J 10g リリース2およびリリース3の権限を引き続き保持します。

Oracle Internet Application Serverには、Oracle Security Developer Toolsも含まれています。

Oracle Internet Application Server Standard Editionには、前述のコンポーネントに加えて、次のコンポーネントも含まれます。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Single Sign-On


	
Oracle Directory Services Manager




注意: Oracle Fusion Middleware 10g リリース2のOracle Internet Application Serverには、Oracle Single Sign-Onのライセンス権限が含まれています。Oracle Fusion Middleware 11gのOracle Internet Application Serverのお客様は、Oracle Single Sign-On 10gリリース2の権限を引き続き保持します。また、Oracle Fusion Middleware 11gでは、Oracle Internet Application Serverのお客様は、付録B「Oracle Access Manager Basic」で説明するOracle Access Manager Basicに対する権限も付与されます。

Oracle Fusion Middleware 10g リリース2のOracle Internet Application Server Standard Editionには、Oracle Internet DirectoryおよびOracle Single Sign-Onの使用制限付きライセンスが含まれています。これらの製品のフルユース・ライセンスは、Oracle Internet Application Server Enterprise Editionおよび第10.12項「Oracle Identity and Access Management Suite Plus」で説明しているように、Oracle Identity and Access Management Suite Plusでも使用できます。

	
	
mod_ossl


	
mod_oradav


	
mod_fastcgi


	
mod_rewrite


	
プロキシ・プラグイン


	
XML Developer Kit


	
Oracle Security Developer Tools


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control


	
JAAS（Java Authentication and Authorization Service）プロバイダ


	
OracleおよびOracle以外のデータベース用Data Direct JDBCドライバ


	
mod_plsql


	
mod_osso


	
mod_perl


	
Perl Interpreter


	
DBI/DBDデータ・アクセス・ライブラリ


	
Oracle Content Management SDK


	
Oracle Repository Creation Utility





	
Standard Edition One

	
Oracle Internet Application Server Standard Edition Oneには、Standard Editionのすべての機能が含まれています。

	
Standard Editionに含まれるすべての機能


	
Enterprise Edition

	
Oracle Internet Application Server Enterprise Editionには、Standard Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれています。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Single Sign-On


	
Oracle Discoverer


	
Oracle Reports Services


	
Oracle Forms Services


	
Oracle Directory Services Manager




前述のコンポーネントに加えて、Oracle Internet Application Server Enterprise Editionには、Oracle Fusion Middleware 10g リリース2の次のコンポーネントに対する権限が含まれています。

	
Oracle Delegated Administration Services


	
Oracle Directory Integration Platform


	
Oracle Single Sign-On




Oracle Internet Application Server Enterprise Editionには、Oracle Internet Directoryのフルユース・ライセンスが含まれています。

注意: Oracle Fusion Middleware 10g リリース2のOracle Internet Application Serverには、Oracle Single Sign-Onのライセンス権限が含まれています。Oracle Fusion Middleware 11gのOracle Internet Application Serverのお客様は、Oracle Single Sign-On 10gリリース2の権限を引き続き保持します。また、Oracle Fusion Middleware 11gでは、Oracle Internet Application Serverのお客様は、付録B「Oracle Access Manager Basic」で説明するOracle Access Manager Basicに対する権限も付与されます。

注意: Oracle Internet Application Server Enterprise Editionのライセンスを取得した場合、Identity Management and Access Managementの一部のコンポーネントは、Oracle Fusion Middleware 10gの以前のリリースからのものとなります。

	
Standard Editionのすべての機能に加えて、次の機能が含まれます。

	
Oracle Identity Managementの機能


	
Business Intelligenceの機能


	
アプリケーション・インターコネクト・ツールキット


	
テクノロジ・アダプタおよびOracle Enterprise Service Bus


	
Oracle B2B




Identity Managementの機能の詳細は、第1.3.2.2.2項「Oracle Identity Management」を参照してください。









1.3.1 Oracle Internet Application Serverのエディションおよびインストール・タイプ

Oracle Internet Application Serverのインストール時には、いくつかのインストール・タイプから選択します。それぞれのインストール・タイプによって、特定のコンポーネントと機能のセットが用意されています。

Oracle Internet Application Serverのエディションは、これらの製品のインストール・タイプに直接マッピングしていません。これらの2つの概念が、どのように相互に関連しているかを理解することが重要です。表1-12に、各インストール・タイプの最小限のエディション要件を示します。

いずれの場合も、表示されている最小限のエディションは、インストール・タイプのインストールに必要なエディションです。ただし、最小限のエディションでは、該当のインストール・タイプに含まれているすべての製品を使用できない場合があります。たとえば、あるインストール・タイプからPortal、Forms、ReportsおよびDiscovererをインストールできますが、Standard EditionライセンスではOracle Forms、ReportsおよびDiscovererを使用できません。これらの制限事項については表1-13で説明します。


表1-12 Oracle Internet Application Serverのインストール・タイプに対するエディション要件

	インストール・タイプ	Oracle Internet Application Serverに必要な最小限のエディション
	
Web Tier

	
Standard Edition


	
WebLogic Server

	
Standard EditionまたはStandard Edition One


	
JDeveloper

	
Standard Edition


	
TopLink

	
Standard Edition


	
Oracle Identity Management

	
Standard EditionまたはStandard Edition One


	
Portal, Forms, Reports and Discoverer

	
Standard EditionまたはStandard Edition One


	
Integration、Oracle B2B

	
Enterprise Edition


	
Repository Creation Utility

	
Standard EditionまたはStandard Edition One








表1-13では、Oracle Internet Application Serverの各エディションで使用可能なインストール・タイプ、および各エディションとインストールの組合せに関連する例外と制限を示します。


表1-13 Oracle Internet Application Serverのエディションに含まれるインストール・タイプ

	エディション	インストール・タイプ	例外
	
Standard EditionまたはStandard Edition One

	
Web Tier

WebLogic Server

JDeveloper

TopLink

Portal, Forms, Reports and Discoverer

Repository Creation Utility

	
次の機能が必要な場合は、Enterprise Editionにアップグレードします。

	
Portal, Forms, Reports and Discoverer


	
Oracle Single Sign-On


	
Oracle Internet Directory




関連項目: 第1.3.3項「使用制限付きライセンス」


	
Enterprise Edition

	
Web Tier

WebLogic Server

JDeveloper

TopLink

Portal, Forms, Reports and Discoverer

Integration、Oracle B2B

Repository Creation Utility

	
Discoverer PlusまたはDiscoverer Viewer（あるいはその両方）を使用するには、少なくともInternet Developer Suiteの1ライセンスが必要です。

Integrationインストールの場合、すべてのパッケージ・アプリケーション、レガシー・システムおよびB2Bのアダプタは、単独でライセンスされます。

関連項目: 第1.3.3項「使用制限付きライセンス」











1.3.2 その他の機能に関するライセンス上の考慮事項

Oracle Application Serverの特定の機能には、その他のライセンス上の考慮事項があります。この項は、次の項目で構成されています。

	
第1.3.2.1項「管理機能」


	
第1.3.2.2項「セキュリティ機能」


	
第1.3.2.3項「高可用性機能」


	
第1.3.2.4項「アダプタ」






1.3.2.1 管理機能

Oracle Internet Application Serverのすべてのエディションには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlが含まれています。 この機能を使用してOracle Internet Application Serverのすべてのコンポーネントを管理します。また、Oracle Internet Application Serverのすべてのエディションは、Oracle Enterprise Manager Grid Controlと連携します。 これは、グリッド上で実行中のOracle Gridおよびコンポーネント（単一インスタンス・データベース、Real Application Clusters、Oracle Applications、Oracle Fusion Middlewareおよびサード・パーティ製品など）を管理するための、Oracleの統合されたツールです。





1.3.2.2 セキュリティ機能

Oracle Application Serverは、クライアントとアプリケーション・サーバー間、アプリケーション・サーバーとデータベース間のセキュリティを確保するための多数の機能を提供しています。



1.3.2.2.1 Oracle Advanced Security

Oracle Advanced Securityによって、Oracle SQL*Netプロトコル上の通信が暗号化されセキュアになります。また、アプリケーション・サーバーとデータベース間における厳密認証サービスが提供されます。Oracle Advanced Securityは、セキュア・バイ・デフォルト・アーキテクチャの一部として、Oracle Fusion Middlewareとともにデフォルトでインストールされます。これにより、アプリケーション・サーバーとOracleデータベース間でのセキュアな通信と厳密認証に必要なクライアント・コンポーネントが提供されます。ただし、Oracle Advanced Securityによって提供されるセキュアな通信と認証サービスを構成して使用するには、アプリケーション・サーバーと通信するOracleデータベースとともに、Oracle Advanced Securityのライセンスも必要となります。





1.3.2.2.2 Oracle Identity Management

Oracle Internet Application Server Enterprise Editionに含まれるOracle Identity Managementライセンスには、次のコンポーネントが含まれます。

	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Directory Integration Platform


	
Oracle Delegated Administration Services


	
Oracle Directory Services Manager


	
Oracle Single Sign-On


	
Oracle Access Manager Basic

詳細は、付録B「Oracle Access Manager Basic」を参照してください。




一部のOracle Identity Management機能の使用制限付きライセンスは、特定の用途のアプリケーション・サーバーに含まれています。詳細は、第1.3.3項「使用制限付きライセンス」を参照してください。







1.3.2.3 高可用性機能

Oracle Internet Application Serverには、いくつかの高可用性機能があり、これには、別途ライセンス上の考慮事項があります。これらの考慮事項は、Oracle Databaseの高可用性機能に関するライセンス上の考慮事項と同様です。これらの考慮事項は、第1.2.2.3.3項「Oracle WebLogic Server中間層インスタンスの高可用性の考慮事項」を参照してください。Oracle Internet Application Serverの高可用性には、WebLogic Server Basicの使用制限付きライセンスに基づく追加的な制限があります。付録A「WebLogic Server Basic」を参照してください。





1.3.2.4 アダプタ

Fusion Middlewareアダプタの説明は、第4章「Oracle Fusion Middleware Adapters」を参照してください。テクノロジ・アダプタは、Oracle Internet Application Serverのすべてのエディションに含まれています。他のアダプタには、個別のライセンスが必要です。







1.3.3 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、次に示すエディションおよび製品のOracle Internet Application Serverに含まれています。



1.3.3.1 Standard EditionおよびStandard Edition One

	
Oracle Single Sign-On: Oracle Portalとともに使用するためにのみ提供されています。


	
Oracle Internet Directory: Oracle Single Sign-Onおよびアプリケーション・サーバー・コンポーネントとともに使用して、次の操作を実行するために提供されています。

	
ユーザーとグループ、および対応するセキュリティ資格証明と権限をプロビジョニング、格納および管理します。


	
サード・パーティのディレクトリ・サービスとデータの同期をとります。


	
コンポーネント固有のその他のメタデータを格納します。





	
Oracle Advanced Securityオプション: Oracle Java SSLライブラリでの使用にのみ制限されて組み込まれています。


	
Oracle Database（Enterprise Edition）: Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマで製品メタデータの格納に使用するためにのみ提供されています。







	
注意:

インストール時に、ライセンス購入済の既存のデータベースに製品メタデータをインストールするように選択できます。このオプションを選択すると、ライセンス上、次のような影響があります。

	
使用制限付きライセンスは、既存のデータベースのOracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマとしての使用には適用されません。


	
既存のデータベースが実行されているコンピュータで、他のOracle Application Serverのインストールが実行されていない場合、そのコンピュータに対するOracle Internet Application Serverライセンス要件はありません。


	
Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマを既存のデータベースにインストールすると、そのデータベースにアクセスするユーザー数が増加し、その結果、データベースのライセンス要件に影響が出る場合があります。契約に従った適切な数のデータベース・ライセンスがあることを確認する必要があります。
















1.3.3.2 Enterprise Edition

	
Oracle Advanced Securityオプション: Oracle Java SSLライブラリでの使用にのみ制限されて組み込まれています。


	
Oracle Database（Enterprise Edition）: Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマで製品メタデータの格納に使用するためにのみ提供されています。







	
注意:

インストール時に、ライセンス購入済の既存のデータベースにOracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマをインストールするように選択できます。このオプションを選択すると、ライセンス上、次のような影響があります。

	
使用制限付きライセンスは、既存のデータベースのOracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマとしての使用には適用されません。


	
既存のデータベースが実行されているコンピュータで、他のOracle Fusion Middlewareのインストールが実行されていない場合、そのコンピュータに対するOracle Internet Application Serverライセンス要件はありません。


	
Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマを既存のデータベースにインストールすると、そのデータベースにアクセスするユーザー数が増加し、その結果、データベースのライセンス要件に影響が出る場合があります。契約に従った適切な数のデータベース・ライセンスがあることを確認する必要があります。
















1.3.3.3 Oracle Databaseライセンス要件: Oracle Internet Application Server（Standard Edition、Standard Edition One、Enterprise Edition）およびWebLogic Suite

Oracle Application Server InfrastructureデータベースにOracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマ以外のデータを格納するには、そのOracle Database（Standard Edition、Standard Edition OneまたはEnterprise Edition）のフルユース・ライセンスが必要です。



1.3.3.3.1 Oracle Database Standard EditionまたはStandard Edition Oneのフルユース・ライセンス

Oracle DatabaseのStandard EditionまたはStandard Edition Oneのフルユース・ライセンスの購入が必要なデータの種類として、次のようなものがあります。

	
Oracle Content Management SDKのOracle Databaseに格納されるドキュメントまたはその他のオブジェクト


	
ポータル・リポジトリに格納されるドキュメントまたはすべてのタイプのコンテンツ


	
Oracle Integration B2B


	
BPEL Process Managerのすべてのプロセス・インスタンス・データ（Oracle Databaseをデハイドレーション・ストアとして使用するものも含む）


	
汎用のLDAPディレクトリとしてのOracle Internet Directoryの使用に関連するすべてのLDAPデータ


	
アプリケーションによって作成または更新される、その他すべてのカスタム・データ








1.3.3.3.2 Oracle Database Enterprise Editionのフルユース・ライセンス

次の2種類のデータでは、Oracle Database Enterprise Editionのフルユース・ライセンスの購入が必要です。

	
ホスティング用のデータベースのVPD機能を使用する、すべてのOracle Portal


	
データベース・レプリケーションが使用されるときのOracle Internet Directory LDAPディレクトリの使用に関連するすべてのLDAPデータ








1.3.3.3.3 Oracle Databaseのフルユース・ライセンスが不要な場合

次の場合、Oracle Internet Application Serverの購入時に、Oracle Databaseのフルユース・ライセンスの購入は不要です。

	
Oracle Web Cacheのみを使用している場合


	
Oracle以外のデータベースに対してのみOracle Business Intelligence Discovererを使用している場合


	
Oracle以外のデータベースに対してのみOracle Reports Servicesを使用している場合












1.3.4 ライセンスの一般情報

Oracle Internet Application Server Standard Edition、Oracle Internet Application Server Standard Edition One、およびOracle Internet Application Server Enterprise Editionは、Named User PlusメトリックまたはProcessorメトリック（あるいはその両方）によりライセンスを購入できます。







1.4 Oracle GlassFish Server

Oracle GlassFish Serverは、Java EEアプリケーションの開発およびデプロイ用の機能豊富な管理コンソールおよびスクリプティング・インフラストラクチャが用意された、Java EEサーバー・インフラストラクチャです。Oracle GlassFish Serverは、スタンドアロン製品として提供されています。

Oracle GlassFish Serverのライセンスを取得した場合、次のものが含まれています。

	
Java EEサーバー・インフラストラクチャ


	
Java SE。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。


	
Oracle GlassFish Message Queue


	
Oracle GlassFish Server HTTPロード・バランサ・プラグイン


	
Enterprise Manager、GlassFish Control（管理コンソール）


	
Oracle TopLink（JPA 2.0永続性インフラストラクチャ用）


	
asadmin（Oracle GlassFish Serverへのコマンドライン・インタフェース）


	
HADB（Oracle GlassFish 2.xリリース向け。状態管理用のサービス品質の追加サポートが可能）




Oracle GlassFish Serverは、Oracle Fusion Middlewareアプリケーション・グリッド・ポートフォリオの一部であり、エンタープライズJava、Java EE 6およびJava Webサービス・インフラストラクチャの最新の実装を備えた軽量インフラストラクチャを必要とするアプリケーションに理想的に適しています。



1.4.1 Java SE

Java SEには、Java Development Kit（JDK）、Java Runtime Environment（JRE）およびJRockit JDKが含まれます。

Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。







1.5 Oracle Web Tier

Oracle Web Tierは、次のコンポーネントで構成される高パフォーマンスのWebサーバー・インフラストラクチャです。

	
Oracle HTTP Server

Oracle HTTP Serverは、Oracle WebLogic Server用のHTTPリスナーと、静的ページ、動的ページおよびアプリケーションをWebを介してホストするためのフレームワークを提供する、ApacheベースのWebサーバーです。

Oracle HTTP Serverには、次の拡張機能が組み込まれています。

	
mod_ossl


	
プロキシ・プラグイン


	
mod_oradav


	
mod_fastcgi


	
mod_rewrite


	
mod_plsql


	
mod_osso


	
mod_perl





	
Oracle iPlanet Web Server

Oracle iPlanet Web ServerはかつてのSun Java System Web Serverであり、あらゆるWebテクノロジおよびアプリケーションについて単一のセキュアなインフラストラクチャを実現します。


	
Oracle iPlanet Web Proxy Server

Oracle iPlanet Web Proxy Serverは、ネットワークの輻輳の問題を解決し、レスポンス時間を短縮し、さらにエンド・ユーザーまたはネットワーク管理者に負担を掛けることなくネットワーク・リソースの制御を可能にします。


	
Oracle Web Cache

Oracle Web Cacheは、Oracle HTTP ServerおよびOracle WebLogic ServerなどのWebサーバーまたはアプリケーション・サーバー上で動作するWebサイトのパフォーマンス、スケーラビリティおよび可用性を向上させる、Web層向けの、コンテンツを意識したサーバー・アクセラレータ、つまりリバース・プロキシです。Oracle Web Cacheは大量のクライアント・リクエストの処理が可能であり、アプリケーション・サーバーにおけるこのプロセスの負荷を軽減できます。








1.6 Oracle Coherence

Oracle Coherenceは、インメモリー・データ・グリッド・ソリューションです。 これを使用すると、頻繁に使用するデータへの高速アクセスが提供されることで、アプリケーションをスケーリングできるようになります。

この項は、次の項目で構成されています。

	
第1.6.1項「Oracle Coherence StandardおよびEnterprise Edition」


	
第1.6.2項「Oracle Coherence Grid Edition」


	
第1.6.3項「Java SE with Oracle Coherence」


	
第1.6.4項「Oracle TopLink with Oracle Coherence」


	
第1.6.5項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるCoherenceの最適化」


	
第1.6.6項「Management Pack for Oracle Coherence」


	
第1.6.7項「Coherenceサーバー・エディションの使用可能な機能」


	
第1.6.8項「Coherenceクライアント・エディションの使用可能な機能」






1.6.1 Oracle Coherence StandardおよびEnterprise Edition

この項は、次の項目で構成されています。

	
ライセンス・モデル


	
EnterpriseおよびStandard Editionクラスタへのクライアント・アクセス






1.6.1.1 ライセンス・モデル

Coherence EnterpriseおよびStandard Editionのライセンス・モデルは、クラスタ内での同種のピアツーピア・デプロイメントを提供します。つまり、Coherenceクラスタ内のすべてのメンバー・ノードがCoherenceの同一サーバー・エディションでライセンスを付与される必要があります。たとえば、Enterprise Editionクラスタ内のクラスタ・メンバー・ノードはすべて、Coherence Enterprise Editionの適切なライセンスを受けて実行される必要があります。StandardおよびEnterprise Editionのライセンスでは、キャッシュ・クライアント脚注1 とキャッシュ・サーバー脚注2 は区別されません。StandardおよびEnterprise Editionでは、キャッシュ・クライアントは適切なサーバー・エディション・ライセンスを付与される必要があります。





1.6.1.2 EnterpriseおよびStandard Editionクラスタへのクライアント・アクセス

TCP/IPを使用（Extend/TCPを使用）した、クラスタのメンバーではないクライアントによるEnterprise EditionまたはStandard Editionクラスタへのアクセスを可能にするため、Coherenceデータ・クライアントを使用できます。Coherence EnterpriseまたはStandard Editionのすべてのライセンスには、Coherenceデータ・クライアントのライセンスが追加料金なしで無制限に含まれます。データ・クライアントは複数言語クライアントでもあります。現在使用できるのは、Java、C++または.NET（C#）データ・クライアントです。Coherenceデータ・クライアントは、Extendプロキシと呼ばれる1つ以上の特別構成クラスタ・メンバー・ノードによってCoherenceクラスタに接続します。また、Extendプロキシ・ノードはすべて、適切なサーバー・エディション・ライセンスによって正しくライセンス付与されている必要があります。Coherenceデータ・クライアントは、Coherenceクラスタ内のデータにアクセス（データの挿入、取得、問合せ）し、標準のCoherence APIを使用してサービス起動リクエストを発行できますが、グリッド内のデータの変更について通知を受け取るためにサインアップすることはできません。さらに、データ・クライアントはニア・キャッシュまたは連続問合せを使用できません。 これらの機能も、クラスタからのデータ変更通知を受け取る機能に依存しているためです。

図1-1は、EnterpriseまたはStandard Editionのデプロイメントをライセンスの観点から示しています。


図1-1 Oracle Coherence StandardまたはEnterprise Editionのデプロイメント

[image: 図1-1の説明は次にあります]

「図1-1 Oracle Coherence StandardまたはEnterprise Editionのデプロイメント」の説明










1.6.2 Oracle Coherence Grid Edition

Grid Editionライセンスには、Real Time Clientの無制限の使用が含まれます。 このReal Time Clientは、次の2種類があります。

	
Real Time Cluster Member Client


	
Real Time Extend/TCP Client






1.6.2.1 Real Time Cluster Member Client

Real Time Cluster Member Clientは、Grid Editionクラスタの一部であり、Grid Editionのあらゆる機能を有します。 ただし、パーティション化されたデータを管理するためのGrid Edition機能およびExtendプロキシとして機能するためのGrid Edition機能は有しません。別の言い方をすれば、これはパーティション化されたすべてのキャッシュ・サービスのstorage-enabled属性がfalseに設定され、Extend/TCPクライアントからの接続をホスティングできないGrid Editionノードです。

Real Time Cluster Member Clientは必ずJavaクライアントです。

Real Time Cluster Member Clientノードは、他のReal Time ClientのExtendプロキシとしては構成できません（サーバー・エディション・ノードのみ、複数言語のデータ・クライアントおよびReal Time Extend/TCP Clientが使用するプロキシ・サーバーとして構成できます）。





1.6.2.2 Real Time Extend/TCP Client

Real Time Extend/TCP Clientは、TCP/IPを使用し、Extendプロキシと呼ばれる特別な構成のクラスタ・メンバー・ノードの1つ以上を介してCoherenceクラスタに接続します。Extendプロキシ・ノードも、すべてGrid Editionライセンスによって正しくライセンス付与されている必要があります。

Real Time Extend/TCP Clientは複数言語クライアントであり、現在使用できるのは、Java、.NET（C#）およびC++ Real Time Extend/TCP Clientです。

データ・クライアントとは対照的に、Real Time Extend/TCP Clientは、グリッドでのイベント発生について通知を受け取るためにサインアップでき、Coherenceのニア・キャッシュおよび連続問合せを利用できます。

Grid Editionライセンス・モデルでは、Coherence Grid Editionの各ライセンスにReal Time Clientのライセンスが追加料金なしで無制限に含まれています。

図1-2は、Grid Editionのデプロイメントをライセンスの観点から示しています。


図1-2 Oracle Coherence Grid Editionのデプロイメント

[image: 図1-2の説明は次にあります]

「図1-2 Oracle Coherence Grid Editionのデプロイメント」の説明










1.6.3 Java SE with Oracle Coherence

Java SEは、Oracle Coherence Standard Edition、Oracle Coherence Enterprise Edition、およびOracle Coherence Grid Editionのすべてのライセンスに含まれています。Java SEは、これらの製品内のコンポーネントにホストされた実行中のアプリケーションに限定されています。

Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。





1.6.4 Oracle TopLink with Oracle Coherence

TopLink with Coherenceの使用に限定されたOracle TopLink and Application Development Framework（第1.1項「Oracle TopLink and Application Development Framework」を参照）の使用制限付きライセンスは、Oracle Coherence Enterprise EditionおよびOracle Coherence Grid Editionのすべてのライセンスに含まれます。





1.6.5 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるCoherenceの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをCoherenceで構成することで、Coherenceクラスタにおけるポイント・ツー・ポイント通信およびCoherence*Webキャッシングのパフォーマンスを最適化できます。

次のオプションに対する権利は、CoherenceがExalogic Elastic Cloud Softwareとともにライセンスされている場合のみ使用できます。

	
ExalogicにおけるCoherenceクラスタの最適化されたポイント・ツー・ポイント通信の場合、信頼できるトランスポート・オプションimbおよびsdmbの使用。


	
ExalogicにおけるCoherence*Webキャッシング・パフォーマンスの最適化の場合、Coherence*Webコンテキスト・パラメータのドキュメントで説明している、Coherence*Web OptimizeModifiedSessionsの使用。








1.6.6 Management Pack for Oracle Coherence

Management Pack for Oracle Coherenceは、包括的な監視および管理機能をCoherenceに提供します。このパックを使用すると、様々なクラスタ・アーティファクトとその相互依存関係に関する詳細なメトリックが提供されて、クラスタの完全な可視性を得られます。単一のコンソールから複数のCoherenceクラスタを監視できます。

Enterprise Managerではメトリック・アラートに対するデフォルトのサポートが提供され、ユーザーはクラスタの状況を事前に監視できます。様々なパフォーマンス・チャートに、パフォーマンスのリアルタイムおよび履歴の傾向が示されます。Enterprise Managerを使用すると、Coherenceソフトウェアの設定および分散したマシンでのクラスタの作成に関する日常的なタスクが自動化されます。また、Enterprise Managerを使用すると、ユーザーはすでに監視しているCoherenceクラスタで新しいノードを開始および停止することもできます。同様に、ユーザーはクラスタ全体を開始および停止することもできます。

Management Pack for Oracle Coherenceに関するライセンスの詳細は、『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のOracle Middleware Enterprise Managementに関する項を参照してください。このドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlの「Oracle Enterprise Manager Documentation」から入手できます。





1.6.7 Coherenceサーバー・エディションの使用可能な機能

表1-14に、次のCoherenceサーバー・エディションで使用可能な機能を示します。

	
Standard Edition（旧称Caching Edition。 アプリケーション・キャッシュ・ソリューション）


	
Enterprise Edition（旧称Application Edition。 アプリケーション・データ管理ソリューション）


	
Grid Edition（旧称Data Grid Edition。 企業全体のデータ管理ソリューション）





表1-14 Coherenceサーバー・エディション

	カテゴリ	機能	Standard Edition	Enterprise Edition	Grid Edition
	
全般

	
フォルト・トレラントなデータ・キャッシュ

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
全般

	
データ管理（ライトビハインド、トランザクション、分析、およびイベントなど）

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
組込みのデータ・クライアントおよびReal Time Client機能脚注1 

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
TCMPクラスタ・テクノロジ脚注2 、脚注3 

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
クロス・プラットフォーム・データ・クライアントのサポート

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
マルチキャスト・フリーの操作（WKA）

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
セキュリティ

	
ネットワーク・トラフィック暗号化

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
セキュリティ

	
JAAS（Java Authentication & Authorization Service）

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
管理および監視

	
管理ホスト脚注4 

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
管理および監視

	
クラスタ化したJMXを介した管理

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
ローカル・キャッシュ、ニア・キャッシュ、連続問合せキャッシュ、リアルタイム・イベント

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
完全にレプリケートされたデータの管理

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
パーティション化されたデータの管理

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
リードスルー/ライトスルー・キャッシングを介したデータ・ソースの統合

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
Elasticデータ

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
TopLinkとの統合

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
Hibernateとの統合

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
アプリケーション・サーバーのHTTPセッション管理

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
BEA Portal p13n cacheとの統合

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
分析

	
InvocableMapとQueryMapの並行処理脚注5 

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
トランザクション

	
ライトビハインド・キャッシュ

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
トランザクション

	
J2CAリソース・アダプタ

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
コンピューティング・グリッド

	
InvocationService

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
コンピューティング・グリッド

	
WorkManager

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
エンタープライズ・データ・グリッド

	
WANサポート脚注6 

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
エンタープライズ・データ・グリッド

	
クロス・プラットフォームReal Time Clientのサポート

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]







脚注1 Coherence TCMPクラスタは、Coherenceのエディションに関して同種である必要があります。あるタイプのTCMPクラスタ（Caching Editionなど）がデータ・クライアントまたはReal Time Clientとして別のタイプのTCMPクラスタ（Grid Editionなど）に接続することは可能ですが、これにはサーバー・サイドのライセンスが必要です。接続タイプは構成可能であり、デフォルトでReal Time Clientに設定されます。

脚注2 単一のTCMPベース・クラスタの枠の中で、Coherenceのエディションを混在させることはできません。異なるエディション・タイプを統合するには、Coherence*Extendを使用します（各クラスタがデータ・クライアントまたはReal Time Clientのいずれかの役割を果たします）。

脚注3 Oracleのクラスタを意識したワイヤ・プロトコル（TCMP）は、直接的なサーバー・アクセスを可能にするクラスタ全体の詳細な情報を提供することにより、低レイテンシおよび高スループット、フェイルオーバー/フェイルバック/リバランシングの高速化を実現するとともに、任意の参加メンバーがサービス・プロバイダとしての機能（データ管理、リモート起動、管理および監視など）を実行することを可能にします。

脚注4 ローカルMBeanServerとの統合をサポートします。ローカルJMXエージェントとともに、このノードによる管理および監視機能の提供を可能にします。クラスタ化したJMXのサポートによって、このノードによるリモート・ノードの管理および監視機能も追加されます。

脚注5 InvocableMapとQueryMapの並行処理サポートでは、処理は可能なかぎりサーバー・サイドで実行されるようになり、データ転送が最小化され、索引付けの使用が可能になり、クラスタ全体で実行が並行処理されます。並行処理サポートがない場合、処理では評価のためクライアントに渡すデータセット全体が取得されます（非常に非効率的）。

脚注6 クラスタ間の相互接続を実装するWANおよびその他のデプロイメントにはGrid Editionが必要です。データまたは処理（あるいはその両方）に対する責任の範囲が複数のデータ・センターにまたがっており、Coherenceが提供するメッセージングまたは接続の任意の形式を介してデータ・センター間でアクティビティが統合されるようなデプロイメントが含まれます（Coherence*Extendによって相互接続された2つ以上のTCMPクラスタを特徴とするデプロイメントなど）。





1.6.8 Coherenceクライアント・エディションの使用可能な機能

表1-15に、次のCoherenceクライアント・エディションで使用可能な機能を示します。データ・クライアントは、すべてのCoherenceサーバー・エディションで使用できます。Real Time Clientは、Grid Editionでのみ使用できます。Extend/TCPは、TCP/IPによるトランスポート用に構成されたCoherence*Extendの略称です。

	
データ・クライアント: どこでも使用できるデータ・グリッド・クライアント。あらゆるCoherenceサーバー・エディションで使用できます。


	
Extend/TCPクライアントとして構成されたReal Time Client: リアルタイム・デスクトップ・クライアント。Coherence Grid Editionでのみ使用できます。


	
コンピューティング・クライアントとして構成されたReal Time Client: 重要な管理容易性、監視、サービスのクオリティおよびパフォーマンス機能を提供するサーバー・クラスのクライアント。Coherence Grid Editionでのみ使用できます。





表1-15 Coherenceクライアント・エディション

	カテゴリ	機能	データ・クライアント	Real Time Client（Extend/TCP）	Real Time Client（コンピューティング）
	
全般

	
データ・グリッド上のデータおよびサービスへのアクセス

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
全般

	
データ・グリッドとのリアルタイム同期

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
API言語

	
Java

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
API言語

	
.NET

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	
該当なし


	
API言語

	
C++

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	
該当なし


	
クライアントAPI

	
データ変換（PIFPOF / ExternalizableLite / XmlBean）

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
クライアントAPI

	
InvocationService脚注1 

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
クライアントAPI

	
NamedCache（コア）

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
クライアントAPI

	
NamedCache（ObservableMapリアルタイム・イベントあり）

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
クライアントAPI

	
MemberListener

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
Coherence*Extendクライアント脚注2

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
マルチキャスト・フリーの操作脚注2

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
接続性

	
TCMPクラスタ・テクノロジ脚注3 

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
セキュリティ

	
ネットワーク・トラフィック暗号化

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
セキュリティ

	
JAAS（Java Authentication & Authorization Service）

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
ローカル・キャッシュ

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
ニア・キャッシュ

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
連続問合せキャッシュ

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]
	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
キャッシング

	
完全にレプリケートされたキャッシュ

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
トランザクション

	
ローカル・トランザクション

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
Hibernateとの統合

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
アプリケーション・サーバーのHTTPセッション管理

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
統合

	
BEA Portal p13n cacheとの統合

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
管理および監視

	
管理ホスト

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
管理および監視

	
クラスタ化したJMXを介した管理

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
コンピューティング・グリッド

	
InvocationService

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]

	
コンピューティング・グリッド

	
WorkManager

	
該当なし

	
該当なし

	[image: 周囲の本文でcheck.gifについて説明しています。]







脚注1 データ・クライアントおよびReal Time Client（Extend/TCP）の起動は、接続先のExtendプロキシ・サーバーによって実行されます。

脚注2 データ・クライアントおよびReal Time Client（Extend/TCP）では、コアTCMPクラスタをより広範囲のネットワーク（デスクトップ、その他のサーバーおよびWANリンクを含む）に拡張するために、Coherence*Extendが使用されます。Coherence*Extendプロトコルは、TCP/IPによりトランスポートされます。

脚注3 Oracleのクラスタを意識したワイヤ・プロトコル（TCMP）は、直接的なサーバー・アクセスを可能にするクラスタ全体の詳細な情報を提供することにより、低レイテンシおよび高スループット、フェイルオーバー/フェイルバック/リバランシングの高速化を実現するとともに、任意の参加メンバーがサービス・プロバイダとしての機能（データ管理、リモート起動、管理および監視など）を実行することを可能にします。













1.7 Oracle BPEL Process Manager

エンタープライズでは、Oracle BPEL Process Managerを使用すると、BPEL（Business Process Execution Language）プロセスのモデリング、デプロイおよび管理を実行できます。Oracle BPEL Process Managerには、BPELビジネス・プロセス・モデラー、スケーラブルなBPELランタイム・エンジン、拡張可能なWSDLバインディング・フレームワーク、および監視用コンソールが含まれています。

Oracle BPEL Process Managerは、スタンドアロン製品またはWebLogic Suiteのオプションとして、単独でライセンスを購入できます。Oracle BPEL Process Managerは、次のスイートのコンポーネントでもあります。

	
SOA Suite for Non Oracle Middleware


	
SOA Suite for Oracle Middleware




Oracle BPEL Process Managerスタンドアロンのライセンス取得者は、次のSOAコンポジット・コンポーネントを使用できます。

	
BPEL Process Manager


	
Human Workflow


	
Event Delivery Network


	
テクノロジ・アダプタ




その他のコンポーネントを使用するには、SOA Suite for Non Oracle Middlewareのフルユース・ライセンスが必要になります。特に、Oracle BPEL Process Managerのライセンスでは、次のどのコンポーネントの使用も許可されていません。

	
SOAコンポジット・コンポーネント:

	
Mediator


	
B2B


	
Spring Context





	
Oracle Service Bus


	
Oracle Business Activity Monitoring（BAM）


	
Oracle Business Rules


	
Oracle Event Processing


	
Oracle Web Services Manager




Oracle BPEL Process Managerには、HP SOA Systinet RegistryからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。

Oracle BPEL Process Managerスタンドアロンには、クラスタリング、Portable Object Format、ローカル・キャッシュおよび内部SOA使用のサポートのみを目的としたOracle Coherence Enterprise Editionの使用制限付きライセンスが含まれます。





1.8 Oracle WebLogic Integration

Oracle WebLogic Integrationは、Javaベースの柔軟な包括的ソリューションです。企業内や企業間でシステム、データ、および従業員を統合し、既存資産がどこにあっても最大限に活用できるようにします。Oracle WebLogic Integrationは、すべての主要なパッケージ・アプリケーションに対する標準ベースの接続機能、ベスト・プラクティス・パターンのサポート、そして複雑なトランザクション・プロセス・シナリオを短時間で構築できるように設計された統合開発環境を備えています。WebLogic Integrationは、企業の情報とプロセスをサービスとして迅速に統合することでSOAイニシアチブを促進し、絶え間ないビジネス革新を推進します。

Oracle WebLogic Integrationは、スタンドアロン製品として単独でライセンスされます。





1.9 Oracle Service Registry

Oracle Service Registry（OSR）は、SOAに対し、DNSに類似したリファレンスを提供します。UDDI v3に完全準拠するレジストリであるOracle Service Registryは、SOAランタイム・インフラストラクチャに標準ベースのインタフェースを提供して、デプロイ済サービスのエンド・ポイントの動的な検出およびバインドを可能にします。Oracle SOA Governanceソリューションの一部としてOracle Service Registryは、Oracle Enterprise RepositoryおよびSOA Suite for Oracle Middlewareを使用した自動化された同期により、デザインタイム環境とランタイム環境のギャップを解消します。

Oracle Service Registryは、スタンドアロン製品として単独でライセンスされますが、Oracle Enterprise Repository、Oracle Web Services ManagerおよびSOA Management Pack Enterprise Editionと連携して、エンタープライズ・クラスのSOA Governanceソリューションを提供します。

2008年9月1日以前にOracle Internet Application Server（Java Edition、Standard Edition、またはEnterprise Edition）のライセンスを購入されたお客様には、Service Registryの50エントリの無償ライセンスが継続されます。Internet Application Server（すべてのエディション）の2008年9月1日以降のライセンスには、これらは含まれません。





1.10 Oracle Enterprise Repository

Oracle Enterprise Repository（OER）は、すべてのSOA資産とそれらの関係の可視性を高めることで、冗長性の排除、再利用の促進、変更の影響管理を可能にする包括的なリポジトリです。 また、SOAのライフ・サイクルに対するエンド・ツー・エンドのガバナンスを提供し、自動化された反復可能なプロセスによるリスク削減を可能にします。 さらに、SOAのビジネス・バリューへの洞察をもたらす分析手法を提供し、よりよい意思決定を可能にします。

OERには、OERに付属する既存のワークフローを変更し、リポジトリ中心のワークフローを新たに実装するための、Oracle Unified Business Process Management SuiteまたはOracle Unified Business Process Management Suite for Non Oracle Middlewareの使用制限付きライセンスが含まれます。Oracle BPM SuiteのSimulation、Business Activity Monitoring、Process AnalyticsおよびProcess Portalの各機能は使用制限付きライセンスに含まれておらず、使用するにはフルユース・ライセンスが必要になります。

OERには、OERに付属する事前構成済レポートを実行するための、Oracle Business Intelligence Publisherの使用制限付きライセンスが含まれます。これらのレポートのレイアウト変更は許可されていますが、内容の変更や新規レポートの作成はフルユース・ライセンスが必要になります。

Oracle Enterprise Repositoryは、スタンドアロン製品として単独でライセンスされますが、Oracle Service Registry、Oracle Web Services ManagerおよびSOA Management Pack Enterprise Editionと連携して、エンタープライズ・クラスのSOA Governanceソリューションを提供します。





1.11 Oracle Web Services Manager

Oracle Web Services Managerは、Webサービスおよびそのクライアントのための、ポリシー・ベースの宣言的セキュリティと信頼性を提供します。Oracle Web Services Managerは、SOA Suite for Oracle Middlewareの一部としてライセンスされます。Oracle Web Services Managerは、Oracle Enterprise Repository、Oracle Service RegistryおよびSOA Management Pack Enterprise Editionと連携して、エンタープライズ・クラスのSOA Governanceソリューションを提供します。





1.12 Oracle SOA Suite for Non Oracle Middleware

SOA Suiteは、部門レベルから企業規模まで、様々なシステムのデプロイメントを構築、デプロイおよび管理するための統合されたベストインクラスの製品スイートです。WebLogic Serverを使用しているユーザーは、SOA Suite for Oracle Middleware（第2.3項「SOA Suite for Oracle Middleware」）を使用する必要があります。WebSphereなどOracle以外のアプリケーション・サーバーを使用しているユーザーは、この"Non Oracle"バージョンのライセンスが必要になります。

SOA Suite for Non Oracle Middlewareは、SOA Suite for Oracle Middlewareと同じコンポーネントおよびライセンスを含みますが、次の例外があります:

	
SOA Suite for Non Oracle Middlewareは、Oracle B2Bおよびテクノロジ・アダプタを含みます。SOA Suite for Oracle Middlewareは、前提条件であるWebLogic Suiteのコンポーネントとして間接的にOracle B2Bおよびテクノロジ・アダプタを含みます。


	
SOA Suite for Non Oracle Middlewareには、Oracle Service Bus（第2.2項「Oracle Service Bus」）は含まれません。








1.13 Oracle Unified Business Process Management Suite for Non Oracle Middleware

Oracle Unified Business Process Management Suiteは、ビジネス・プロセスのモデリング、統合、実行、管理および監視を、急激な変化をサポートする完全なライフ・サイクルに統合するソフトウェア・スイートです。ビジネス・プロセスの作成、実行および最適化を可能にし、ビジネスとITのたぐいまれなコラボレーションを実現します。その結果、ビジネス・プロセスが自動化および最適化され、効率性と即応性が向上し、コストが削減されます。Oracle Unified Business Process Management Suiteは既存のIT投資を活用するものであり、特にライン・オブ・ビジネスのユーザー向けにチューニングされています。Oracle Unified Business Process Management Suiteを使用することで生産性と可視性が向上し、市場ニーズに対するかつてないほどの即応力が組織にもたらされます。

WebLogic Serverを使用しているユーザーは、Oracle Unified Business Process Management Suite（第2.4項「Unified Business Process Management Suite」）を使用する必要があります。WebSphereなどOracle以外のアプリケーション・サーバーを使用しているユーザーは、この"Non Oracle"バージョンのライセンスが必要になります。Oracle Unified Business Process Management Suite for Non Oracle Middlewareは、Oracle Unified Business Process Management Suiteと同じコンポーネントおよびライセンスを含みます。

Oracle Unified Business Process Management Suite for Non Oracle Middlewareは、SOA Suite for Non Oracle Middlewareのオプションとしてライセンスされます。





1.14 Oracle Business Process Management Standard Edition

Oracle Business Process Management Standard Edition（Oracle BPM Standard Edition）は、Oracle Unified Business Process Management SuiteおよびOracle SOA Suiteのコンポーネントを組み合せて強力なツール・セットにしたものであり、ビジネス・プロセスのモデリング、統合、実行、管理および監視を、急激な変化をサポートする完全なライフサイクルに統合することに着手しようとする顧客を対象としています。

Oracle BPM Standard Editionには、次のコンポーネントが含まれます。下記の具体的な制限事項に注意してください。

	
Oracle SOA Suite for Oracle Middlewareの使用制限付きライセンスは、次の使用に限定されています。

	
Oracle Business Activity Monitoring

Oracle Business Activity Monitoring（BAM）は、企業のエグゼクティブが企業全体のビジネス・サービスをリアルタイムで監視し、それらのKPI（キー・パフォーマンス・インディケータ）と実際のビジネス・プロセスを相互に関連付けるための機能を提供します。Oracle BAMはまた、ビジネス環境が変化した場合にユーザーがビジネス・プロセスを変更して是正処置をとるための機能を提供します。




	
注意:

Oracle BPM Standard EditionライセンスにおけるOracle BAMの使用は、Oracle BPMアプリケーションが変換データの変換元または変換先（あるいはその両方）となるシナリオに制限されています。Oracle Business Activity Monitoringの他のいかなる使用にも、Oracle SOA Suite for Oracle Middlewareのライセンスが必要です。










	
Mediator

Mediatorは、BPMアプリケーション内の、様々なインタフェースを公開するコンポーネントを接続します。Mediatorは、フィルタリングおよびルーティングに関する意思決定などの作業を実行できます。


	
Oracle Web Services Manager

Oracle Web Services Managerは、WS-Policy、WS-RMおよびQOSポリシーの管理、監視および適用を提供します。


	
Oracle Business Rules

Oracle Business Rulesは高パフォーマンスな軽量のビジネス・ルール製品で、即応性を提供し、ビジネスの重要な意思決定とポリシーを迅速かつ柔軟に確信を持って変更することを可能にします。


	
Oracle Human Workflow

Oracle Human Workflowにより、BPMアプリケーションへのヒューマン・タスクの組込みが容易になります。BPMアプリケーションでは、ヒューマン・タスク・コンポーネントは、1つ以上のヒューマン・タスクで構成されるワークフローの実行のあらゆる局面に対応したヒューマン・ワークフロー・サービス、およびワークリスト・アプリケーション（ヒューマン・ワークフローの一部として作成されたタスクの操作およびタスクとの相互作用のためにWebベースのユーザー・インタフェースを提供）を提供します。


	
JDeveloperおよびADF

Oracle JDeveloperは、BPMアプリケーションのモデリング、開発、デバッグ、最適化およびデプロイをエンド・ツー・エンドでサポートする、無償の統合化されたエンタープライズ開発環境です。Oracle Application Development Framework（ADF）は、Java EE開発を容易にします。





	
Oracle Unified Business Process Management Suite使用制限付きライセンスは、次の使用に限定されています。

	
Oracle BPM Studio

Oracle BPM StudioはOracle JDeveloperに追加された拡張機能セットであり、組織、ビジネス・カレンダ、ビジネス・カタログおよびビジネス・オブジェクトなどの補助的なアーティファクトのビジネス・フレンドリなモデリングを含む、Business Process Modeling Notation（BPMN）のモデリングを提供します。




	
注意:

Oracle BPM Standard Editionライセンスでは、モデル・シミュレーション機能の使用は許可されていません。BPMNモデルのシミュレーションを実行するには、Unified Business Process Management Suiteのライセンスが必要です。










	
Oracle BPM Composer

Oracle BPM Composerは、BPMNモデルおよびBusiness Rules用のモデリングおよびカスタマイズを行うWebベースのツールです。


	
Oracle BPMNサービス・エンジンおよびWorkflow Extensions

Oracle BPMNサービス・エンジンは、BPMNモデルをネイティブに実行する機能を提供し、管理用のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlと統合します。Workflow Extensionsは、Human Workflowコンポーネントが提供する機能を超える拡張機能を提供します（下記を参照）。




	
注意:

BPMNプロセス・インスタンスのクラスタリングは、Oracle BPM Standard Editionライセンスではサポートされていません。クラスタ・デプロイメントを必要とするユーザーは、Oracle Unified Business Process Management Suiteを使用する必要があります。










	
Oracle BPM Process Analytics

Oracle BPM Process Analyticsは、プロセス・モデルの一部としてビジネス・インディケータを定義し、付属のSTARスキーマ内でこれらおよびその他の標準プロセス・メトリックをキャプチャする機能を含みます。また、Oracle Business Activity Monitoringへのシームレスな統合を提供します。





	
テクノロジ・アダプタ

Oracle BPM Standard Editionには、外部プロセスとの相互作用を容易にするBPMアプリケーション用のアダプタが含まれます。ファイル、FTP、JMS、アドバンスト・キューイング、データベース、MQ Seriesおよびソケットに対してサポートが提供されています。


	
Oracle WebCenter Contentの使用制限付きライセンス（使用制限あり: ドキュメント、Web Content –WCM–およびDigital Assets –DAM-の管理用）

	
Oracle WebCenter Contentを使用して、BPMプロセス・インスタンス、プロセス・モデルおよびその他のアーティファクトに添付されたすべてのコンテンツを格納できます。これには、異なるレンディションのコンテンツのバージョニングとレンダリングや、サイトまたはアプリケーション内の検索結果との統合を目的としたリポジトリ内コンテンツの索引付けなどの基本コンテンツ管理機能が含まれます。また、BPMのプロセス・インスタンス、モデルおよびその他のアーティファクトに添付されるコンテンツに対して、Web Content Management（WCM）、Digital Asset Management（DAM）などのWebCenter Contentコンポーネントのすべての機能を使用できます。プロセス・コンポーザなどのBPM Standard Editionのインタフェースを介して、さらにJDev、カスタム・アプリケーション、デスクトップ統合、またはWebCenter Contentユーザー・インタフェース（管理アクティビティを含む）を介して、あらゆる相互作用が実行可能です。











1.15 Oracle Event Processing

Oracle Event Processingは、低レイテンシ、高スループット、および確定的なデータ・ストリームまたはイベント・ストリームの処理を必要とするリアルタイム・アプリケーションおよび大規模データ・アプリケーションを構築する顧客のイベント駆動型アプリケーションの開発および製品デプロイ・ニーズに応えることに重点を置いた、テクノロジの完全なコレクションです。この総合的なイベント駆動型プラットフォームは、ビジネス・アプリケーションとサービス、未構築のリレーショナル・データベース、リアルタイム・センサー・デバイスおよびソーシャル・メディア・インタフェースのストリーム・イベントおよびデータについて、効果的かつ効率的に処理および応答します。

Oracle Event Processing製品の内容は次のとおりです。

	
高パフォーマンスのイベント駆動型アプリケーションを開発およびデプロイするためのJavaベース・サーバー。


	
開発およびデプロイの包括的なツール・コレクション。これにより、イベント駆動型アプリケーション開発者およびITグループは、リアルタイム・アプリケーションおよびサービスを実行するOracle Event Processingシステムのあらゆる側面を作成、評価、デプロイ、監視および管理できるようになります。




Oracle Event Processingには、単独のOracle Coherence Enterprise Editionライセンスが必要です。きわめて低レイテンシの確定的なリアルタイム・アプリケーションをデプロイするには、強力なMission ControlツールとともにOracle Java SE Suiteを使用することをお薦めします。





1.16 Oracle Business Process Analysis Suite

Oracle BPA Suiteは、ビジネス・アナリストを対象としたモデリングおよび分析用のツールです。シックス・シグマのような厳密なプロセス手法や、最終的にはBPMNモデルに分解される価値連鎖図などの階層的プロセス・モデリングがサポートされています。これらのBPMNモデルは、シームレスなラウンド・トリップ設計を行うために、BPELエディタ（完全な双方向同期化機能を含む）と共有されます。BPA Suiteは、分析、シミュレーションおよびレポート作成の機能も豊富です。

Oracle BPA Suiteは、Oracle Unified Business Process Management Suiteパッケージには含まれていませんが、Oracle Business Process Managementプラットフォームの重要な構成要素です。





1.17 Oracle Forms and Reports

Oracle Forms and Reportsは、Oracle Internet Application Serverのどのエディションにも依存することなく、単独でライセンスを購入できます。

単独でライセンスを購入した場合、Oracle Forms and Reportsには次のものが含まれます。

	
Oracle Forms


	
Forms client Applet


	
Forms ランタイム


	
Oracle Reports


	
WebLogic Server Basic


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control







	
注意:

Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports Server製品のすべてのエディションには、WebLogic Server Basicに対する権限が含まれています。WebLogic Server Basicの用途は、Forms、Reports、Discoverer、Portalなどの製品内で提供されるコンポーネントの実行のみです。また、Oracle Containers for J2EEなどに開発されるカスタムJavaアプリケーションにも使用することができます。Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports以外の製品が、Oracle Internet Application ServerまたはOracle Forms and Reportsのいずれかのエディションに対するライセンスに依存している場合、ライセンス・ドキュメントに特に記載されていないかぎり、それらの製品をWebLogic Server Basicで実行する権限はありません。WebLogic Server Basicの詳細は、付録A「WebLogic Server Basic」を参照してください。











1.17.1 使用制限付きライセンス

Oracle Formsのライセンスを単独で購入した場合、次の使用制限付きライセンスが含まれます。

	
使用制限: Oracle Forms and Reportsにアクセスするユーザーへの認証サービスのためにOracle Single Sign-OnおよびOracle Access Manager Basicが提供されています。Oracle Forms and Reportsのシステム要件およびサポートされているプラットフォームを含む動作保証マトリックスは、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.htmlを参照してください。


	
Oracle Internet Directory: ユーザーとグループ、および対応するセキュリティ資格証明と権限をプロビジョニング、格納および管理し、サード・パーティのディレクトリ・サービスとデータの同期をとり、Oracle Forms and Reports固有のその他のメタデータを格納するために提供されています。


	
Oracle HTTP Serverおよびそのモジュール: Oracle Forms and Reportsアプリケーションを実行するためにのみ提供されています。


	
WebLogic Server Basic: Oracle Forms and Reportsアプリケーションを実行するためにのみ提供されています。













脚注の説明

脚注1: キャッシュ・クライアントとして構成されたクラスタ・メンバーは、ストレージが無効化されたクラスタ・メンバーです。つまり、パーティション化されたすべてのキャッシュ・サービスのlocal-storage属性がfalseに設定されたクラスタ・メンバーです。

脚注2: キャッシュ・サーバーとして構成されたクラスタ・メンバーは、ストレージが有効化されたクラスタ・メンバーです。つまり、パーティション化されたすべてまたは一部のキャッシュ・サービスのlocal-storage属性がtrueに設定されたクラスタ・メンバーです。





2 WebLogic Suiteオプション

この章では、SOA製品のライセンスについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第2.1項「Oracle BPEL Process Manager Option」


	
第2.2項「Oracle Service Bus」


	
第2.3項「SOA Suite for Oracle Middleware」


	
第2.4項「Unified Business Process Management Suite」


	
第2.5項「Oracle Internet Application ServerでのSOA SuiteおよびBPEL PMのライセンス」


	
第2.6項「WebLogic Coherence Grid Edition Option」


	
第2.7項「Application Server Enterprise Management」






2.1 Oracle BPEL Process Manager Option

エンタープライズでは、Oracle BPEL Process Managerを使用すると、BPEL（Business Process Execution Language）プロセスのモデリング、デプロイおよび管理を実行できます。Oracle BPEL Process Managerには、BPELビジネス・プロセス・モデラー、スケーラブルなBPELランタイム・エンジン、拡張可能なWSDLバインディング・フレームワーク、および監視用コンソールが含まれています。

Oracle BPEL Process Managerは、スタンドアロン製品またはWebLogic Suiteのオプションとして、単独でライセンスを購入できます。

Oracle BPEL Process Managerは、次のスイートのコンポーネントでもあります。

	
SOA Suite for Non Oracle Middleware


	
SOA Suite for Oracle Middleware




Oracle BPEL Process Manager Optionのライセンシーは、次のSOAコンポジット・コンポーネントを使用できます。

	
BPEL Process Manager


	
Human Workflow


	
Event Delivery Network


	
テクノロジ・アダプタ（*）


	
Oracle B2B（*）


	
Mediator（*）




その他のコンポーネントを使用するには、SOA Suite for Oracle Middlewareのフルユース・ライセンスが必要になります。特に、Oracle BPEL Process Manager Optionのライセンスでは、次のどのコンポーネントの使用も許可されていません。

	
Spring Context


	
Oracle Service Bus


	
Oracle Business Activity Monitoring


	
Oracle Business Rules


	
Oracle Event Processing


	
Oracle Web Services Manager




Oracle BPEL Process Managerには、HP SOA Systinet RegistryからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。

Oracle BPEL Process Manager Optionには、クラスタリング、Portable Object Format、ローカル・キャッシュおよび内部SOA使用のサポートのみを目的としたOracle Coherence Enterprise Editionの使用制限付きライセンスが含まれます。




	
注意:

これらのコンポーネント（*）は、Internet Application Server Enterprise EditionがWebLogic Suiteに付属することにより、BPEL Process Manager Optionに含まれます。11gのMediatorは、Fusion Middleware 10g リリース3で導入され、Oracle Containers for J2EEやサード・パーティのJava EEプラットフォーム（WebSphereなど）におけるOracleの主要なESBであった、Oracle Enterprise Service Bus（OESB）に由来します。SOA Suite 10gのライセンス取得者は、OESBからSOA Suite 11gのMediatorコンポーネントに機能を移行できます。今後、SOA Suite 11gでは、Oracle Service BusがFusion Middlewareの戦略的なアプリケーション間サービス・バスとなります。













2.2 Oracle Service Bus

Oracle Service Bus（OSB: 旧称はBEA AquaLogic Service Bus）は、実績のある軽量SOA統合プラットフォームで、SOA Suite for Oracle Middleware製品ファミリの主要コンポーネントです。OSBは、Webサービスのみでなく、Javaおよび.Net、メッセージング・サービスおよびレガシー・エンドポイントなどの異種サービス間の相互作用を接続、仲介および管理できるように設計されています。

OSBは、単一製品内でエンタープライズ・サービス・バス（ESB）と運用サービス管理の統合機能を提供し、効率的でシームレスなユーザー・エクスペリエンスを実現する他に類のない製品です。柔軟なデプロイメント・オプションおよびOracle SOA Governance Suiteとの自動統合により、Oracle Service Busは、サービス指向アーキテクチャ（SOA）の部門規模から企業規模に至る実装に伴うデプロイメント、管理およびガバナンス上の課題を処理できるように設計されています。

Oracle Service Busは、WebLogic Suiteのオプションとしてライセンスされ、SOA Suite for Oracle Middlewareにも含まれています。WebLogic Server Basic上でSOA Suite for Oracle Middlewareを実行しているお客様は（第2.5項「Oracle Internet Application ServerでのSOA SuiteおよびBPEL PMのライセンス」を参照）、Oracle Service Busを実行する権限がないことに注意してください。

Oracle Service Busは、Oracle Service Busでのポリシー強制のためのOracle Web Services Managerの制限付き使用を含んでいます。 オーサリングおよび管理ツールの使用は、基本Oracle Service Busコンソール・スクリーンとともに提供される機能に限定されます。新規ポリシーは、コマンドラインおよびスクリプト・ツールでのみ作成できます。それ以外のいかなる使用も、SOA Suite for Oracle Middlewareのフル・ライセンスが必要です。





2.3 SOA Suite for Oracle Middleware

SOA Suite for Oracle Middlewareは、部門レベルから企業規模まで、様々なシステムのデプロイメントを構築、デプロイおよび管理するための統合されたベストインクラスの製品スイートです。この100%標準ベースのホットプラッガブルなインフラストラクチャは、既存のIT投資と相互運用できます。グリッド・コンピューティング・インフラストラクチャ上で、Oracleの幅広い接続オプション並びによく知られた高スケーラビリティと組み合された、業界最高のService BusとBPELで編成されるエンジンを活用することにより、多くのOracleユーザーが大規模でミッション・クリティカルなSOAシステムのデプロイに成功しています。

このSOA Suiteバージョンは、WebLogic Serverを実行するユーザー向けです。Fusion Middleware 11gでは、SOA Suite for Oracle Middlewareにより、SCA（サービス・コンポジット・アーキテクチャ）に基づくOracleのSOAサービス・プラットフォームを使用した、デザインタイムとランタイムの高度な統合が提供されます。

このスイートには、次のものが含まれます:

	
Oracle BPEL Process Manager（第1.7項「Oracle BPEL Process Manager」を参照）


	
Oracle Service Bus（第2.2項「Oracle Service Bus」を参照）


	
Mediator

Mediatorは、SOAコンポジット・アプリケーション内の、様々なインタフェースを公開するコンポーネントを接続します。Mediatorは、フィルタリングおよびルーティングに関する意思決定などの作業を実行できます。

11gのMediatorは、Fusion Middleware 10g リリース3で導入され、Oracle Containers for J2EEやサード・パーティのJava EEプラットフォーム（WebSphereなど）におけるOracleの主要なESBであった、Oracle Enterprise Service Bus（OESB）に由来します。SOA Suite 10gのライセンス取得者は、OESBからSOA Suite 11gのMediatorコンポーネントに機能を移行できます。今後、SOA Suite 11gでは、Oracle Service BusがFusion Middlewareの戦略的なアプリケーション間サービス・バスとなります。


	
Oracle Business Activity Monitoring

Oracle Business Activity Monitoring（BAM）は、企業のエグゼクティブが企業全体のビジネス・サービスをリアルタイムで監視し、それらのKPI（キー・パフォーマンス・インディケータ）と実際のビジネス・プロセスを相互に関連付けるための機能を提供します。Oracle BAMはまた、ビジネス環境が変化した場合にユーザーがビジネス・プロセスを変更して是正処置をとるための機能を提供します。Oracle BAMは、Webを介したリアルタイムの経営ダッシュボードや監視およびアラートを行うアプリケーションを構築するための完全なソリューションです。




	
注意:

Oracle Business Activity Monitoringには、Oracle Business Activity Monitoringが変換データの変換元または変換先（あるいはその両方）となるシナリオ用として、Oracle Data Integrator Enterprise Editionの制限付き使用が含まれます。










	
Oracle Web Services Manager

Oracle Web Services Managerは、WS-Policy、WS-RMおよびQOSポリシーの管理、監視および適用を提供します。


	
Oracle Business Rules

Oracle Business Rulesは高パフォーマンスな軽量のビジネス・ルール製品で、即応性を提供し、ビジネスの重要な意思決定とポリシーを迅速かつ柔軟に確信を持って変更することを可能にします。Oracle Business Rulesは、Oracle BPEL PMおよびその他のSOAスタックとシームレスに統合されています。


	
Oracle Human Workflow

Oracle Human Workflowにより、SOAコンポジット・アプリケーションへのヒューマン・タスクの組込みが容易になります。SOAコンポジットでは、ヒューマン・タスク・コンポーネントは、1つ以上のヒューマン・タスクで構成されるワークフローの実行のあらゆる局面に対応したヒューマン・ワークフロー・サービス、およびワークリスト・アプリケーション（ヒューマン・ワークフローの一部として作成されたタスクの操作およびタスクとの相互作用のためにWebベースのユーザー・インタフェースを提供）を提供します。


	
Oracle Event Processing

Oracle Event Processingは、イベント・ソース間のフィルタリング、相関および集約に基づいてイベントのフローにおけるパターンを検出する機能豊富な宣言型の環境を提供し、多くの時間および順序付けの機能を含みます。


	
JDeveloperおよびADF

Oracle JDeveloperは、JavaベースのSOAアプリケーションのモデリング、開発、デバッグ、最適化およびデプロイをエンド・ツー・エンドでサポートする、無償の統合化されたエンタープライズ開発環境です。Oracle JDeveloperは、視覚的で宣言型の開発を可能にする機能により、Java EE開発への新しいアプローチを導入します。革新的なOracle Application Development Framework（ADF）は、Java EE開発を容易にします。Oracle JDeveloperの「選択肢のある生産性（Productivity with Choice）」は、開発アプローチ、テクノロジのスコープ、およびデプロイメント・プラットフォームを選択する機会を提供します。


	
アダプタ

Fusion Middlewareアダプタの説明は、第4章「Oracle Fusion Middleware Adapters」を参照してください。テクノロジ・アダプタは、Internet Application Server Enterprise EditionがWebLogic Suiteに付属することにより、SOA Suiteライセンスに含まれます。他のアダプタには、個別のライセンスが必要です。


	
Oracle Entitlements Server Basic: 認可ポリシーに基づくロール・ベースのアクセス制御を提供


	
Oracle B2B（Internet Application Server Enterprise EditionがWebLogic Suiteに付属することにより、含まれます）

企業がビジネス・プロセスを取引先に拡張するには、コンプライアンス、セキュリティ、可視性、スケーラビリティおよび標準に対応した明確なアーキテクチャが必要です。SOA Suite for Oracle Middlewareはこのプラットフォームを提供し、プロセスの編成、管理、監視、企業内接続などを可能にします。このアーキテクチャの一体部分として、Oracle B2Bは、企業による取引先との電子的な情報交換の定義、構成、管理および監視を可能にします。

Oracle B2BにはB2Bエンジンおよび次のアダプタが含まれ、単独でライセンスを購入する必要があります。

	
RosettaNetアダプタ


	
EDIアダプタ


	
Healthcareアダプタ


	
ebXMLアダプタ







SOA Suite for Oracle Middlewareは、WebLogic Suiteのオプションとしてライセンスされます。WebLogic Server Basic上でSOA Suite for Oracle Middlewareを実行しているお客様は（第2.5項「Oracle Internet Application ServerでのSOA SuiteおよびBPEL PMのライセンス」を参照）、Oracle Service BusおよびOracle Event Processingを除くSOA Suite for Oracle Middlewareのすべてのコンポーネントを実行するためのライセンスを供与されます。




	
注意:

SOA Suite for Oracle Middlewareには、HP SOA Systinet RegistryからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。SOA Suite for Oracle Middlewareには、クラスタリング、Portable Object Format、ローカル・キャッシュおよび内部SOA使用のサポートのみを目的としたOracle Coherence Enterprise Editionの使用制限付きライセンスが含まれます。













2.4 Unified Business Process Management Suite

Oracle Unified Business Process Management Suiteは、ビジネス・プロセスのモデリング、統合、実行、管理および監視を、急激な変化をサポートする完全なライフ・サイクルを伴うソフトウェア・スイートです。ビジネス・プロセスの作成、実行および最適化を可能にし、ビジネスとITのたぐいまれなコラボレーションを実現します。その結果、ビジネス・プロセスが自動化および最適化され、効率性と即応性が向上し、コストが削減されます。Oracle Unified Business Process Management Suiteは既存のIT投資を活用するものであり、特にライン・オブ・ビジネスのユーザー向けにチューニングされています。Oracle Unified Business Process Management Suiteを使用することで生産性と可視性が向上し、市場ニーズに対するかつてないほどの即応力が組織にもたらされます。

Oracle Unified Business Process Management Suiteには、次のコンポーネントが含まれます:

	
Oracle BPM Studio

Oracle BPM StudioはOracle JDeveloperに追加された拡張機能セットであり、組織、ビジネス・カレンダ、ビジネス・カタログおよびビジネス・オブジェクトなどの補助的なアーティファクトのビジネス・フレンドリなモデリングを含む、Business Process Modeling Notation（BPMN）のモデリングおよびシミュレーションを提供します。特に、ビジネス・プロセス・ガイドは、エンド・ユーザーがプロセスの一部として実行する必要がある様々なアクティビティを順を追って表示し、それらをマイルストンに編成してステータスを集計します。


	
Oracle BPM Composer

Oracle BPM Composerは、BPMNモデルおよびBusiness Rules用のモデリングおよびカスタマイズを行うWebベースのツールです。


	
Oracle BPMNサービス・エンジンおよびWorkflow Extensions

Oracle BPMNサービス・エンジンは、BPMNモデルをネイティブに実行する機能を提供し、管理用のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlと統合します。Workflow Extensionsは、Oracle BPEL Process ManagerおよびSOA Suite for Oracle Middlewareの基本ワークフロー機能に拡張機能を追加します。これらの拡張機能の中には、高度なドキュメントベースの動的承認ルーティングを対象とした機能である、承認管理拡張機能などがあります。


	
Oracle BPM Process Spaces

Oracle BPM Process Spacesには、Oracle Unified Business Process Management Suite用のWebCenter Spacesグループ・スペース、付随するテンプレート、およびタスク・フローが含まれます。


	
Oracle BPM Process Analytics

Oracle BPM Process Analyticsは、プロセス・モデルの一部としてビジネス・インディケータを定義し、付属のSTARスキーマ内でこれらおよびその他の標準プロセス・メトリックをキャプチャする機能を含みます。また、Oracle Business Activity Monitoringへのシームレスな統合を提供します。




	
注意:

	
Oracle Unified Business Process Management Suiteには、Oracle WebPortalの使用制限付きライセンス（Process Portal/Process Spacesとの共用のみ）が含まれます。Oracle WebPortalは、検索、公開およびナレッジ・マネジメントをシームレスに結合して、ポータル、コンポジット・アプリケーション、およびEnterprise 2.0のソーシャルかつコラボレーティブなアプリケーションを構築するための、ユーザー・インタラクション・スイートです。


	
Oracle Unified Business Process Management Suiteには、Oracle WebCenter Contentの使用制限付きライセンス（Oracle Unified Business Process Management SuiteおよびProcess Portal/Process Spacesとの共用のみ）が含まれます。WebCenter Contentの使用については、「WebCenter Content」の項目を参照してください。













	
Oracle WebCenter Portal（使用制限あり: Process Portal/Process Spacesとの共用のみ）

Oracle WebCenter Portalは、検索、公開およびナレッジ・マネジメントをシームレスに結合して、ポータル、コンポジット・アプリケーション、およびEnterprise 2.0のソーシャルかつコラボレーティブなアプリケーションを構築するための、ユーザー・インタラクション・スイートです。


	
Oracle WebCenter Content（使用制限あり: ドキュメント、Web Content -WCM-およびDigital Assets -DAM-の管理用）

Oracle WebCenter Contentは、Oracle Unified Business Process Management Suiteのプロセス・インスタンス、プロセス・モデルおよびその他のアーティファクトに添付されるすべてのコンテンツを格納するために使用できる他、任意のWebCenter PortalのWebサイト、アプリケーションまたはポータルの一部として配布できます（前述のWebCenter Portalの使用制限を参照）。これには、コンテンツの様々なレンディションのバージョニングとレンダリングや、サイト、ポータルまたはアプリケーション内の検索結果との統合を目的としたリポジトリ内コンテンツの索引付けなどの基本コンテンツ管理機能が含まれます。また、WebCenter Portalを介して配布されるコンテンツと同様、BPMのプロセス・インスタンス、モデルおよびその他のアーティファクトに添付されるコンテンツに対して、Web Content Management（WCM）、Digital Asset Management（DAM）などのWebCenter Contentコンポーネントのすべての機能を使用できます。ワークスペースやプロセス・コンポーザなどのOracle Unified Business Process Management Suiteのインタフェースを介して、さらにJDev、WebCenter Portalのポータル・インタフェース、カスタム・アプリケーション、デスクトップ統合、またはWebCenter Contentユーザー・インタフェース（管理アクティビティを含む）を介して、あらゆる相互作用が実行可能です。




BPM Suiteには含まれていませんが、Oracle Unified Business Process Managementプラットフォームの重要な構成要素として、Oracle Business Process Analysis Suite（Oracle BPA Suite）があります。Oracle BPA Suiteは、ビジネス・アナリストを対象としたモデリングおよび分析用のツールです。シックス・シグマのような厳密なプロセス手法や、最終的にはBPMNモデルに分解される価値連鎖図などの階層的プロセス・モデリングがサポートされています。これらのBPMNモデルは、シームレスなラウンド・トリップ設計を行うために、BPELエディタ（完全な双方向同期化機能を含む）と共有されます。BPA Suiteは、分析、シミュレーションおよびレポート作成の機能も豊富です。





2.5 Oracle Internet Application ServerでのSOA SuiteおよびBPEL PMのライセンス

Oracle Internet Application Server Enterprise EditionでBPEL Process Manager OptionおよびSOA Suite for Oracle Middlewareのライセンスを以前に取得したユーザーには、既存のOracle Internet Application Server Enterprise Editionライセンスの一部としてこれらの製品をWebLogic Serverで実行するために、WebLogic Server Basicを使用する権限があります。この権限は、Oracle Internet Application Serverで以前に実行していた製品のみを対象としており、WebLogic Server BasicでOracle Service BusまたはOracle Event Processingを実行する権限は含まれていません。WebLogic Server Basicについては、付録A「WebLogic Server Basic」を参照してください。





2.6 WebLogic Coherence Grid Edition Option

Oracle Coherence Grid Editionは、WebLogic Suiteのオプションとしてライセンスを購入できます。詳細は、第1.6.2項「Oracle Coherence Grid Edition」を参照してください。





2.7 Application Server Enterprise Management

次のOracle Enterprise Manager製品は、WebLogic Suiteオプションとともに使用するためにライセンスを購入できます:

	
SOA Management Pack Enterprise Edition


	
WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition






2.7.1 SOA Management Pack Enterprise Edition

このパックは、SOAベース環境の包括的な管理およびモデリング機能を提供します。SOAランタイム・ガバナンス、ビジネスとITの連携、モデル駆動型メトリックおよびSOAインフラストラクチャ管理を、Oracleの機能豊富で包括的なシステム管理ソリューションと組み合せることで、Enterprise Manager Grid ControlがSOAベース環境を管理するコストと複雑さを大幅に削減します。

SOA Management Pack Enterprise Editionに関するライセンスの詳細は、『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のOracle Middleware Enterprise Managementに関する項を参照してください。このドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlの「Oracle Enterprise Manager Documentation」から入手できます。





2.7.2 WebLogic Server Management Pack Enterprise Edition

このパックは、Oracle Fusion Middleware、Oracle WebLogic Server、およびOracle Application Serverを管理するための、完全かつ費用対効果に優れた使用しやすいソリューションを提供します。上位レベルでは、このパックはアプリケーション・パフォーマンス管理、構成管理、サービス・レベル管理、Coherence管理、プロビジョニング、そしてOracle Application Server、Oracle Fusion Middleware、およびOracle WebLogic Serverソフトウェアのパッチ自動化の機能を提供します。

WebLogic Server Management Pack Enterprise Editionに関するライセンスの詳細は、『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のOracle Middleware Enterprise Managementに関する項を参照してください。このドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlの「Oracle Enterprise Manager Documentation」から入手できます。










3 Exalogic Elastic Cloud Software

Oracle Exalogic Elastic Cloud Softwareは、Exalogic Elastic Cloud Hardwareを機能させOracleのFusion Middlewareおよびビジネス・アプリケーションのプラットフォームとして使用できるようにするために必要な、ソフトウェア・コンポーネント、ツールおよびドキュメントの固有のセットです。

Exalogic Elastic Cloud Softwareライセンスでは、製造時にOracleによってExalogic Elastic Cloud Hardwareにインストールされるソフトウェアとファームウェアのサポートされる全機能を使用する権限も付与されます。Standard EditionライセンスでExalogic Elastic Cloud Softwareをライセンスされて実行しているプロセッサでは、Oracleソフトウェア製品を実行できません。

Exalogic Elastic Cloud Softwareを使用する必要のないExalogic Elastic Cloudを動作させるサポートされた手段や、電源投入された特定のExalogic Elastic Cloud X2-2 Hardwareコンピューティング・ノード（サーバー）の物理プロセッサのすべてに対して顧客がライセンス購入しなくても済むような「ハード・パーティショニング」のサポートされた方法はありません。

Exalogic Elastic Cloud Softwareの主なコンポーネントは次のとおりです。

	
Exalogic Base Image: デバイス・ドライバ、デバイス・ファームウェア、ソフトウェア・ライブラリおよび構成ファイルの集合で、他のソフトウェア製品でのExalogic Elastic Cloud Hardwareの使用を可能にし、システムの最適なパフォーマンスと信頼性を確保します。このソフトウェアの部分は、Exalogic Elastic Cloud Hardwareを動作させるために必要なOracle LinuxおよびOracle Solarisの起動可能なオペレーティング・システム・イメージを拡張します。


	
Oracle Traffic Director: 最適化されたソフトウェア・ロード・バランサ機能であり、Exalogicに対して高可用性、高パフォーマンスのルーティング、キャッシングおよびネットワーク・トラフィック成形機能を提供します。


	
Exalogic System Utilities: Exalogicシステムの構成、物理的状態、ファームウェアおよびソフトウェアの構成と検証に使用されるユーティリティの集合です。




また、Oracle Exalogic Elastic Cloud Softwareには、Fusion Middleware製品のパフォーマンスおよび信頼性を向上させる、ライセンスで限定された機能のセットが含まれます。Exalogic Elastic Cloudにおけるこれらの最適化の使用方法は、Exalogic Elastic Cloud Enterpriseデプロイメント・ガイドのOracle WebLogic Server 11g リリース1におけるExalogic固有の拡張機能の有効化に関する項を参照してください。

Oracle Exalogic Elastic Cloud Softwareには、次に示す各Fusion Middleware製品に対して、次のパフォーマンス最適化の権利があります。


Oracle WebLogic Server

	
第1.2.4.1項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおける入出力およびワーク・マネージャの最適化」


	
第1.2.4.2項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJDBCおよびデータ・ソースの最適化」


	
第1.2.4.3項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるクラスタ状態のレプリケーションの最適化」


	
第1.2.4.4項「Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル」


	
第1.2.4.5項「Exalogic Elastic Cloud Softwareにおけるサーバーおよびサービス移行のパフォーマンスの最適化」


	
第1.2.4.6項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるJava Server Pageファクトリのキャッシュの最適化」


	
第1.2.4.7項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle HTTPクライアントの最適化」





Oracle Coherence

	
第1.6.5項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるCoherenceの最適化」





Oracle Tuxedo

	
第7.3.1項「ノード間通信におけるTuxedoの最適化」


	
第7.3.2項「Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル」


	
第7.3.3項「ロック・メカニズムにおけるTuxedoの最適化」









4 Oracle Fusion Middleware Adapters

この章では、Oracle Fusion Middleware Adaptersのライセンスについて説明します。

表4-1に、統合アダプタのタイプを示します。


表4-1 Oracle Fusion Middleware Adapters

	アプリケーション・アダプタ脚注1 	メインフレームとTPモニター	チェンジ・データ・キャプチャ（CDC）アダプタ	B2Bアダプタ脚注2 	テクノロジ・アダプタ
	
SAP

	
CICS

	
VSAM Batch

	
RosettaNet

	
File


	
PeopleSoft

	
IMS DB

	
Adabas

	
EDI

	
FTP


	
Siebel

	
IMS TM

	
DB2/390

	
Healthcare

	
JMS


	
J. D. Edwards

	
Tuxedo

	
Microsoft SQL Server 2000

	
	
Advanced Queueing


	
Oracle Applications（E-Business Suite用）

	
VSAM

	
Microsoft SQL Server 2005

	
ebXML

	
Database


	
	
BeanConnect

	
IMS/DB

	
	
MQ Series


	
	
	
VSAM CICS

	
	
Socket








脚注1 SAP、Peoplesoft、SiebelおよびJ. D. Edwardsは"アプリケーション・アダプタ"製品で個別にライセンスされますが、EBusiness Suiteアダプタは"Oracle Application Adapters"としてライセンスされます。

脚注2 B2B for ebXMLアダプタは、スタンドアロンで、またはB2B for RosettaNet、B2B for EDI、あるいはHealthcare Adapterのコンポーネントとして（追加料金なしで）利用できます。

テクノロジ・アダプタは、SOA Suite for Oracle Middlewareのライセンスが依存しているOracle Internet Application ServerおよびWebLogic Suiteのライセンスに含まれています。テクノロジ・アダプタは、SOA Suite for Non Oracle Middlewareにも含まれます。その他のアダプタはすべて、単独でライセンスされます。






5 Java SE製品

この章では、Java Platform製品ファミリのライセンス情報へのリンクを提供します。内容は次のとおりです。

	
第5.1項「Oracle Java SE Advanced」


	
第5.2項「Oracle Java SE Suite」






5.1 Oracle Java SE Advanced

Oracle Java SE Advancedを含むJava SE製品のライセンス情報は、次の場所にあります。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/documentation/index.html





5.2 Oracle Java SE Suite

Oracle Java SE Suiteを含むJava SE製品のライセンス情報は、次の場所にあります。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/documentation/index.html








6 データ統合テクノロジ

この章では、データ統合製品のライセンスについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第6.1項「Oracle Data Integrator Enterprise Edition」


	
第6.2項「Oracle Data Integration Suite」


	
第6.3項「Oracle Application Adapters for Data Integration」


	
第6.4項「Oracle Application Adapters for Warehouse Builder」


	
第6.5項「Oracle GoldenGate」


	
第6.6項「Oracle GoldenGate for Non Oracle Database」


	
第6.7項「Management Pack for Oracle GoldenGate」


	
第6.8項「Oracle GoldenGate Veridata」






6.1 Oracle Data Integrator Enterprise Edition

Oracle Data Integrator Enterprise Editionは、異種データ環境でのスケーラブルなデータ統合を可能にするための包括的なソフトウェア・パッケージです。Oracle Data Integrator Enterprise Editionは、Oracle WebLogic Serverのすべてのエディション、Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition、またはOracle Business Intelligence Suite Enterprise Editionとは別に、単独でライセンスされます。したがって、Oracle Data Integrator Enterprise Editionで高可用性を利用するには、Oracle WebLogic ServerまたはOracle Coherenceの適切なエディションの個別ライセンスが必要です。

Oracle Data Integrator Enterprise Editionには、次のコンポーネントが含まれています。

	
Oracle Data Integrator（ODI）: モデリングおよびマッピング用のデザインタイム・コンポーネント、およびバルク・データ移動およびトランスフォーメーションを実行するためのランタイム・コンポーネントを含む、データ統合用の異種プラットフォームです。ODIには、ジョブ・スケジューラ・サービス、Changed Data Captureコンポーネント、および無制限のソース・テクノロジへのアクセスを提供するナレッジ・モジュールの全セットが含まれています。


	
Oracle Warehouse Builder Enterprise ETL: モデリングおよびマッピング用のデザインタイム・コンポーネント、バルク・データ移動およびトランスフォーメーションを実行するためのランタイム・コンポーネント、およびメタデータ・リポジトリを管理するための管理コンポーネントを含む、Oracle Database用のエンタープライズ・クラスのデータ統合プラットフォームです。




Oracle Warehouse Builder Enterprise ETLはOracle Database ETLの機能を拡張するもので、次の機能が含まれています。

	
ソースおよびターゲットへのアクセス

	
新規プラットフォーム・タイプ、JDBC接続、ナレッジ・モジュールおよびコード・テンプレートの定義を含む、異種データベースのネイティブ・サポート


	
Exadataハイブリッド列圧縮のサポート


	
透過的データ暗号化(TDE)のサポート


	
データ・ポンプのインポートおよびエクスポートでの外部表のサポート


	
外部表のプリプロセッサのサポート


	
ETLにおけるチェンジ・データ・キャプチャ・マッピング


	
Oracle BPEL Process Managerなどのプロセス編成テクノロジとの統合を含む、Webサービスの公開および使用


	
組込みウィザードを使用したCOBOLコピーブックのインポート


	
XMLファイルのターゲット指定





	
Data Guardの動作保証およびフェイルオーバーのサポート


	
ディメンション・オブジェクトの操作

	
緩やかに変化するディメンション（タイプ2および3）の作成


	
OLAPキューブ構成マテリアライズド・ビューへのデータの格納


	
孤立管理ポリシーの定義





	
ETLジョブの設計および実行

	
キューとリアルタイム・マッピングを使用した、適切な時点でのデータ・ウェアハウス処理


	
マッピング・コードの再利用、およびプラッガブルなマッピングによるマッピング・コードの埋込み


	
単一マッピング内の複数ターゲットのロード順序の指定


	
データ・チャンク機能を使用した表の更新のパーティション化および並行処理


	
組込みスケジュール・インタフェースを使用したETLジョブのスケジューリング


	
拡張プロセス・フロー機能の使用（アクティビティ・テンプレート、次のアクティビティの使用: 割当て、ステータスの設定、Forループ、Whileループ、ルート、通知、EJB、JavaクラスおよびWebサービス)


	
次の演算子を使用した、複合タイプを処理するためのマッピングの設計: 可変長配列イテレータ、オブジェクトの構成およびオブジェクトの拡張


	
トランスポート可能なモジュールによる、大量のデータの高速移動


	
Spatial変換およびStreams変換の使用


	
コンパイル済PL/SQLコードの生成


	
Oracle --> Oracle、SQL Server --> OracleおよびDB2 --> Oracle用のバルク・コード・テンプレート





	
その他の製品との統合

	
Oracle Discoverer End User Layerへの直接的なメタデータのデプロイ


	
メタデータの導出およびOracle Business Intelligence Enterprise Editionへのデプロイ





	
Warehouse Builderおよびそのメタデータ・リポジトリの管理

	
データベース・フェイルオーバーのサポート


	
複数構成機能を使用した、開発からテストを経て本番に至る環境の管理


	
メタデータの系統および影響の対話形式による分析、およびメタデータ依存性マネージャを使用したメタデータ変更の自動伝播


	
次を使用したメタデータ・リポジトリの拡張: ユーザー定義オブジェクト、ユーザー定義アソシエーション、ユーザー定義モジュール、アイコン・セットおよびカスタム・アイコンの作成


	
Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）環境でのOWBデザイン・リポジトリのホスティング（Oracle RAC環境で実行する場合はライセンス不要）


	
OWBリポジトリが設定された複数のデータベースの単一Oracleホームからの操作







Warehouse Builder機能の詳細は、Oracle Database 11.2ドキュメント・ライブラリのData WarehousingおよびBusiness Intelligenceに関するドキュメントを参照してください。



6.1.1 使用制限付きライセンス

Oracle Data Integrator Enterprise Editionには、Oracle Data Integrator Web Consoleを実行するために使用に制限されたOracle WebLogic Server Standard Editionの使用制限付きライセンスが含まれます。他のすべての用途にはフルユース・ライセンスが必要です。







6.2 Oracle Data Integration Suite

Oracle Data Integration Suiteは、異種データ環境でのスケーラブルで高度にアクセス可能なデータ統合を可能にするための包括的なソフトウェア・バンドルです。Oracle Data Integration Suiteは、Oracle Internet Application Serverのすべてのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。

Oracle Data Integration Suiteには、次のものが含まれます。

	
Oracle Data Integrator Enterprise Edition


	
Hyperion Data Relationship Management（Processor当たり最大2000レコード）






6.2.1 使用制限付きライセンス

Oracle Data Integration Suiteには、次のコンポーネントの使用制限付きライセンスが含まれます。

	
Oracle WebLogic Suite: Oracle Data Integration Suite専用のホストとして含まれており、これには、Javaランタイム環境を提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定および管理に使用する構成コンポーネントおよび管理コンポーネントが含まれます。


	
Oracle BPEL Process Manager: Oracle Data IntegratorまたはHyperion Data Relationship Management（あるいはその両方）とともにエンドポイントとして使用するために含まれています。


	
Oracle Service Bus: Oracle Data IntegratorまたはHyperion Data Relationship Management（あるいはその両方）とともにエンドポイントとして使用するために含まれています。


































6.3 Oracle Application Adapters for Data Integration

Oracle Application Adapters for Data Integrationは、様々なERPソフトウェア・アプリケーションからメタデータのリバース・エンジニアリングおよびバルク・データの抽出を行うための、特定のソフトウェア・コンポーネントを提供します。個々のApplication Adapter for Data Integrationはそれぞれ単独でライセンスされますが、Oracle Data Integrator Enterprise EditionおよびData Integratorコンポーネントとともに使用する必要があります。

Application Adapters for Data Integrationは、PeopleSoft、JD Edwards、E-Business Suite、SiebelおよびSAPアプリケーションに使用できます。各Application Adapter for Data Integrationは、個別にライセンスされます。





6.4 Oracle Application Adapters for Warehouse Builder

Oracle Application Adapters for Warehouse Builderは、様々なERPソフトウェア・アプリケーションからメタデータのリバース・エンジニアリングおよびバルク・データの抽出を行うための、特定のソフトウェア・コネクタを提供します。個々のApplication Adapter for Warehouse Builderはそれぞれ単独でライセンスされます。ドキュメント化されたAPIを使って顧客がWarehouse Builder用の独自のアプリケーション・アダプタを構築する場合を含め、Application Adapters for Warehouse Builderの使用には、必ずOracle Data Integrator Enterprise Editionのライセンスが必要になります。

Application Adapters for Warehouse Builderは、PeopleSoft、SAP、SiebelおよびE-Business Suiteに使用できます。





6.5 Oracle GoldenGate

Oracle GoldenGateは、待機時間をごくわずかに抑えながら大量のトランザクション・データをデータベース間で移動する、ログベースかつリアルタイムのチェンジ・データ・キャプチャ（CDC）・ソフトウェア・プラットフォームであり、論理データ・レプリケーションを可能にします。標準の環境は、取得、ポンプおよび配信を行うプロセスで構成されます。各プロセスは、ほとんどの一般的なオペレーティング・システムで実行できます。データのすべてまたは一部のレプリケートが可能であり、どのプロセスにおいても、異機種環境のデータだけでなく、異なるデータベース・スキーマのデータも操作できます。

Oracle GoldenGate製品は、別のサードパーティ・データベースからOracleデータベースへ、またはOracleデータベースから別のサードパーティ・データベースへの異機種間レプリケーションを実現するために、Oracle GoldenGate for Non Oracle Databaseと併用できます。

Oracle GoldenGateのライセンスには、Oracleデータベースからデータベース・トランザクションを取得し、Oracleデータベースにデータベース・トランザクションを配信する権限が含まれています。Oracle Active Data GuardのFull UseライセンスとXStreamのFull Useライセンスも含まれています。Oracle GoldenGateの取得機能と配信機能はOracle Databaseのどのエディションでも動作しますが、Active Data GuardとXStreamにはOracle Database Enterprise Editionが必要ですので注意してください。

Oracle GoldenGateをOracleからOracleへの環境で使用する場合、次のコンポーネントが組み込まれます。

	
XStream: クライアント・アプリケーションがOracleデータベースからのリアルタイムのデータ変更の受信（XStream Out APIを使用）と、Oracleデータベースへのリアルタイムのデータ変更の送信（XStream In APIを使用）を行えるようにする、アプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）を提供します。これらのデータ変更は、Oracleデータベースと他のシステム（ファイルシステムや非Oracleデータベースなど）の間で共有できます。


	
Oracle Active Data Guard: プライマリ・データベースから変更が適用される間、フィジカル・スタンバイ・データベースを読取り専用としてオープンしておくことができ、レポーティングから本番データ取得までの待機時間を最小限に抑えたフィジカル・スタンバイへの読取り専用レポーティングが可能になります。高速の増分バックアップを使用して、バックアップ操作をスタンバイ・データベースにオフロードすることもできます。Oracle Active Data Guardには、本番サイトで計画停止または計画外停止が発生した場合にスタンバイ・データベースへすばやくフェイルオーバーすることで、高可用性が維持され、障害から保護されるというメリットもあります。




Oracle Active Data GuardおよびXStreamの機能の詳細は、Oracle Database 11.2ドキュメント・ライブラリの高可用性に関するドキュメントを参照してください。





6.6 Oracle GoldenGate for Non Oracle Database

Oracle GoldenGateは、待機時間をごくわずかに抑えながら大量のトランザクション・データをデータベース間で移動する、ログベースかつリアルタイムのチェンジ・データ・キャプチャ（CDC）・ソフトウェア・プラットフォームであり、論理データ・レプリケーションを可能にします。標準の環境は、取得、ポンプおよび配信を行うプロセスで構成されます。各プロセスは、ほとんどの一般的なオペレーティング・システムで実行できます。データのすべてまたは一部のレプリケートが可能であり、どのプロセスにおいても、異機種環境のデータだけでなく、異なるデータベース・スキーマのデータも操作できます。

Oracle GoldenGate for Non Oracle Database製品は、異機種間レプリケーションを実現するために、OracleデータベースをサポートするOracle GoldenGateと併用できます。たとえば、Oracle GoldenGate for Non Oracle Databaseを使用してサードパーティ・データベースから取得し、Oracle GoldenGateを使用してOracleデータベースに配信するなど、異なる種類のデータベースを自由に組み合せることが可能です。

Oracle GoldenGate for Non Oracle Databaseのライセンスには、サポートされる非Oracleオープン・システム・データベースからデータベース・トランザクションを取得し、サポートされる非Oracleオープン・システム・データベースにデータベース・トランザクションを配信する権限が含まれています。



6.6.1 データベース・プラットフォームの可用性

Oracle GoldenGate for Non Oracle Database 11g リリース1は現在、次のデータベース・プラットフォームで使用できます。詳しい動作保証マトリックスは、Oracleサポート・サービスから入手可能です。

	
Microsoft SQL Server 2000、2005、2008












6.7 Management Pack for Oracle GoldenGate

Management Pack for Oracle GoldenGateは、サーバーベースの製品であり、ユーザーのインフラストラクチャ全体に実装されたOracle GoldenGateプロセスについての集中的な設計、構成、管理、監視およびレポート作成を行うための、直感的なグラフィカル・インタフェースを特徴としています。この製品に含まれるOracle GoldenGate Directorにより、組織はOracle GoldenGateのデプロイメントを容易に監視および管理できます。



6.7.1 使用制限付きライセンス

Management Pack for Oracle GoldenGateのライセンスを取得する場合、Oracle WebLogic Server Standard Editionの使用制限付きライセンスが含まれます。使用制限付きライセンスでは、Management Pack for Oracle GoldenGateの一部として配布されるJava Enterprise Edition（Java EE）またはJavaアプリケーション・ロジックをホスティングする目的にのみ、Oracle WebLogic Server Standard Editionを使用できます。







6.8 Oracle GoldenGate Veridata

Oracle GoldenGate Veridataは、継続中のビジネス・プロセスを中断せずにデータベース間のデータ不一致を識別し報告する、高速データ比較ソリューションです。Oracle GoldenGate Veridataを使用することで、企業は各種ビジネス・アプリケーション間の大量のデータを確実に監査および検証し、信頼できるデータ同期を維持できます。


















7 Oracle Tuxedoライセンス

この章では、Oracle Tuxedoおよびアドオン製品のライセンスについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第7.1項「Oracle Tuxedo製品ファミリ」


	
第7.2項「Oracle Tuxedoの個別にライセンスされる製品オプション」


	
第7.3項「Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle Tuxedoの最適化」






7.1 Oracle Tuxedo製品ファミリ

Oracle Tuxedo製品ファミリには、次のコンポーネントが含まれます。

Oracle Tuxedo: Webからエンタープライズにいたる異機種環境において、C/C++/COBOLベースの高性能なトランザクション・アプリケーションを作成するためのインフラストラクチャを提供します。Oracle Tuxedoを使用すると、ユーザーは、基礎となるハードウェア、オペレーティング・システム、ネットワークおよびデータベース環境に依存することなく分散アプリケーションを開発、管理およびデプロイできます。

Tuxedoインストール・プログラムを使用すると、Tuxedoの次のサーバーおよびクライアント・コンポーネントをインストールできます。

サーバー・コンポーネント:

	
Oracle Application-to-Transaction Monitor Interface（ATMI）サーバー・ソフトウェア


	
Oracle Common Object Request Broker Architecture（CORBA）C++サーバー・ソフトウェア


	
Oracle SNMP Agentソフトウェア


	
Oracle Tuxedo Administration Consoleソフトウェア


	
Link-Level Encryption（LLE）およびSecure Sockets Layer（SSL）暗号化ソフトウェア




クライアント・コンポーネント:

	
Oracle ATMI Workstation（/WS）クライアント・ソフトウェア


	
Oracle CORBA C++クライアント・ソフトウェア（C++クライアントObject Request Broker（ORB）および環境オブジェクトを含む）


	
Oracle Joltクライアント・ソフトウェア


	
Tuxedo.NET Workstationクライアント・ソフトウェア


	
LLEおよびSSL暗号化ソフトウェア








7.2 Oracle Tuxedoの個別にライセンスされる製品オプション

Oracle Tuxedoインストール・プログラムには、Oracle Tuxedoとともにインストールできる複数のTuxedo製品オプションが含まれます。次の表ではそれについて説明します。ただし、Oracle Tuxedoのライセンスはこれらの製品オプションには拡張されません。使用する前に、各製品のライセンスを個別に入手する必要があります。


	製品オプション	説明
	
Oracle Jolt

	
Oracle Tuxedoアプリケーション・サービスにアクセスするためのJavaベースのクライアントAPIを提供して、既存のTuxedoアプリケーションの機能をイントラネットやインターネット対応に拡張します。JoltクライアントAPIは、スタンドアロン・モード内で、またはOracle WebLogicサーバーなどのアプリケーション・サーバー内から使用できます。


	
Oracle Service Architecture Leveraging Tuxedo（SALT）

	
WebサービスとしてTuxedoサービスにアクセスできる他、Tuxedoドメイン外にホストされているWebサービスにTuxedoアプリケーションからアクセスできます。SALTは、使いやすい、構成駆動型のモデルを提供するため、プログラミングの必要はありません。


	
Oracle Tuxedo System and Applications Monitor（TSAM）

	
システム・サーバー、アプリケーション・サーバー、およびアプリケーション・トランザクションを監視します。また、エンド・ツー・エンドのパフォーマンス・データおよび関連する統計を提供します。TSAMは、サービス・レスポンス時間、使用率、SLA違反などの収集データをWebベースの集中管理コンソールによってレポートします。

ユーザーは、TSAMマネージャを使用して監視および管理する各コンピュータ上でTSAMエージェントを実行する必要があります。TSAMエージェントごとにライセンスを購入する必要があります。TSAMマネージャの1つ以上のインスタンスとそのコンソールは、追加ライセンスなしで実行できます。


	
Oracle Tuxedo JCA Adapter

	
Tuxedoサービスと、Oracle WebLogic ServerなどのJava EEアプリケーション・サーバーの間の、双方向のアクセスを可能にします。

Tuxedo JCA Adapterは、Java EEアプリケーション・サーバーが実行しているコンピュータでライセンスされます。


	
Oracle Tuxedo Application Rehosting Workbench

	
コードおよびデータの移行を自動化することにより、メインフレーム・アプリケーションの再ホスティングを簡素化および促進します。


	
Oracle Tuxedo Application Runtime（ART）for CICS and Batch

	
Oracle Tuxedoに対して再ホストされるIBMメインフレーム・アプリケーションをサポートします。OLTPおよびBatchメインフレーム・アプリケーションを変更しないで実行できるAPIとサービスの組合せが提供されるので、ビジネス・ロジックとデータへの投資を無駄にしなくて済みます。


	
Oracle Tuxedo Application Runtime（ART）for Batch

	
オープン・システムで実行されているOracle Tuxedoに対するメインフレーム・バッチ・アプリケーションの再ホストを有効にします。ART Workbenchによって変換されるJCLをサポートし、必要なJESサービス、JCL機能および標準のユーティリティを提供します。これにより、バッチ・アプリケーションを変更せずに実行できるため、ビジネス・ロジックとデータへの投資を無駄にしなくて済み、移行のコストおよびリスクを軽減できます。VSAMファイル、フラット・ファイル、GDG、DB2 UDB、DB2ConnectおよびOracle DBをサポートします。バッチ操作用のCLIシェルを提供し、TSAM/EM for BatchモニタリングおよびオペレーションWeb UIに依存します。ART for CICSとのCICS統合、および（IMS BMPジョブを実行するための）ART for IMSとのIMS統合を提供します。


	
Oracle Tuxedo Message Queue

	
ストア・アンド・フォワード、非同期キュー操作、公開とサブスクライブ、フィルタリング、通知および配信の関心点、信頼できるメッセージ配信、動的なキュー別名、未配信のメッセージ処理など、豊富なメッセージング機能を提供するエンタープライズ・メッセージング製品です。Oracle Tuxedo Message Queueは、インストールされているすべてのノードでライセンスされる必要があります。











7.3 Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle Tuxedoの最適化

次の項では、Exalogic Elastic Cloud SoftwareにおけるOracle Tuxedoの最適化について説明します。

第7.3.1項「ノード間通信におけるTuxedoの最適化」

第7.3.2項「Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル」

第7.3.3項「ロック・メカニズムにおけるTuxedoの最適化」



7.3.1 ノード間通信におけるTuxedoの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをTuxedoで構成することで、Tuxedoドメイン内のノード間通信を最適化できます。Oracle Tuxedo on Oracle Exalogicユーザーズ・ガイドで説明されているとおりにExalogicドメインレベルの拡張機能が有効化された場合、こうした最適化を使用できます。





7.3.2 Exalogic Elastic Cloud Softwareのソケット・ダイレクト・プロトコル

Exalogic Elastic Cloudを構成することで、Tuxedoネットワーク・チャネルおよびOracle Database接続の高パフォーマンス・プロトコルとしてソケット・ダイレクト・プロトコル（SDP）を利用できます。SDPベースのTuxedoネットワーク・チャネルおよびOracle Database接続の構成方法は、Oracle Tuxedo on Oracle Exalogicユーザーズ・ガイドを参照してください。





7.3.3 ロック・メカニズムにおけるTuxedoの最適化

Exalogic Elastic Cloud SoftwareをTuxedoで構成することで、Tuxedoドメイン内の掲示板のロック・メカニズムを自動チューニングすることができます。Oracle Tuxedo on Oracle Exalogicユーザーズ・ガイドで説明されているとおりに拡張機能が有効化された場合、こうした最適化を使用できます。










8 Oracle Business Intelligence

この章では、Oracle Business Intelligence製品のライセンスについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第8.1項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition」


	
第8.2項「Oracle Business Intelligence Publisher」


	
第8.3項「Oracle Business Intelligence Standard Edition One」


	
第8.4項「Oracle Real-Time Decisions」


	
第8.5項「Oracle Hyperion Business Intelligence Technology」


	
第8.6項「Oracle Scorecard and Strategy Management」


	
第8.7項「Oracle Business Intelligence Mobile」


	
第8.8項「Oracle Disconnected Analytics」


	
第8.9項「Oracle Business Intelligence Administrator」


	
第8.10項「Oracle Business Intelligence Data Integration Products」


	
第8.11項「Oracle Business Intelligence Foundation Suite」


	
第8.12項「Oracle Business Intelligence Management Pack」


	
第8.13項「Oracle Business Intelligence Standard Edition」


	
第8.14項「Oracle Business Intelligence Discoverer Desktop」


	
第8.15項「Oracle Endeca Business Intelligence」


	
第8.16項「Oracle Exalytics In-Memory Machine」






8.1 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

Oracle Business Intelligence Enterprise Editionライセンス・プログラムについて、次の各項で説明します。

	
第8.1.1項「Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus」


	
第8.1.2項「Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition」


	
第8.1.3項「Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus Upgrade Only」






8.1.1 Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus

Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusは、エンタープライズBI製品の包括的なスイートであり、次のような幅広いBI機能を提供します。

	
インタラクティブなダッシュボードおよび視覚化


	
プロアクティブなインテリジェンスおよびアラート


	
エンタープライズ・レポートおよび公開


	
アドホック分析およびダッシュボードの構築


	
インサイトのコンテキストでビジネス・プロセスを開始するアクション・フレームワーク




Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusは、幅広いBI機能を提供するだけでなく、本物の次世代BI機能を提供する、実績のある最新のサービス指向アーキテクチャに基づいています。



8.1.1.1 含まれる製品およびコンポーネント

表8-1では、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを示し、要約を述べています。


表8-1 Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition

	
共通エンタープライズ・ビジネス・モデルおよび抽象化レイヤー。


	
Oracle Business Intelligence Answers

	
アドホック問合せおよびレポート。


	
Oracle Business Intelligence Interactive Dashboard

	
ビジネス・インテリジェンスおよびアプリケーション・コンテンツにアクセスするための、高度にインタラクティブなダッシュボード。


	
Oracle Business Intelligence Reporting and Publishing

	
高品質かつ大規模な本番レポート。（第8.2項「Oracle Business Intelligence Publisher」を参照）


	
Oracle Business Intelligence Delivers

	
プロアクティブなビジネス・アクティビティの監視およびアラート。


	
Oracle Business Intelligence for Microsoft Office（Office Plug-in）

	
ExcelおよびPowerPointにおけるOracle Business Intelligenceコンテンツの統合と活用。


	
Oracle Business Intelligence Publisher

	
高度に書式設定されたエンタープライズ・レポートおよび配布。


	
Oracle Business Intelligence Server Administrator

	
管理者用の強力なデータ・モデリング・インタフェース。

制限事項: Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusには、1 Named User Plusライセンスのみ含まれます。この1つのNamed User Plusライセンスは、Oracle BIをインストール、構成および管理する最小限の機能を提供することを目的としています。Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionのNamed User Plusライセンスごとに1つのOracle Business Intelligence AdministratorのNamed User Plusライセンスがあるのではなく、また、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionのProcessorライセンスごとに1つのOracle Business Intelligence AdministratorのNamed User Plusライセンスがあるのでもありません。Oracle BI Suite EEを複数の管理者が管理できるようにするには、Oracle Business Intelligence Administratorの追加ライセンスを別途取得します。


	
Oracle Hyperion Interactive Reporting

	
直感的かつ高度にインタラクティブなアドホック・レポート。

次が含まれます。

	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
Hyperion Impact Management Services





	
Oracle Hyperion SQR Production Reporting

	
大容量かつプレゼンテーション品質の書式設定済レポートの生成。

次が含まれます。

	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Production Reporting





	
Oracle Hyperion Financial Reporting

	
書式設定済かつ書籍品質の財務管理レポート。

次が含まれます。

	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Financial Reporting





	
Oracle Hyperion Web Analysis

	
Webベースのオンライン分析処理（OLAP）による分析、プレゼンテーションおよびレポート。

次が含まれます。

	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Web Analysis





	
Oracle Containers for Java EE（OC4J）

	
Oracle Business IntelligenceのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionおよびそこで動作するコンポーネントに使用する、使用制限付きライセンス


	
WebLogic Server Standard Edition（OBIEEで使用）

	
Oracle Business IntelligenceのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionおよびそこで動作するコンポーネントに使用する、使用制限付きライセンス。

注意: クラスタリングが必要である場合、お客様はWebLogic Server Enterprise Edition（または代替として、Oracle BI 11gがサーティファイしているJava EE Server）を購入または指定する必要があります。


	
WebLogic Server Standard Edition（Hyperionレポート製品で使用）

	
Oracle Hyperionレポート・アプリケーションのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisの一部として配布されるJava EEまたはJavaアプリケーション・ロジックをホスティングするための使用制限付きライセンス。


	
Oracle Internet Directory

	
制限事項: Oracle Internet Directoryの使用制限（Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisユーザー情報のみの格納に制限されています）。













8.1.2 Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition

Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionは、高度なスケーラビリティを持つよう設計された適正なBIサーバーであり、同時実行性および並列性を最適化することで、できるかぎり多くの対象者がBIアプリケーションの価値を利用できるようにしています。データ・アクセスおよび計算は集中管理されており、基本的には、すべてのユーザーが企業内のどこからでもあらゆる情報を形式を問わず利用できる、大容量のパイプが構築されます。Oracle Business Intelligence Serverは、ダッシュボード、アドホック問合せ、インテリジェント・インタラクション機能、エンタープライズおよび本番レポート、財務レポート、OLAP分析、データ・マイニングおよびその他のWebサービスベース・アプリケーション（Java EEおよび.NET）などの情報を利用するすべてのビジネス・プロセスの中心となるものです。これらすべてのアプリケーションには企業全体の幅広いデータへのリッチ・アクセスが必須であり、プラットフォームには価値をもたらす高度な計算および集計を行うインフラストラクチャが備えられていることが必須です。



8.1.2.1 含まれる製品およびコンポーネント

表8-2では、Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-2 Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition

	
共通エンタープライズ・ビジネス・モデルおよび抽象化レイヤー。


	
Oracle Containers for Java EE（OC4J）

	
Oracle Business IntelligenceのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionにのみ使用する使用制限付きライセンス


	
WebLogic Server Standard Edition

	
Oracle Business IntelligenceのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionにのみ使用する使用制限付きライセンス。

注意: クラスタリングが必要である場合、お客様はWebLogic Server Enterprise Edition（または代替として、Oracle BI 11gがサーティファイしているJava EE Server）を購入または指定する必要があります。


	
Oracle Entitlements Server Basic


	
認可ポリシーに基づくロール・ベースのアクセス制御を提供します。











8.1.2.2 オプション

表8-3では、Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionライセンスで使用できるオプションを要約しています。


表8-3 Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionオプション

	オプション	説明
	
Oracle Business Intelligence Interactive Dashboard

	
ビジネス・インテリジェンスおよびアプリケーション・コンテンツにアクセスするための、高度にインタラクティブなダッシュボード。脚注1


	
Oracle Business Intelligence Delivers

	
プロアクティブなビジネス・アクティビティの監視およびアラート。脚注1


	
Oracle Business Intelligence Answers

	
アドホック問合せおよびレポート。脚注1


	
Oracle Business Intelligence for Microsoft Office（Office Plug-in）

	
ExcelおよびPowerPointにおけるBIコンテンツの統合と活用。脚注1


	
Oracle Reporting and Publishing（Oracle BI Publisher）

	
高品質な本番レポート。脚注1

次が含まれます。

	
Oracle Business Intelligence Publisher


	
Oracle Hyperion SQR Production Reporting











脚注1オプション・ライセンス数は、関連するOracle Business Intelligence Server Enterprise Editionのライセンス数と一致する必要があります。





8.1.2.3 使用に関する追加の注意事項および制限事項

Business Intelligence Serverおよびそのオプションは、Oracle Business Intelligence Server Administratorで開発されたアプリケーションのデプロイメントのテストおよびデバッグに制限されています。







8.1.3 Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus Upgrade Only

このライセンスは、各Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionライセンスをOracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusにアップグレードします。



8.1.3.1 含まれる製品およびコンポーネント

表8-4では、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionのライセンスがOracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusにアップグレードされる際に追加される製品を要約しています。


表8-4 Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus Upgrade Onlyの製品およびコンポーネント

	製品	説明	含まれる製品およびコンポーネント
	
Hyperion Interactive Reporting

	
直感的かつ高度にインタラクティブなアドホック・レポート。

	
	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
Hyperion Impact Management Services





	
Hyperion SQR Production Reporting

	
大容量かつプレゼンテーション品質の書式設定済レポートの生成。

	
	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Production Reporting





	
Hyperion Financial Reporting

	
書式設定済かつ書籍品質の財務管理レポート。

	
	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Financial Reporting





	
Hyperion Web Analysis

	
Webベースのオンライン分析処理（OLAP）による分析、プレゼンテーションおよびレポート。

	
	
Hyperion Foundation Services（SmartView for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Web Analysis





	
WebLogic Server Standard Edition

	
Oracle Hyperionレポート・アプリケーションのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisの一部として配布されるJava EEまたはJavaアプリケーション・ロジックをホスティングするための使用制限付きライセンス。

	

	
Oracle Internet Directory

	
制限事項: Oracle Internet Directoryの使用制限（Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisユーザー情報のみの格納に制限されています）。

	










8.1.3.2 使用に関する追加の注意事項および制限事項

既存のOracle Business Intelligence Suite Enterprise Editionユーザーは、Oracle Business Intelligence Suiteの追加ユーザーまたはプロセッサに対してライセンスを供与することはできず、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusユーザーまたはプロセッサ用のライセンスを購入する必要があります。









8.2 Oracle Business Intelligence Publisher

Oracle Business Intelligence Publisherライセンス・プログラムについて、次の各トピックで説明します。

	
第8.2.1項「Oracle Business Intelligence Publisher（スタンドアロン）」


	
第8.2.2項「Oracle Business Intelligence Enterprise EditionおよびOracle Business Intelligence Standard Edition Oneに含まれるOracle Business Intelligence Publisher」


	
第8.2.3項「Oracle E-Business Suiteおよびその他のアプリケーションに含まれるOracle Business Intelligence Publisher」






8.2.1 Oracle Business Intelligence Publisher（スタンドアロン）

Oracle BI Publisherは、あらゆるレポートおよびドキュメントを従来のレポート・ツールよりも素早く簡単に作成、管理および配信するレポート・ソリューションです。実質的にどのようなデータ・ソースに対しても、Webブラウザまたは使い慣れたデスクトップ・ツールを使用して、ピクセル対応の顧客向けドキュメントからインタラクティブな管理レポートまであらゆるものを作成できます。レポートのオンライン表示またはスケジューリングを行い、トランザクション・システムへの影響は最小限に抑えつつ、1時間当たり数万におよぶドキュメントを配信します。



8.2.1.1 含まれる製品およびコンポーネント

表8-5では、Oracle Business Intelligence Publisherのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-5 Oracle Business Intelligence Publisherの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Oracle Business Intelligence Publisher

	
Oracle Business Intelligence Publisherは、すべてのレポートおよびビジネス・ドキュメントを作成、管理および配信するための単一レポート環境を提供します。データベースからWebサービス、ファイルその他まで、実質的にどのようなデータ・ソースに対してもデータ・モデルを構築できます。使い慣れたデスクトップ・ツール一式を利用することで、ユーザーはこれらの多様なソースのデータに基づく独自のレポート・レイアウトを作成および保守できます。レポートはオンライン表示が可能であり、様々な宛先への配信をスケジューリングできます。


	
Oracle Containers for Java EE（OC4J）

	
Oracle Business IntelligenceのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Editionコンテナを提供します。

制限事項:

	
使用制限付きライセンス：Business Intelligence Publisherへの使用にのみ制限されています。





	
WebLogic Server Standard Edition

	
Java EE Web Application Server

Business Intelligence Publisherへの使用にのみ制限されています。

注意: クラスタリングが必要である場合、お客様はWebLogic Server Enterprise Editionを購入または指定する必要があります。


	
Oracle Entitlements Server Basic


	
認可ポリシーに基づくロール・ベースのアクセス制御を提供します。













8.2.2 Oracle Business Intelligence Enterprise EditionおよびOracle Business Intelligence Standard Edition Oneに含まれるOracle Business Intelligence Publisher

Oracle Business Intelligence Publisherは、次のようにして含まれています。

	
Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusの一部。詳細は、第8.1.1項「Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus」を参照してください。


	
Oracle Business Intelligence Server Enterprise Editionに対するオプション（Oracle Business Intelligence Reporting and Publishingと呼ばれます）。詳細は、第8.1.2項「Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition」を参照してください。


	
Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneの一部。詳細は、第8.3項「Oracle Business Intelligence Standard Edition One」を参照してください。




Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition、Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneに含まれる場合、またはOracle Business Intelligence Server Enterprise Editionに対するオプションとして、Oracle Business Intelligence Publisherライセンスはフルユース・ライセンスです。このライセンスには、各製品またはオプションごとにすでに適用されている以外の制限事項はありません。詳細は、次を参照してください。

	
第8.1項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition」


	
第8.2項「Oracle Business Intelligence Publisher」


	
第8.3項「Oracle Business Intelligence Standard Edition One」








8.2.3 Oracle E-Business Suiteおよびその他のアプリケーションに含まれるOracle Business Intelligence Publisher

すべてのOracle E-Business Suiteアプリケーションの場合:

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次のいずれかまたは両方を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のOracle Business Intelligence Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のOracle Business Intelligence Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のOracle Applicationsスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
出荷時、変更時または新規作成のBusiness Intelligence Publisherレポートが次のいずれかのデータにアクセスする場合、Business Intelligence Publisherのフルユース・ライセンスが必要です。

	
Oracle Applications以外のデータ・ソース


	
オラクル社から出荷されていないOracle Applicationsに含まれる新規スキーマ


	
（既存の表に列を追加するなどの）変更が加えられたOracle Applicationsスキーマ







Business Intelligence Publisherが含まれる他のすべてのOracle Applicationsについては、その製品のドキュメントでBusiness Intelligence Publisherライセンス制限を参照してください。一般的に、次のいずれかの条件が存在する場合、Business Intelligence Publisherのフルユース・ライセンスが必要です。

	
BI Publisherが、BI Publisherの制限付きライセンスが提供されているOracle Applicationの外部のデータにアクセスする場合。


	
Oracle Applicationsに（既存の表に列を追加するなどの）変更が加えられている場合。




アプリケーションの多くは、Business Intelligence Publisherの使用制限付きライセンスにおいてより厳しい制限があります。使用制限付きライセンスの条件を理解するには、関連アプリケーションのPrice Listを参照してください。







8.3 Oracle Business Intelligence Standard Edition One

Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneは、中規模企業または大規模組織内の部門向けに設計された包括的なビジネス・インテリジェンスBI製品です。この製品では、インタラクティブなダッシュボード、高度に書式設定されたレポート、アドホック問合せおよび分析、抽出-変換-ロード（ETL）、データ・モデリング、サーバー管理およびOracle Database Standard Edition Oneがすべて単一パッケージに含まれています。

Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneには、中規模または部門のBIソリューションを構築するために必要なすべてのコンポーネントが含まれます。Oracle Business Intelligence Standard Edition OneのBIコンポーネントは、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionに含まれるものと同じ強力なコンポーネントであり、使用要件の拡大にあわせて投資を保護します。

Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneライセンス・プログラムについて、次の各トピックで説明します。

	
第8.3.1項「含まれる製品およびコンポーネント」


	
第8.3.2項「使用に関する追加の注意事項および制限事項」






8.3.1 含まれる製品およびコンポーネント

表8-6では、Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-6 Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Oracle Database Standard Edition One

	
ビジネス・インテリジェンスおよびデータ・ウェアハウス用の最先端のリレーショナル・データベース。


	
Oracle Warehouse Builder（Core ETL）

	
Oracle Warehouse Builderは、エンタープライズ・データ・ウェアハウス、データ・マートおよびビジネス・インテリジェンス・アプリケーションを設計およびデプロイするための統合ソリューションを提供するETLツールです。


	
Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition

	
共通エンタープライズ・ビジネス・モデルおよび抽象化レイヤー。


	
Oracle Business Intelligence Answers

	
アドホック問合せおよびレポート。


	
Oracle Business Intelligence Interactive Dashboard

	
ビジネス・インテリジェンスおよびアプリケーション・コンテンツにアクセスするための、高度にインタラクティブなダッシュボード。


	
Oracle Business Intelligence Server Administrator

	
管理者用の強力なデータ・モデリング・インタフェース。

制限事項:

	
1 Named User Plusライセンス





	
Oracle Business Intelligence Publisher

	
高度に書式設定されたレポートのエンタープライズ・レポートおよび配布。











8.3.2 使用に関する追加の注意事項および制限事項

使用に関する次の注意事項および制限事項が適用されます。

	
ハードウェアの最大搭載可能プロセッサ数において、以下の条件を満たす必要があります。1) 当該ハードウェアにおける搭載可能プロセッサのソケット数が1 ソケット以下であること。ただし、当該製品がインストールされるハードウェアがx86 互換プロセッサを搭載し、かつオペレーティング・システムがWindows、LinuxまたはSolarisの場合、2) 当該ハードウェアにおける搭載可能プロセッサのソケット数が2ソケット以下であること。


	
最少5 Named User Plusライセンス、最大50 Named User Plusライセンスに対してOracle Business Intelligence Standard Edition Oneのライセンスを購入できます。


	
Oracle Warehouse Builder Core ETLを使用して、様々なデータ・ソースからデータを抽出できます。ただし、ターゲット・データベースとしては、組み込まれているOracle Database Standard Edition Oneのみを使用する必要があります。


	
Oracle Business Intelligence ServerおよびOracle Business Intelligence Publisherのデータ・ソースは次に制限されています。

	
組み込まれているOracle Database Standard Edition One


	
他の1つのデータベース


	
任意の数のフラット・ファイル・ソース（CSV、XLSなど）





	
表8-6では、Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneライセンスの対象である次のOracle Business Intelligence Enterprise Editionコンポーネントを示しています。

	
Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition


	
Oracle Business Intelligence Answers


	
Oracle Business Intelligence Interactive Dashboard


	
Oracle Business Intelligence Server Administrator


	
Oracle Business Intelligence Publisher




Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneインストールでは、前述のものに限らずすべてのOracle Business Intelligence Enterprise Editionコンポーネントがインストールされます。Oracle Business Intelligence Enterprise Editionの追加コンポーネント（Oracle Business Intelligence DeliversおよびOffice Plug-inなど）を使用するには、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionライセンスにアップグレードする必要があります。


	
Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneは、Oracle Business Intelligence Applicationsの実行についてはサポート対象外です。










8.4 Oracle Real-Time Decisions

Oracle Real-Time Decisions（Oracle RTD）を使用することで、アダプティブ・エンタープライズ・ソフトウェア・ソリューションを開発できます。これらのアダプティブ・ソリューションは、ルールおよび予測モデルを使用して各ビジネス・プロセス・トランザクションをリアルタイムで実行および最適化しながら、トランザクションから継続的に学習します。

表8-7では、Oracle RTDのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-7 Oracle Real-Time Decisionsの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Real-Time Decision Server

	
Real-Time Decision Serverは、インライン・サービスを実行するJava EEアプリケーションです。インライン・サービスは、ビジネス・プロセスの最適化を目的とした必要なビジネス・ロジックを記述します。

次が含まれます。

	
Decision Connector for Call Center


	
Decision Connector for IVR


	
Decision Connector for Web





	
Decision Center

	
Decision Centerは、ビジネス・アナリストによるデプロイ済インライン・サービスの監視および最適化を可能にする、Webベース・アプリケーションです。Decision Centerでは、モデルから収集された統計を表示し、クロスセルなどのキャンペーンを微調整し、デシジョンの決定方法を調整できます。


	
Decision Studio

	
Decision Studioは、アプリケーション開発者がRTDアプリケーション・ロジックの定義およびインライン・サービスの構成を行うための、Eclipseベースのグラフィカル開発ツールです。


	
Load Generator

	
Load Generatorは次の3つの状況で使用されます。

	
負荷の掛かったシステムのパフォーマンスを特徴付けるために、レスポンス時間を計測し、バックエンド・データ・フィードを含むシステム全体が予想される負荷に対処できることを確認する場合。


	
デモンストレーションを目的として、重要なデータによる学習および統計を初期化する場合。


	
オフライン・バッチ・ソースを処理する場合（プロジェクトの初期ステージで事前収集されたデータの検索時など）。





	
Oracle Entitlements Server Basic


	
認可ポリシーに基づくロール・ベースのアクセス制御を提供します。











8.5 Oracle Hyperion Business Intelligence Technology

表8-8では、Oracle Hyperion Business Intelligence Technologyライセンス・プログラムに含まれる製品、コンポーネントおよび制限事項を示しています。


表8-8 Hyperion Business Intelligence Technology: 含まれる製品およびコンポーネント

	製品	説明	含まれる製品およびコンポーネント
	
Oracle Essbase Plus

	
Essbase Plusは、現在使用できる最先端のオンライン分析処理（OLAP）サーバーです。Essbase Plusは、ビジネス・ユーザーによって管理されるカスタム分析アプリケーションおよびエンタープライズ・パフォーマンス管理（EPM）アプリケーションを迅速に開発するための環境を提供します。Essbase Plusは、スケーラビリティ、セキュリティおよび高速レスポンスを考慮して設計されているため、ビジネス・ユーザーは分析を実行でき、企業は複雑なビジネス・シナリオを迅速にモデリングできます。直感的なインタフェースにより、ビジネス・ユーザーはサイズの大きいデータ・セットを操作して、複雑なシナリオのモデリング、結果の予測およびWhat-If分析を実行し、傾向の特定およびビジネス結果の最適化を行うことができます。Essbase Plusは、他のモジュールと連携して、ビジネス・インテリジェンス分析の厳しい要件に対する幅広いサポートを提供します。脚注1、脚注2

	
	
Hyperion Foundation Services（Smart View for Office Toolkitを含む）


	
Essbase Analytics


	
Enterprise Analytics


	
High Availability Services


	
Application Builder.NET


	
Application Builder Java EE


	
Spreadsheet Toolkit


	
Data Integration Management Adapters for Essbase Plus





	
Hyperion Interactive Reporting

	
Hyperion Interactive Reportingは、エグゼクティブ、ビジネス・ユーザーおよびアナリストに対し、ユーザー向けの直感的なリレーショナル問合せ機能を提供します。すぐに使用できるコンテキストにおけるインタラクティブ・ダッシュボードから、ソース・データへの完全にアドホックなアクセスを行うための複雑なデータ・モデリングまで、Hyperion Interactive Reportingは異なるソースのデータをまとめて、使いやすいチャート、ピボット・テーブル、高度に書式設定されたレポートなどを生成できます。（脚注1）、（脚注2）

	
	
Hyperion Foundation Services（Smart View for Office Toolkitを含む）


	
Hyperion Impact Management Services





	
Oracle Hyperion SQR Production Reporting

	
Hyperion SQR Production Reportingは、異なるソースのタイプおよび数に関係なく、圧倒的なパフォーマンスで大容量のプレゼンテーション品質およびピクセル対応の書式設定レポートを生成します。Hyperion SQR Production Reportingは、高度なレポートおよびデータ処理のためのグラフィカル・レポート作成環境および強力な4GLレポート言語（SQRと呼ばれます）により、包括的なエンタープライズ・レポート機能を提供します。（脚注1）、（脚注2）

	
	
Hyperion Foundation Services（Smart View for Office Toolkitを含む）


	
SAP & SAP BW Adapter for Production Reporting





	
Oracle Hyperion Financial Reporting

	
Hyperion Financial Reportingは、財務部門、または非常に高度に書式設定された多次元レポートを必要とするなんらかの機能領域の一意の要件を満たすことを目的とした、書籍品質の財務管理およびレポート作成を可能にします。（脚注1）、（脚注2）

	
	
Hyperion Foundation Services（Smart View for Office Toolkitを含む）


	
SAP BW Adapter for Financial Reporting





	
Hyperion Web Analysis

	
Hyperion Web Analysisは、強力かつ直感的なWebベースのインタラクティブ分析を企業全体に提供します。高度にグラフィカルな使いやすいインタラクティブ・インタフェースであり、これによってユーザーは自分が理解できる方法でデータを表示できます。Hyperion Web Analysisは、パッケージ・アプリケーションおよび多次元データ・ソースへのアクセスを容易にします。様々なリレーショナル・データ・ソースへのドリルスルーをサポートします（URLへのドリルスルーを含む）。（脚注1）、（脚注2）

	
	
Hyperion Foundation Services（Smart View for Office Toolkitを含む）


	
SAP BW Adapter for Web Analysis





	
WebLogic Server Standard Edition

	
Oracle Hyperionレポート・アプリケーションのJavaコンポーネントを実行するJava Enterprise Edition（Java EE）コンテナを提供します。

制限事項: Oracle Essbase、Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisの一部として配布されるJava EEまたはJavaアプリケーション・ロジックをホスティングするための使用制限付きライセンス。

	

	
Oracle Internet Directory

	
制限事項: Oracle Internet Directoryの使用制限（Oracle Essbase、Oracle Hyperion Interactive Reporting、Oracle Hyperion SQR Production Reporting、Oracle Hyperion Financial ReportingおよびOracle Hyperion Web Analysisユーザー情報のみの格納に制限されています）。

	







脚注1旧Hyperion Pre-System 9の製品ライセンスを持つお客様は、Foundation Enablement Feeを支払い、Hyperion Foundation Servicesが含まれる対応するOracle Hyperionライセンスに移行する必要があります。

脚注2すべての製品の最少数は、25 Named User Plusライセンスまたは4 Processorライセンスです。





8.6 Oracle Scorecard and Strategy Management

Oracle Scorecard and Strategy Managementを使用することで、組織の戦略を目標にマップし、キー・パフォーマンス・インディケータによって監視できます。単独でライセンスされた場合、Oracle BI ServerおよびOracle BI Enterprise Editionのプレゼンテーション・サービスの統合コンポーネントとして機能します。

Oracle BI Server Enterprise Editionに付属するWebLogic Server Standard Editionの使用制限付きライセンスは、Oracle Scorecard and Strategy Managementで使用できます。





8.7 Oracle Business Intelligence Mobile

Oracle Business Intelligence Mobileは、Oracle BI Enterprise Editionの機能をApple iPhoneおよびiPadなどのモバイル・クライアントに拡張します。





8.8 Oracle Disconnected Analytics

Oracle Disconnected Analyticsは、接続されていないラップトップにおいて、Oracle BI Enterprise Editionの機能およびユーザー・エクスペリエンスを使用可能にします。これには、Siebel CRMに統合できるデータ同期機能が含まれます。

Disconnected Analyticsは、Oracle BI 10gでのみ使用可能であり、Oracle BI 11gでは使用できません。





8.9 Oracle Business Intelligence Administrator

Oracle Business Intelligence Administratorは、管理者および開発者に対し、強力なデータ・モデリング・インタフェースを提供します。

Oracle Business Intelligence Server Enterprise Edition、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition PlusおよびOracle BI Foundation Suiteには、1 Named User Plusライセンスが含まれます。この1つのNamed User Plusライセンスは、Oracle BIインストールのメタデータを構成および管理する最小限の機能を提供することを目的としています。Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionのNamed User Plusライセンスごとに1つのOracle Business Intelligence AdministratorのNamed User Plusライセンスがあるのではなく、また、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise EditionのProcessorライセンスごとに1つのOracle Business Intelligence AdministratorのNamed User Plusライセンスがあるのでもありません。

Oracle Business Intelligence Administratorを使用することで、組織はOracle Business Intelligence Administratorの追加ライセンスを購入し、追加管理者によるOracle BI Suite EEの管理を可能にすることができます。





8.10 Oracle Business Intelligence Data Integration Products

Oracle Business Intelligence Data Integration Productsは、Oracle BIテクノロジおよびOracle BI Applicationsの排他的使用のために、Oracle BIテクノロジとともにライセンスされます。


表8-9 Oracle Business Intelligence Data Integration Products

	製品	説明
	
Oracle Data Integrator and Application Adapter for Data Integration

	
すべてのデータ統合要件をカバーする包括的なデータ統合プラットフォーム。

制限事項: このオプションは、Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus製品内で使用されるデータのロードおよび変換にのみ使用できます。

次が含まれます。

	
Data Integrator Enterprise Edition


	
各Application Adapter for Data Integrator Enterprise Editionのうち、お客様が選択したいずれか1つ





	
Informatica PowerCenter and PowerConnect Adapters

	
各種ビジネス・システムのデータに対するアクセス、検出および統合のためのエンタープライズ・データ統合プラットフォーム。脚注1 

制限事項: 脚注1を参照してください。

次が含まれます。

	
Informatica PowerCenter ETL Server


	
Data Warehouse Business Adapter for PeopleSoft（Informatica PowerConnect for PeopleSoft）


	
Data Warehouse Business Adapter for SAP（Informatica PowerConnect for SAP R/3）













脚注1Informaticaライセンスには次の条件が適用されます。Informatica PowerCenter and PowerConnect Adaptersは、スタンドアロン・ベースで、またはスタンドアロンETLツールとしては使用できません。Informatica Power Center and PowerConnect Adaptersは、ターゲットが次の場合に、任意のデータ・ソースで使用できます。(i) Oracle Business Intelligence Applications（Hyperion Financial Performance Management Applicationsを除く）、(ii) Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus、Oracle Business Intelligence Standard Edition Oneまたは関連コンポーネントが動作する基礎となるプラットフォーム、(iii) 前述のいずれかのステージング・データベース。また、Oracle Business Intelligence Applications（Hyperion Financial Performance Management Applicationsを除く）がソースであり、Oracle Business Intelligence以外のアプリケーション・プログラムがターゲットであるとき、ユーザーがデータの変換にInformatica PowerCenter and PowerConnect Adaptersを使用しない場合に、Informatica Power Center and PowerConnect Adaptersを使用できます。





8.11 Oracle Business Intelligence Foundation Suite

Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、検出、分析、モデリングおよび処理を行うインテリジェント・デシジョン・サイクルを実装するための必要なコンポーネントをすべて組み合せた、オラクル社の戦略的なBusiness Intelligence製品です。主にOracle BI Enterprise EditionおよびOracle Essbaseを組み合せることで、BI Foundation Suiteは、リレーショナルOLAPおよび多次元OLAPのクラス最高の機能を、BIツールの統合スイートとともに提供します。さらに、オラクル社の最も戦略的なBIソリューションにスムーズに遷移できるよう、従来のHyperionレポート製品が組み込まれています。

表8-10では、Oracle BI Foundation Suiteのライセンスに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-10 Oracle Business Intelligence Foundation Suiteの製品およびコンポーネント

	製品	説明
	
Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus

	
Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusは、エンタープライズBI製品の包括的なスイートであり、次のような幅広いBI機能を提供します。

	
インタラクティブなダッシュボードおよび視覚化


	
プロアクティブなインテリジェンスおよびアラート


	
エンタープライズ・レポート


	
アドホック分析およびダッシュボードの構築


	
インサイトのコンテキストでビジネス・プロセスを開始するアクション・フレームワーク




また、次のHyperionレポート製品も組み込まれています。

	
Oracle Hyperion Interactive Reporting


	
Oracle Hyperion SQR Production Reporting


	
Oracle Hyperion Financial Reporting


	
Oracle Hyperion Web Analysis


	
Oracle Hyperion Smart View





	
Oracle Essbase Plus

	
Essbase Plusは、現在使用できる最先端のオンライン分析処理（OLAP）サーバーです。Essbase Plusは、ビジネス・ユーザーによって管理されるカスタム分析アプリケーションおよびエンタープライズ・パフォーマンス管理（EPM）アプリケーションを迅速に開発するための環境を提供します。Essbase Plusは、スケーラビリティ、セキュリティおよび高速レスポンスを考慮して設計されているため、ビジネス・ユーザーは分析を実行でき、企業は複雑なビジネス・シナリオを迅速にモデリングできます。直感的なインタフェースにより、ビジネス・ユーザーはサイズの大きいデータ・セットを操作して、複雑なシナリオのモデリング、結果の予測およびWhat-If分析を実行し、傾向の特定およびビジネス結果の最適化を行うことができます。Essbase Plusは、他のモジュールと連携し、ビジネス・インテリジェンス分析の厳しい要件に対する幅広いサポートを提供します。


	
Oracle Scorecard and Strategy Management

	
Oracle Scorecard and Strategy Managementを使用することで、組織の戦略を目標にマップし、キー・パフォーマンス・インディケータによって監視できます。


	
Oracle Business Intelligence Mobile

	
Oracle Business Intelligence Mobileは、Oracle BI Enterprise Editionの機能をApple iPhoneおよびiPadなどのモバイル・クライアントに拡張します。


	
Essbase Analytics Link for Hyperion Financial Management

	
Hyperion Financial Management（HFM）とEssbaseの統合を提供し、HFMとEssbaseとのデータ同期を実行して、財務クローズ・サイクル時における時間的制約のあるWhat-If分析を容易にします。











8.12 Oracle Business Intelligence Management Pack

Oracle Business Intelligence Management Packは、Oracle Enterprise Managerにおける包括的な統合管理ソリューションであり、高レベルのパフォーマンスおよび可用性を達成し、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionアプリケーションの管理コストを節減するのに役立ちます。

Oracle Enterprise Manager Business Intelligence Management Packは、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition（Oracle BI EE）10gのパフォーマンスと可用性を確保するための統合化されたソリューションを提供します。このパックを使用すると、アプリケーションの切迫した問題に関するプロアクティブなアラートを受信して、トラブルシューティングおよびパフォーマンス調整に向けて実行時の統計を検査し、異なる環境にわたって構成を比較して、構成に関係する問題を回避するために構成の変化を把握できます。

このパックを他のOracle Enterprise Manager管理パックおよびプラグインと併用して、Oracleデータベース、Oracle以外データベース、オペレーティング・システム、ストレージ、ネットワーク・デバイスなど、アプリケーション環境全体のエンド・ツー・エンド管理を実現できます。

Oracle Business Intelligence Management Packは、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 10gでのみサポートされています。Oracle Business Intelligence 11gには、Oracle BI基本製品の特定のOracle Enterprise Manager機能が組み込まれています。

この製品の最少ユーザー数は、25 Named User Plusライセンスです。オプション・ライセンス数は、関連するBusiness Intelligence Server Enterprise Editionのライセンス数と一致する必要があります。Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plusに対するオプションとしてライセンスされている場合、オプション・ライセンス数は、関連するBusiness Intelligence Suite Enterprise Edition Plusのライセンス数と一致する必要があります。Processorによりライセンスされている場合、ライセンス許諾日のコア・ファクタの差異により、ライセンス数が一致しないことがあります。


8.12.1 インストールおよびライセンス・リンク

Oracle Enterprise Manager Business Intelligence Management Packは、Oracle Enterprise Manager Grid Controlインストーラから使用できます。

Business Intelligence Management Packのライセンスに関する詳細は、『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のBusiness Intelligence Managementに関する項を参照してください。







8.13 Oracle Business Intelligence Standard Edition

Oracle Business Intelligence Standard Editionは、Oracle環境内で特に良好に動作するよう設計された、完全な統合BIソリューションです。これは、包括的なBI機能を提供するために、Oracle DatabaseおよびOracle Fusion Middlewareの他の主要コンポーネントと統合されています。Oracle Business Intelligence Standard Editionは、Oracle Internet Application Server Enterprise Edition製品にも組み込まれています。

含まれる製品コンポーネント:

	
Discoverer Plus


	
Discoverer Viewer


	
Discoverer Portlet Provider


	
Oracle Reports Services


	
Oracle Enterprise Manager Application Server Control


	
Reports Builder、Warehouse Builder、BI Beansに制限されたProcessorごとの2 iDS Named User Plusライセンス


	
Discoverer Administration Edition




Oracle Business Intelligence Standard Edition製品を使用するには、Oracle Database Standard Edition（Oracle Business Intelligence Discoverer Relationalを使用する場合）またはOracle Database Enterprise EditionおよびOracle OLAPオプション（Oracle Business Intelligence Discoverer OLAPを使用する場合）のライセンスを単独で購入する必要があります。Oracle Spreadsheet Add-inを使用するには、Oracle OLAPオプション付きのOracle Database Enterprise Editionのライセンスのみ購入が必要です。Oracle Business Intelligence Standard Edition製品のライセンスを購入する必要はありません。


8.13.1 使用制限付きライセンス

（Oracle Application Server Enterprise Editionライセンスの一部としてではなく）Oracle Business Intelligence Standard Editionのライセンスを単独で購入した場合、次の使用制限付きライセンスが含まれます。

	
Oracle Internet Developer Suite: Oracle Reports BuilderおよびDiscoverer Administration Editionとともに使用するために提供されています。プロセッサごとに、2 Named User Plusライセンスが提供されます。Oracle HTTP Serverおよびそのモジュールは、Oracle Business Intelligenceアプリケーションを実行するためにのみ提供されています。


	
Oracle Advanced Securityオプション: Oracle Java SSLライブラリでの使用にのみ制限されて組み込まれています。


	
WebLogic Server Basic: Oracle Business Intelligenceアプリケーションをデプロイするためにのみ、J2EEコンテナとして提供されています。


	
Oracle Database: Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマでDiscovererメタデータの格納に使用するために提供されています。Oracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマでその他のデータを格納するには、Oracle Databaseのフルユース・ライセンスが必要です。










8.14 Oracle Business Intelligence Discoverer Desktop

Oracle Business Intelligence Discoverer Desktopは、Windowsベースのデータ・アクセス・ツールです。このツールを使用して、企業のデータベース内の情報を表示します。Discoverer Desktopは、ビジネスのプロフェッショナルがデータベースの必要なデータを参照し、それらを分析してビジネス決定に役立て、レポートを作成してビジネス・メトリックを記録することを目的としています。

Discoverer Desktopは個別にライセンスを購入できます。また、Internet Developer Suite製品にも含まれます。





8.15 Oracle Endeca Business Intelligence

Oracle Endeca Business Intelligenceは、迅速で直感的な調査および情報の分析を構造化ソースと非構造化ソースのあらゆる組合せから実行できるようにするエンタープライズ分析プラットフォームです。このプラットフォームを使用すると、組織は、ソーシャル・メディア、Webサイト、コンテンツ・システム、ファイル、電子メール、データベース・テキストおよび大規模なデータなどの非構造化データにビジネス分析への既存の投資を拡張できます。Oracle Endeca Business Intelligenceは、あらゆるソースの可視性を提供するとともに、さらに重要な点として、従来のビジネス・インテリジェンス・ソース・システムと連動した分析を可能にします。

表8-11では、Oracle Endeca Business Intelligenceに含まれる製品およびコンポーネントを要約しています。


表8-11 Oracle Endeca Business Intelligenceの製品およびコンポーネント

	
Oracle Endeca Information Discovery

	
Oracle Endeca Information Discoveryには、次の2つの主要コンポーネントが含まれています。

	
Studio。この高度にインタラクティブなコンポーネントベースの環境は、Oracle Endeca Serverに対して問合せを行いその結果を表示するエンタープライズクラスの分析アプリケーションを迅速かつ反復的に構築する際に使用されます。


	
Integration Suite。このツール・スイートを使用すると、情報の多様なソースを迅速に統合および拡張できます。これには、(1)ファイル・システム、コンテンツ管理システムおよびWebサイトからコンテンツを収集するためのContent Acquisition System、および(2)エンタープライズ・データの統合と強化のために即時利用できるETLツール機能を提供するIntegratorが含まれています。





	
Oracle Endeca Server

	
Oracle Endeca Serverは、異なるソース・システムから複雑で多様なデータを1つのファセット化されたデータ・モデルにまとめるコアの検索分析データベースです。このデータ・モデルはきわめて柔軟性があり、事前のデータ・モデリングの必要性が軽減されます。この高度にスケーラブルなサーバーを使用すると、ユーザーは制約のない準備不要の方法でデータを検索したり、新たな洞察に必然的に付随する新しい課題に迅速に対処したりできます。


	
Oracle Endeca Content Management System Connectors

	
Oracle Endeca Content Management System Connectorsは、様々なエンタープライズ・コンテンツ管理システムに保存されているコンテンツの統合を可能にするアドオン・モジュールです。現在サポートされているシステムは、次のとおりです: EMC Documentum、EMC Documentum eRoom、FileNet P8, FileNet Document & Image Services、Interwoven TeamSite、Lotus Notes/Domino、Microsoft SharePointおよびOpenText LiveLink。


	
Oracle Endeca Text Enrichment

	
Oracle Endeca Text Enrichmentは、人々、場所、組織、引用および主題を抽出するテキスト分析機能、および抜粋やトピックごとの要約を自動的に作成するコアの要約機能が含まれるアドオン・モジュールです。


	
Oracle Endeca Text Enrichment with Sentiment Analysis

	
Oracle Endeca Text Enrichment with Sentiment Analysisは、Text Enrichmentのすべての機能に加えて、抽出した各概念に関連する集約センチメントを抽出する高度なテキスト分析機能が含まれるアドオン・モジュールです。センチメントの抽出では、ドキュメントまたはドキュメント内のエンティティの肯定的および否定的性質を示すスコアも提示されます。これらのスコアは、肯定性および否定性の範囲を変化させることによって、多面的な検索エクスペリエンスに反映できます。











8.16 Oracle Exalytics In-Memory Machine

Oracle Exalytics In-Memory Machineは、Oracle Business Intelligence Foundation Suite用に設計されたインメモリー分析マシンです。

Oracle Exalyticsは、Oracle TimesTen In-Memory Database for Exalyticsを実行します。Oracle TimesTen In-Memory Database for Exalyticsには、Oracle Business Intelligence Foundation Suiteの前提条件があります。Oracle Business Intelligence Foundation Suiteのライセンス数は、Oracle TimesTen In-Memory Database for Exalyticsの数と一致する必要があります。

Processorメトリックを使用してライセンスされている場合、Oracle ExalyticsのすべてのProcessorについて、Oracle TimesTen In-Memory Databaseがライセンスされている必要があります。

NUPメトリックを使用してライセンスされている場合、少なくとも100 Named User PlusライセンスがOracle TimesTen In-Memory Databaseに必要です。そのため、Business Intelligence Foundation SuiteがOracle Exalyticsにデプロイされた場合、少なくとも100 Named User Plusライセンスが必要です。

次のソフトウェア機能は、Oracle Business Intelligence Foundation SuiteがOracle Exalytics In-Memory Machineにデプロイされた場合のみライセンスされます。


表8-12 Oracle Exalytics In-Memory Machineの機能

	製品	機能	説明
	
Oracle Business Intelligence Administrator

	
サマリー・アドバイザ

	
サマリー・アドバイザは、Business Intelligenceの使用パターンを監視し、それを分析して、全体的なパフォーマンスを最大限に向上させるための最適なデータ・マートを推奨します。


	
Oracle Business Intelligence Server

	
TimesTen In-Memory Database for Exalyticsに対して実行した場合の、集計の永続性（CREATE AGGREGATESおよびDELETE AGGREGATESコマンド）

	
集計の永続性機能により、Business Intelligence Serverコマンドを使用したデータ・マートの自動作成が可能になります。


	
Oracle Business Intelligence Server

	
Oracleハードウェア・アクセラレーション・フラグにより有効化されたExalytics固有の最適化

	
システム・アーキテクチャに合う最適化により、問合せスループットが向上し、問合せ処理時の待機時間が短縮されます。キャッシュのメモリー使用量が拡張されます。


	
Oracle Business Intelligence Presentation Server

	
Oracleハードウェア・アクセラレーション・フラグにより有効化されたExalytics固有の最適化

	
ページのレンダリングおよびキャッシングを高速化するためにサイズの大きいフットプリント・メモリーを使用するよう最適化されたデフォルト構成。


	
Oracle Essbase

	
Oracleハードウェア・アクセラレーション・フラグにより有効化されたExalytics固有の最適化

	
データ全体をメモリーにロードするためのメモリー使用量の最適化、処理の効率的な分散を可能にするExalyticsアーキテクチャに合せるための同時実行性の向上。














9 Oracle WebCenter

この章では、Oracle WebCenter製品のライセンスについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第9.1項「Oracle WebCenter製品ファミリ」


	
第9.2項「Oracle Management Pack for WebCenter」


	
第9.3項「Oracle WebCenter Portalに含まれる使用制限付きライセンスに関するその他の考慮事項」


	
第9.4項「Oracle Internet Application ServerでのWebCenterのライセンス」


	
第9.5項「Oracle WebCenter Contentに含まれるOracle WebCenter Content Conversion」


	
第9.6項「Oracle WebCenter Real-Time Collaboration」


	
第9.7項「高可用性の考慮事項」






9.1 Oracle WebCenter製品ファミリ

次の表では、Oracle WebCenter製品ファミリのメンバーにより提供される機能を説明します。表9-1では、コア製品により提供される機能を説明します。表9-2では、アダプタにより提供される機能を説明します。


表9-1 Oracle WebCenter製品ファミリ: コア製品

	製品	説明	含まれる機能
	
Oracle WebCenter Suite Plus

	
エンタープライズ・ポータル、コンテンツ管理、Webエクスペリエンス管理、およびコラボレーションのための完全な製品スイートです。

	
WebCenter Suite Plusには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content


	
WebCenter Portal


	
WebCenter Sites


	
Management Pack for WebCenter





	
Oracle WebCenter Content

	
Oracle WebCenter Contentは、コンテンツ管理、レコード管理、およびイメージングに関するOracleのソリューションをバンドルしたもので、企業規模のコンテンツ管理システムを実装しようとするお客様に完全なソリューションを提供します。

	
WebCenter Contentには、次のものが含まれます。

	
Content Management


	
Records Management


	
Imaging


	
Java SE。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。




コンテンツ管理機能:

	
Document Management


	
Digital Asset Management（DAM）


	
Web Content Management（WCM）


	
Desktop Integration Suite


	
Oracle WebCenter Content Conversion


	
Content Server


	
Content Serverシステム・コンポーネント


	
Content Server標準コンポーネント:

Document Management、Web Content Management、Folders、Inbound Refinery、Integration: BPELIntegration、Integration: SESCrawlerExport、Integration: IPMRepository、Integration: WebCenterConfigure




イメージング機能:

	
WebCenter Imaging




レコード管理機能:

	
Records Management:

Installation Level: Minimal、Installation Level: Typical、Installation Level: DoD Baseline、Installation Level: DoD Classified、Installation Level: Custom




使用制限付きライセンスには、次のものが含まれます。

	
使用制限: WebCenter Contentには、WebCenter Contentコンポーネントのみから開始されるプロセスのモデル化、保護、実行および監視用のBPEL Process Manager、Business Rules、Business Activity MonitoringおよびWeb Services Managerに制限されるSOA Suite for Oracle Middlewareの使用を含みます。


	
使用制限: WebCenter Content Componentsのみから開始されるプロセスのモデル化、実行および監視用のUnified Business Process Management Suite。


	
使用制限: WebCenter Content専用ホストとしてのOracle WebLogic Server Enterprise Edition。Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
使用制限: Oracle Secure Enterprise Searchをインストールして実行できるのは、コンテンツ管理リポジトリを実行し、コンテンツ管理リポジトリのローカル・インスタンスの索引付けと検索に使用できるプロセッサだけです。外部サーバーまたは他のデータ・リソースへのフェデレーションは許可されません。





	
Oracle WebCenter Portal

	
Oracle WebCenter Portalは、トランザクションWebサイト、エンタープライズ・ポータル、チーム・コラボレーション・ワークスペース、およびコンポジット・アプリケーションに関するOracleのソリューションをバンドルしたもので、全社的にこれらの機能を実装しようとするお客様に完全なソリューションを提供します。

	
WebCenter Portalには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Portal


	
WebCenter Spaces


	
WebCenter Framework


	
WebCenterのWeb 2.0サービス。ブログ、wiki、ディスカッション・フォーラムを含みます。


	
WebCenter Analytics


	
WebCenter Contentアダプタ


	
WebCenter Ensemble


	
BPEL Worklist


	
JSR 168コンテナ


	
Oracle Portlet Bridge


	
WebLogic Portal


	
WebCenter Interaction


	
WebCenter Collaboration


	
WebCenter Application Accelerator for .NET


	
WebCenter Console for Microsoft SharePoint


	
WebCenter Content Services for Lotus Notes, Microsoft Exchange, EMC Documentum, and Microsoft Files


	
WebCenter Interaction Container for WSRP


	
WebCenter Interaction Identity Service


	
WebCenter Web Control Consumer for .NET


	
Oracle Entitlements Server Basic: 認可ポリシーに基づくロール・ベースのアクセス制御を提供します。




使用制限付きライセンスには、次のものが含まれます。

	
使用制限: WebCenter Content（ドキュメント、Web Content（WCM）、Digital Assets（DAM）、およびその他のコンテンツ管理コンポーネント（WebCenterポータルまたはアプリケーションの一部としてコンテンツを配信）の管理に限定されます）。


	
使用制限: Secure Enterprise Search（WebCenterポータルまたはアプリケーションによって配信されるコンテンツの検索および索引付けのためのWebCenter Portalでの使用に限定されます）。


	
使用制限: SOA Suite（WebCenterのポータルまたはアプリケーションの一部として提供されるワークフロー/プロセスを実行するためのBPEL Process Manager、およびWebCenter Portalコンポーネント間の認証を保護するためのOWSMに限定されます）。


	
使用制限: WebCenter Portalコンポーネント間のシングル・サインオン（SSO）を有効にするためのOracle Access Manager。Oracle Access Managerは、a）すべてのカスタム・サービスやカスタム機能、またはサード・パーティ・アプリケーション用のSSOの有効化、b）Oracle Access Manager SDKの直接呼び出し、あるいはc）サード・パーティのディレクトリの統合には使用できません。


	
使用制限付きOracle Internet Directory


	
使用制限付きWebLogic Communication ServicesおよびOracle Communications Presence





	
Oracle WebCenter Sites

	
包括的なWebコンテンツ管理（WCM）ソリューションであり、大規模で説得力のある対話形式のWebサイトを構築、デプロイ、管理することにより、魅力的なWebエクスペリエンスを組織が提供できるようにします。

	
WebCenter Sitesには、次のものが含まれます。

	
Analytics


	
Community Server


	
Content Integration Platform


	
Content Server


	
CS-Engage


	
Gadget Server


	
Language Packs


	
Satellite Server




使用制限付きライセンスには、次のものが含まれます。

	
使用制限: WebCenter Contentは、ドキュメント、Web Content（WCM）、Digital Assets（DAM）、およびその他のコンテンツ管理コンポーネント（Webサイトの一部としてコンテンツを配信）の管理に限定されます。





	
Oracle WebCenter Sites for Oracle ATG Web Commerce

	
包括的なWebコンテンツ管理（WCM）ソリューションであり、大規模で説得力のある対話形式のWebサイトをATG Web Commerceを使用して構築、デプロイ、管理することにより、魅力的なWebエクスペリエンスを組織が提供できるようにします。

	
WebCenter Sites for Oracle ATG Web Commerceには、次のものが含まれます。

	
Oracle WebCenter Sites




Oracle WebCenter Sites for Oracle ATG Web Commerceは、コンテンツをATG Web Commerceに配信することによって、またはエンド・ユーザーのブラウザに直接配信することによって、コンテンツをATGに提供する場合にのみ使用できます。また、WebCenter Sites for ATG Web Commerceは、共通の完全修飾ドメイン名の下にATG Web Commerceによって処理されているWebサイトにコンテンツを提供する場合にのみ使用できます。スタンドアロンWebサイト(マーケティングWebサイトなど)用に配信されるコンテンツや、ATG Web Commerceによって処理されているのではない個別の完全修飾ドメイン名に配信されるコンテンツには、WebCenter Sitesのフルユース・ライセンスが必要です。


	
Oracle WebCenter Universal Content Management

	
Oracle WebCenter Universal Content Managementは、ドキュメント管理、Webコンテンツ管理(WCM)、デジタル・アセット管理(DAM)および保有管理を実行するための統合アプリケーションを提供します。

Oracle WebCenter Universal Content Managementには、WebCenter Content、WebCenter Records、WebCenter Imaging、WebCenter Content ConversionおよびWebCenter Universal Content Management内およびそれらのコンポーネント間のみのワークフロー/プロセスを作成するためのOracle BPEL Process Managerの制限付き使用が含まれます。

Oracle WebCenter Universal Content Managementには、Oracle Outside In Technologyの制限付き使用が含まれます。Outside In Technologyのプログラム・ライブラリは、標準のWebCenter Universal Content Management機能を使用するか、WebCenter Universal Content Management上で実行するカスタム・コンポーネントを使用する方法により、WebCenter Universal Content Managementからのみアクセス可能です。このライセンスでは、Outside Inライブラリは他のいかなるアプリケーションからも直接アクセスできません。

Oracle WebCenter Universal Content Managementには、Oracle WebCenter Universal Content Management専用のホストとしてWebLogic Server Enterprise Editionの使用制限が含まれており、そこには、Javaランタイム環境およびHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定および管理に使用する構成コンポーネントおよび管理コンポーネントが含まれます。

Oracle WebCenter Universal Content Managementには、コンテンツ管理リポジトリを実行し、コンテンツ管理リポジトリのローカル・インスタンスの索引付けと検索に使用できるプロセッサにインストールして実行するOracle Secure Enterprise Searchの使用制限が含まれます。

外部サーバーまたは他のデータ・リソースへのフェデレーションは許可されません。

	
含まれる製品:

	
Oracle WebCenter Content Conversion


	
使用制限付きOracle BPEL Process Manager


	
使用制限付きOracle WebLogic Server Enterprise Edition


	
Oracle Java SE


	
使用制限付きOracle Secure Enterprise Search




含まれる機能:

	
Desktop Integration Suite


	
Content Server


	
Content Serverシステム・コンポーネント


	
Content Server標準コンポーネント:

	
Document Management


	
Web Content Management


	
Folders


	
Inbound Refinery


	
Integration: BPELIntegration


	
Integration: SESCrawlerExport


	
Integration: IPMRepository


	
Integration: WebCenterConfigure







	
Records Management:

	
Installation Level: Minimal


	
Installation Level: Typical








	
Oracle WebCenter Imaging

	
Oracle WebCenter Imagingは、買掛金勘定および人事などのエンタープライズ・アプリケーション、ならびに融資取組および支払処理などのビジネス・アプリケーションに適用できる、画像処理とビジネス・プロセスの管理機能を提供します。

	
WebCenter Imagingには、次のものが含まれます。

	
Content Serverシステム・コンポーネント


	
Content Server標準コンポーネント:

Content Tracker、Content Trackerレポート


	
Content Server


	
WebCenter Imaging Server




使用制限付きライセンスには、次のものが含まれます。

	
使用制限: WebCenter Imagingには、WebCenter Imagingコンポーネントのみから開始されるプロセスのモデル化、保護、実行および監視用のBPEL Process Manager、Business Rules、Business Activity MonitoringおよびWeb Services Managerに制限されるSOA Suite for Oracle Middlewareの使用を含みます。


	
使用制限: WebCenter Imagingから開始されるプロセスのモデル化、実行および監視用のUnified Business Process Management Suite。


	
使用制限: Oracle Internet Application Server Enterprise Editionは次の目的専用です。（a）Javaランタイム環境とHTTPのサポート、およびこれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを提供するためのランタイム・コンポーネント、（b）WebCenter Imagingで提供される画面を表示およびカスタマイズするためのランタイムおよびデザインタイム・コンポーネント。


	
使用制限: WebCenter Imagingで作成されたドキュメントの保管用のWebCenter Content。このライセンスに付属する固有のコンポーネントは、Content Server、Content Tracker、およびOracle Secure Enterprise Searchです。


	
使用制限: WebCenter Imaging専用ホストとしてのOracle WebLogic Server Enterprise Edition。Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。












表9-2 Oracle WebCenter製品ファミリ: アダプタ

	製品	説明	含まれる機能
	
Oracle WebCenter Adapter

	
サード・パーティのアプリケーション・アダプタ。

	
次に対応した、単独でライセンスされるアダプタ:

	
EMC Documentum


	
IBM FileNet


	
IBM Lotus Domino


	
Microsoft SharePoint





	
Oracle WebCenter Adapter Framework

	
テクノロジおよびオペレーティング・システムのアダプタ

	
次に対応した、単独でライセンスされるアダプタ:

	
Enterprise Application Adapter Framework


	
File Systems


	
Java


	
Microsoft .NET





	
Oracle WebCenter Applications Adapter

	
エンタープライズ・アプリケーション・アダプタ

	
次に対応した、単独でライセンスされるアダプタ:

	
E-Business Suite


	
Siebel














9.2 Oracle Management Pack for WebCenter

このパックは、基礎となるJava EEコンポーネントに加え、WebCenter環境用の包括的な管理機能、およびOracle WebLogic Serverで動作しているWebCenter Portal環境用の包括的なモデリング機能を提供します。

Management Pack for WebCenterに関するライセンスの詳細は、『Oracle Enterprise Managerライセンス情報』のOracle Middleware Enterprise Managementに関する項を参照してください。このドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlの「Oracle Enterprise Manager Documentation」から入手できます。





9.3 Oracle WebCenter Portalに含まれる使用制限付きライセンスに関するその他の考慮事項

表9-1で説明されている使用制限付きライセンスに対する他の考慮事項を次に示します。

	
Secure Enterprise Searchは、コンテンツ・リポジトリに格納された任意のコンテンツの他、WebCenter Portalアプリケーションまたはポータルの一部として提供される任意のページの検索および索引付けを可能にします。ページにポートレットが含まれる場合、ポートレット内に提供される情報は検索結果の一部としても索引付けできます。ただし、ポートレット・コンテンツを供給するバックエンド・システム内の情報のすべてを検索および索引付けする場合は、Secure Enterprise Searchのフルユース・ライセンスが必要になります。


	
WebCenter Contentは、任意のWebCenter PortalのWebサイト、アプリケーションまたはポータルの一部として提供されるすべてのコンテンツを格納するために使用できます。これには、異なるレンディションのコンテンツのバージョニングとレンダリングや、サイト、ポータルまたはアプリケーション内の検索結果との統合を目的としたリポジトリ内コンテンツの索引付けなどの基本コンテンツ管理機能が含まれます。また、WebCenter Portalを介して提供されるコンテンツに対して、Web Content Management（WCM）、Digital Asset Management（DAM）およびその他のUCMコンポーネントのすべての機能を使用できます。WebCenter Portalのポータル・インタフェース、カスタム・アプリケーション、デスクトップ統合、またはUCMユーザー・インタフェース（管理アクティビティを含む）を介して、あらゆる相互作用が実行できます。


	
Oracle SOA Suiteは、Oracle Web Services Manager（OWSM）およびOracle BPEL Process Managerに限定されます。

	
OWSMは、WebCenter Portalコンポーネント間の認証の保護に限定されます。これには、WebCenter Webサービス・インタフェースと相互作用するときのOWSMセキュリティ・ポリシーの使用が含まれます。オーサリングおよび管理ツールの使用は、Oracle WebCenter Portalの基本コンソール・スクリーンで提供される機能に限定されます。新規ポリシーは、コマンドラインおよびスクリプト・ツールでのみ作成できます。OWSMの使用は、WebCenter Portletのプロデューサとコンシューマの間のメッセージ・レベル・セキュリティの適用、およびWebCenterサービス、BPEL Process Manager、およびDiscussionサーバー間の相互作用の保護に、さらに限定されます。OWSMの範囲外での他の使用には、SOA Suiteのフルユース・ライセンスが必要です。


	
BPEL Process Managerは、既存のデプロイ済プロセスの実行と、WebCenter Portalアプリケーションまたはポータル内で提供されたユーザー入力を必要とするリクエストへの応答に使用が制限されます。ただし、新しいBPELプロセスを定義、デプロイおよび実行するための機能は、すべてのプロセス・エンドポイントがWebCenter Portalによって提供されたコンポーネントの範囲内に完全に存在している場合に使用できます。コンテンツ・リポジトリに含まれているドキュメントBPELプロセスの変更も、既存のBPELプロセスに統合できます。任意の組合せのバックエンドBPELサーバーからユーザーのワークリスト・アイテムを表示できる事前作成のBPELポートレットおよびタスクフローも含まれています。BPEL Process Managerの範囲外での他の使用には、BPEL Process ManagerまたはSOA Suiteのフルユース・ライセンスが必要です。







	
注意:

Oracle BPEL Process Managerには、HP SOA Systinet RegistryからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。










	
WebLogic Server Enterprise Editionは、WebCenter Portalの前提条件です。お客様は、WebLogic Server SAMLサポートを利用して、Single Sign-On for WebCenterアプリケーションまたはポータル、およびWebCenter Portalによって提供されたコンポーネントを有効化できます。


	
Oracle Internet Directory（OID）およびOracle Walletは、WebCenter PortalアプリケーションまたはポータルおよびWebCenter Portalコンポーネントと併用するために付属しており、次の制約があります。

	
OIDの使用は、WebCenter Portalおよび提供されているコンポーネントに固有の資格証明およびポリシーを保存する場合のみに制限されます。


	
ファイルベースのOracle Walletの使用は、WebCenter Portalおよび提供されているコンポーネントに固有の資格証明を保存する場合のみに制限されます。





	
Oracle WebLogic Communication Services（OWLCS）およびOracle Communications Presence（OCP）は、開発と評価のためにのみ組み込まれています。OWLCSは、プレゼンス情報の設定と表示、およびWebCenter Portalアプリケーションまたはポータルでのテキスト・チャット機能の有効化に使用できます。OCPは、各種通信ネットワーク上のユーザーについてリアルタイムでの在席状況の中央リポジトリを提供します。OWLCSおよびOCPは、開発および本番以外のシステムのみに制限されます。








9.4 Oracle Internet Application ServerでのWebCenterのライセンス

WebCenter ServicesまたはWebCenter Portalの前提条件としてOracle Internet Application Serverのライセンスを以前に取得したお客様には、WebCenter ServicesおよびWebCenter Portalを既存のOracle Internet Application Server Standard EditionまたはEnterprise Editionのライセンスの一部として実行するために、WebLogic Server Basicを使用する権限があります。この権限は、Oracle Internet Application Serverに対して以前に認定されたWebCenter ServicesおよびWebCenter Portalに含まれる製品のみが対象となります。WebLogic Server Basicを使用して、WebLogic Portal、WebCenter Interaction、WebCenter Collaboration、WebCenter Ensemble、WebCenter Analytics、Oracle WebCenter Console for Microsoft SharePointおよびOracle WebCenter Application Accelerator for .NETを実行することはできません。これらを実行するには、別途WebLogic Serverライセンスが必要です。WebLogic Server Basicについては、付録A「WebLogic Server Basic」を参照してください。





9.5 Oracle WebCenter Contentに含まれるOracle WebCenter Content Conversion

Oracle WebCenter Content Conversionは、Content Serverをサポートするコンテンツ変換サービスを提供します。

WebCenter Content ConversionにはJava SEが含まれます。Java SE Editionの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/terms/products/index.htmlを参照してください。

含まれる機能:

	
Inbound Refinery


	
Inbound Refinery標準コンポーネント




使用制限付きライセンスには、次のものが含まれます。

	
使用制限: Oracle Outside In Technology。Outside In Technologyのプログラム・ライブラリは、標準のContent Conversion機能を使用するか、WebCenter Content Conversion上で実行するカスタム・コンポーネントを使用する方法により、WebCenter Content Conversionからのみアクセス可能です。このライセンスでは、Outside Inライブラリは他のいかなるアプリケーションからも直接アクセスできません。


	
使用制限: Javaランタイム環境とHTTPのサポート、および設定と管理用のWebCenter Content Conversionに対する構成と管理を提供するための、WebCenter Content Conversion専用ホストとしてのOracle WebLogic Server Enterprise Edition。








9.6 Oracle WebCenter Real-Time Collaboration

Oracle WebCenter Real-Time Collaborationにより、ユーザーはWeb音声会議、インスタント・メッセージ、プレゼンスおよびチャット・ルームを使用して他のユーザーと接続し共同作業できます。これは、直接的な相互作用および迅速なレスポンスを必要とするユーザー間を接続し、WebCenterで使用できるその他のEnterprise 2.0サービスを補います。

ライセンスの詳細は、次のURLにあるOracle Beehiveライセンス情報のOracle WebCenterのライセンスに関する項を参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E16671_01/bh.200/e16646/beehivelicensing.htm





9.7 高可用性の考慮事項

Oracle WebCenter製品には高可用性機能があり、これには別途ライセンス上の考慮事項があります。これらの考慮事項は、Oracle DatabaseおよびWebLogic Serverの高可用性機能に関するライセンス上の考慮事項と同様です。


9.7.1 コールド・フェイルオーバー・クラスタ

フェイルオーバー・クラスタは、2つ以上のノード・ハードウェア・クラスタをフェイルオーバー用に使用します。フェイルオーバーとは、障害が発生したプライマリ・ノードから指定されているスタンバイ・ノードにハードウェア・クラスタがアプリケーションの実行を自動的に再配置するプロセスです。

プライマリ・ノードとは、ある時点で1つ以上のコンテンツ管理サービスをアクティブに実行しているプロセッサです。プライマリ・ノードで障害が発生した場合、ハードウェア・クラスタは、コンテンツ管理サービスをスタンバイ・ノードに自動的に移行します。

コールド・フェイルオーバー・クラスタを使用している場合は、1年間につき10日のフェイルオーバーが、プライマリ・ノードのライセンスに含まれます。1年間に使用するフェイルオーバーが10日を超える場合は、スタンバイ・ノードに追加のサーバー・ライセンスが必要です。

コールド・フェイルオーバー・クラスタ・ライセンスは以下に適用されます。

	
WebCenter Content


	
WebCenter Portal


	
WebCenter Sites













10 Oracle Identity and Access Management個別ライセンス製品

この章では、単独でライセンスされるOracle Identity and Access Management個別ライセンス製品について説明します。2012年8月9日現在、Oracle Identity and Access Management製品はバージョン11gR2（11.1.2）であることに注意してください。

次の項では、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できるOracle Identity and Access Management製品および製品ファミリについて説明します。

	
第10.1項「Oracle Identity Governance Suite」


	
第10.2項「Oracle Entitlements Server」


	
第10.3項「Oracle Entitlements Server Security Module」


	
第10.4項「Oracle Directory Services Plus」


	
第10.5項「Oracle Access Manager」


	
第10.6項「Oracle Identity Federation」


	
第10.7項「Oracle Identity Manager」


	
第10.8項「Oracle Identity Manager Connectors」


	
第10.9項「Oracle Enterprise Single Sign-On Suite Plus」


	
第10.10項「Oracle Access Management Suite Plus」


	
第10.11項「Oracle Identity and Access Management Suite Plus」


	
第10.12項「Management Pack for Identity Management」


	
第10.13項「Oracle Databaseライセンス要件」




ここで説明するオプション、パックまたは製品は、単独で購入したライセンスなしでは使用できない場合があります。これらのオプション、パックまたは製品が製品CDまたはダウンロードに含まれていたり、入手したドキュメントに説明がある場合でも、その使用には適切なライセンスの購入が必要です。

この章で説明している製品でOracle Databaseを使用する場合の重要なライセンス要件については、第10.14項「Oracle Databaseライセンス要件」を参照してください。



10.1 Oracle Identity Governance Suite

Oracle Identity Governance Suiteは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。次のものが含まれています。

	
Identity Analytics


	
Identity Manager


	
Privileged Account Manager


	
Identity Manager Connector for Database User Management、Identity Manager Connectors for Microsoft Active Directory、Identity Manager Connector for Microsoft Windows、Identity Manager Connector for Novell eDirectory、Identity Manager Connector for Oracle Internet Directory、Identity Manager Connector for Sun Java System DirectoryおよびIdentity Manager Connector for UNIX




次の使用制限付きライセンスは、Oracle Identity Governance Suiteのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Identity Governance Suiteでライセンスされたすべてのコンポーネントの専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
使用制限: Identity Analyticsがエンドポイントの1つである場合にワークフローを作成するためのBPEL Process Manager。注意: Oracle BPEL Process Managerには、HP SOA Systinet RegistryからのUDDIクライアント・ライブラリがバンドルされています。これらのライブラリおよびUDDIクライアント機能は、Oracle Service Registryに接続して通信する目的でのみ、エンド・ユーザーにライセンスされます。








10.2 Oracle Entitlements Server

Oracle Entitlements Serverは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。Oracle Entitlements Serverを使用するには、Oracle Entitlements Server Security Moduleのライセンスが必要です。



10.2.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Entitlements Serverのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Oracle Entitlements Server専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。










10.3 Oracle Entitlements Server Security Module

Oracle Entitlements Server Security Moduleは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。

Oracle Entitlements Server Security Moduleを使用するには、Oracle Entitlements ServerまたはOracle Access Management Suite Plus（Oracle Entitlements Serverを含みます）のライセンスを購入する必要があります。





10.4 Oracle Directory Services Plus

Oracle Directory Services Plusは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。次のものが含まれています。

	
Oracle Directory Server Enterprise Edition


	
Oracle Internet Directory（Delegated Administration ServicesおよびDirectory Integration Platformを含む）。これらのコンポーネントは、第1.3.2.2.2項「Oracle Identity Management」で説明されています。*


	
Oracle Unified Directory*


	
Oracle Virtual Directory*


	
Oracle Authentication Services for Operating Systems（OAS4OS）。OAS4OSは、Oracle Internet Directory（OID）においてのみ動作が保証されています。




* Oracle Directory Services Managerの使用を含みます。



10.4.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Directory Services Plusのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
Oracle Single Sign-Onは、Oracle Delegated Administration Servicesのみにアクセスするユーザーに対する認証サービスのために提供されています。


	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Oracle Directory Services Plus専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
Oracle Database Standard Edition。このInfrastructureデータベースは、汎用のLDAPディレクトリとしてのOracle Internet Directoryの使用に関連するすべてのLDAPデータを格納するときにのみ使用できます。その他のデータをInfrastructureデータベースに格納するには、Oracle Database Standard Editionのフルユース・ライセンスが必要です。










10.5 Oracle Access Manager

Oracle Access Managerは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。



10.5.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Access Managerのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Oracle Access Manager専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
Oracle Identity Managerおよび関連するIdentity Manager LDAP Connectors（Microsoft AD、Novell eDirectory、Oracle Internet DirectoryおよびSun Java System Directory）は、次に固有のディレクトリにおけるユーザーの管理に限定されています。

	
セルフサービス登録


	
ユーザー・プロファイルのセルフサービス表示または変更（あるいはその両方）


	
セルフサービス・パスワード・リセット


	
ロスト・パスワード管理（チャレンジ質問の設定）


	
初回ログイン時のパスワード・リセット


	
パスワード・ポリシーの強化（パスワードの強度、有効期限など）


	
パスワード失効通知


	
（属性レベルに至るまでの）管理機能の下位レベル管理者への委任管理による、システム内のユーザーの管理





	
Oracle Access Manager内でのユーザー・セッション、構成、ポリシー同期のためのOracle Coherence Enterprise Edition（Oracle Access Managerと同じJVM内での実行に限定）。異なるプロセッサでのOracle Coherence Enterprise Editionの実行などの他の使用方法には、フルユース・ライセンスが必要になります。










10.6 Oracle Identity Federation

Oracle Identity Federationは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。これにはOracle OpenSSO Fedletが含まれます。



10.6.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Identity Federationのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Oracle Identity Federation専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。










10.7 Oracle Identity Manager

Oracle Identity Managerは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。



10.7.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Identity Managerのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Oracle Identity Manager専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
Oracle Identity Manager専用の、承認ワークフローの作成、承認タスクの確認と承認、外部WebサービスおよびJavaコードの呼び出しと使用、エンドポイントのルーティングと選択の実行に対するBPEL Process Managerの使用制限付きライセンス。










10.8 Oracle Identity Manager Connectors

Oracle Identity Manager Connectorsは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。Oracle Identity Manager ConnectorsにはOracle Identity Managerが必要です。

利用可能なIdentity Manager Connectorsは、次のとおりです。

	
BMC Remedy Ticketing


	
BMC Remedy User Management


	
CA ACF2


	
CA Top Secret


	
Database Applications Table


	
Database User Management


	
IBM Lotus Notes/Domino


	
IBM OS/400


	
IBM RACF


	
JDEdwards EnterpriseOne


	
Microsoft Active Directory


	
Microsoft Exchange


	
Microsoft Windows


	
Novell eDirectory


	
Novell Groupwise


	
Oracle CRM On Demand


	
Oracle E-Business


	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Retail


	
PeopleSoft Enterprise Applications


	
RSA Authentication Manager


	
RSA ClearTrust


	
SAP Enterprise Applications


	
SAP Enterprise Portal


	
Siebel Enterprise Applications


	
Sun Java System Directory


	
UNIX








10.9 Oracle Enterprise Single Sign-On Suite Plus

Oracle Enterprise Single Sign-On Suite Plus（ESSO Suite Plus）は、Oracle Application ServerまたはWebLogic Serverエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。ESSO Suite Plusには、次の統合コンポーネントが含まれています。

	
Oracle Enterprise Single Sign-On Anywhere


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Authentication Manager


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Kiosk Manager


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Logon Manager


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Password Reset


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Provisioning Gateway


	
Oracle Enterprise Single Sign-On Universal Authentication Manager






10.9.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Enterprise Single Sign-On Suite Plusのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。













10.10 Oracle Access Management Suite Plus

Oracle Access Management Suite Plusは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。次のものが含まれています。

	
Oracle Access Manager


	
Oracle Adaptive Access Manager


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle Entitlements Server


	
Oracle OpenSSO Fedlet


	
Oracle Security Token Service（STS）


	
Oracle Mobile and Social






10.10.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Access Management Suite Plusのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Access Management Suite Plus専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
Oracle Web Services Manager（OWSM）は、Access Management Suite Plusの一部として含まれています。ただし、Webサービスの保護が目的である場合、OWSMは、Access Management Suite Plus SKU内の他の製品の少なくとも1つとあわせて使用する必要があります。また、次の使用方法（1つまたは複数）があります。

	
認証 - Oracle Web Services Managerは、認証のためOracle Access Managerとの統合を必要とします。


	
認可 - Oracle Web Services Managerは、認可のためOracle Entitlements Serverとの統合を必要とします。


	
フェデレーション - Oracle Web Services Managerは、フェデレーションのためOracle Identity Federationとの統合を必要とします。


	
OpenSSOまたはOracle STSサーバーへのWS-Trustクライアントとして動作するOracle Web Services Managerエージェント





	
使用制限: メッセージング用のUser Messaging Serviceは、Oracle Adaptive Access Managerのセキュリティ機能と関連付けられている必要があります。メッセージ配信は、SMS、電子メール、IM、ボイスなどのあらゆるフォーマットで、次の用途に使用可能です:

	
Oracle Adaptive Access Managerのワンタイム・パスワード認証の配信


	
トランザクション確認メッセージの配信


	
管理者/調査者へのセキュリティ警告










	
注意:

含まれている製品（たとえばOracle Access Manager）に使用制限付きライセンスがある場合、Oracle Identity and Access Management Suite Plusのライセンスを単独で購入した場合も、その使用制限付きライセンスが適用されます。





















10.11 Oracle Identity and Access Management Suite Plus

Oracle Identity and Access Management Suite Plusは、Oracle Application ServerまたはWebLogicのエディションとは別に、単独でライセンスを購入できます。次のものが含まれています。

	
Oracle Access Manager


	
Oracle Directory Services Plus（第10.4項「Oracle Directory Services Plus」を参照）


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle Identity Manager


	
Oracle OpenSSO Fedlet


	
Oracle Security Token Service（STS）


	
Oracle Single Sign-On（第1.3.2.2.2項「Oracle Identity Management」を参照）






10.11.1 使用制限付きライセンス

次の使用制限付きライセンスは、Oracle Identity and Access Management Suite Plusのライセンスを単独で購入した場合に含まれます。

	
使用制限: Business Intelligence Publisherで次を発行または表示（あるいはその両方）する場合:

	
出荷時のBI Publisherレポート。レイアウト変更は許可されています。


	
出荷時または新規作成のBI Publisherレポートで、カスタマイズされていない既存のIdentity Managementスキーマからのデータにアクセスするために変更されるもの。





	
Identity and Access Management Suite専用ホストとしてのOracle Internet Application Server Enterprise EditionまたはWebLogic Enterprise Edition。 Javaランタイム環境とHTTPのサポートを提供するランタイム・コンポーネント、およびそれらのランタイム・コンポーネントの設定と管理に使用する構成コンポーネントと管理コンポーネントを含みます。


	
Oracle Database Standard Edition。このInfrastructureデータベースは、汎用のLDAPディレクトリとしてのOracle Internet Directoryの使用に関連するすべてのLDAPデータを格納するときにのみ使用できます。その他のデータをInfrastructureデータベースに格納するには、Oracle Database Standard Editionのフルユース・ライセンスが必要です。







	
注意:

含まれている製品（たとえばOracle Access Manager）に使用制限付きライセンスがある場合、Oracle Identity and Access Management Suite Plusのライセンスを単独で購入した場合も、その使用制限付きライセンスが適用されます。















10.12 Management Pack for Identity Management

Management Pack Plus for Identity Managementを使用すると、企業が様々なIdentity Managementコンポーネントの可用性、パフォーマンス、負荷およびセキュリティ・メトリックを事前に監視できます。このパックは、パフォーマンスと可用性の向上、および次の環境を含むIdentity Managementのデプロイメントの管理のコストと複雑さの低減に役立ちます。

	
Directory Integration Platform


	
Oracle Access Manager


	
Oracle Adaptive Access Manager


	
Oracle Directory Server Enterprise Edition（旧称Sun Java Directory Server Enterprise Edition）


	
Oracle Identity Federation


	
Oracle Identity Manager


	
Oracle Internet Directory


	
Oracle Unified Directory


	
Oracle Virtual Directory




Management Pack Plus for Identity Managementに関するライセンスの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Licensing Information』のIdentity Management Enterprise Managementに関する項を参照してください。このドキュメントは、http://www.oracle.com/technetwork/oem/grid-control/documentation/index.htmlの「Oracle Enterprise Manager Documentation」から入手できます。





10.13 Oracle Databaseライセンス要件

Oracle Application Server InfrastructureデータベースにOracle Repository Creation Utilityデータベース・スキーマ以外のデータを格納するには、そのOracle Database（Standard Edition、Standard Edition OneまたはEnterprise Edition）のフルユース・ライセンスが必要です。



10.13.1 Oracle Database Standard EditionまたはStandard Edition Oneのフルユース・ライセンス

Oracle DatabaseのStandard EditionまたはStandard Edition Oneのフルユース・ライセンスの購入が必要なデータの種類の例として、次のようなものがあります。

	
Oracle Content Management SDKのOracle Databaseに格納されるドキュメントまたはその他のオブジェクト


	
ポータル・リポジトリに格納されるドキュメントまたはすべてのタイプのコンテンツ


	
Oracle Integration B2B


	
BPEL Process Managerのすべてのプロセス・インスタンス・データ（Oracle Databaseをデハイドレーション・ストアとして使用するものも含む）


	
アプリケーションによって作成または更新される、その他すべてのカスタム・データ








10.13.2 Oracle Database Enterprise Editionのフルユース・ライセンス

次の2種類のデータでは、Oracle Database Enterprise Editionのフルユース・ライセンスの購入が必要です。

	
ホスティング用のデータベースのVPD機能を使用する、すべてのOracle Portal


	
データベース・レプリケーションが使用されるときのOracle Internet Directory LDAPディレクトリの使用に関連するすべてのLDAPデータ








10.13.3 Oracle Databaseのフルユース・ライセンスが不要な場合

次の場合、Oracle Internet Application Serverの購入時に、Oracle Databaseのフルユース・ライセンスの購入は不要です。

	
Oracle Web Cacheのみを使用している場合


	
Oracle以外のデータベースに対してのみOracle Business Intelligence Discovererを使用している場合


	
Oracle以外のデータベースに対してのみOracle Reports Servicesを使用している場合













11 Oracle Application Specific Technology製品

Oracle Application Specific Technology製品は"for Oracle Applications"が後に付いた製品名で示され、使用制限付きプログラムです。現在、Oracle Application Specific Technology製品には次のものがあります。

	
Oracle BPEL Process Manager for Oracle Applications


	
Oracle Business Intelligence Foundation Suite for Oracle Applications


	
Oracle Business Intelligence Publisher for Oracle Applications


	
Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus for Oracle Applications


	
Oracle Coherence Enterprise Edition for Oracle Applications


	
Oracle Data Integrator Enterprise Edition for Oracle Applications


	
Oracle Identity and Access Management Suite Plus for Oracle Applications


	
Oracle SOA Suite for Oracle Middleware for Oracle Applications


	
Oracle Unified Business Process Management Suite for Oracle Applications


	
Oracle WebCenter Imaging for Oracle Applications


	
Oracle WebCenter Portal for Oracle Applications


	
Oracle WebLogic Suite for Oracle Applications


	
Endeca Information Discovery for Oracle Applications


	
Oracle In-Memory Database Cache for Oracle Applications




これらの使用制限付きプログラムは、適格なOracleアプリケーション・プログラムでのみ使用可能であり、追加のライセンス要件があります。

詳細は、次のURLにあるApplications Licensing Tableを参照してください。

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/application-licensing-table-070571.pdf






12 Enterprise Managerの基本機能

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cのリリースに伴い、ライセンスに関していくつかの変更が行われています。ライセンスされたパックの一部であった機能が、基本機能に組み込まれるようになっています。この章では、Oracle Enterprise Managerの基本機能に含まれる機能の概要を示します。


12.1 フレームワークの基本機能

以下の機能は、Enterprise Manager Cloud Control 12cフレームワークの一部として含まれています。


	機能の概要
	
EMユーザー、ロール、資格証明の管理

	
インシデント管理、アラートの表示、メトリックしきい値の管理（通知を除く）

	
レポート、ジョブ・システム、ソフトウェア・ライブラリ（これらの機能の項目はPackでライセンスされる場合があります）


	
エージェントのプロビジョニングとパッチ適用

	
グループおよびシステム管理

	
ターゲット検出（ネットワークおよびエージェント・ベース）


	
ターゲットの構成（現在の構成のみに限定）

	
My Oracle Supportの統合

	
プラグインの自己更新（プラグインの機能はPackでライセンスされる場合があります）











12.2 データベース管理の基本機能

以下の機能は、Enterprise Manager Cloud Control 12cデータベース管理機能の一部として含まれています。


	機能の概要
	
スキーマ、ユーザー、ロールの管理

	
オプティマイザ統計およびリソース管理

	
ASMおよびクラスタウェアの管理


	
テーブルスペース、ログ・ファイル、UNDOの管理

	
バックアップおよびリカバリの管理（MAAアドバイザを含みます）

	
データ・ポンプ、ストリーム、レプリケーションの管理


	
アラート・ログの管理およびサポート・ワークベンチ

	
アドバイザおよびスケジューラ・セントラル

	
SQLワークシート











12.3 Middleware管理の基本機能

以下の機能は、Enterprise Manager Cloud Control 12cミドルウェア管理の一部として含まれています。


	機能の概要
	
すべてのFusion Middlewareターゲットのホーム・ページ（JVM診断を除く）:

	
WebLogicドメイン


	
Fusion Middlewareファーム


	
SOAインフラストラクチャ




	
サポート・ワークベンチ











12.4 サーバー、ストレージ、および仮想化の管理機能

以下では、Enterprise Manager Cloud Control 12cのサーバーおよび仮想化の管理機能を示します。


12.4.1 Cloud Controlの機能

Cloud Controlには、次の機能が含まれています。


	機能	説明
	
管理

	
ホストのリモート管理機能を提供します。


	
高度なアラート管理

	
通知メソッド、ルール、スケジュール、メトリック履歴および関連するドリルダウン、ブラックアウト設定機能、是正処置とアラートの関連付け、ユーザー定義メトリック、メトリック・スナップショット、監視テンプレートを提供します。


	
Infrastructure Cloudのすべてのメニュー項目

	
ホーム、セルフサービス、要求ダッシュボードのページへの簡易アクセスを提供します。


	
構成管理

	
ハードウェアおよびソフトウェアの構成データの収集、検索、比較、分析レポートの作成を提供します。


	
統合プランナ

	
ビジネスおよび技術に関する制約に関してCloud Controlによって収集されたデータを利用して、最適なサーバー統合シナリオを決定します。


	
制御/サービス・ドメイン

	
Oracle VM Server for SPARCの制御またはサービス・ドメイン属性を構成し、リソースの消費を監視します。VMのポスト作成に対するvdiskの割当てを操作します。


	
動的なリソース割当て

	
Oracle Solaris ContainerおよびOracle VM Server for SPARCテクノロジを使用して、割り当てられたリソースのリアルタイムの変更に対応します。


	
動的トポロジ

	
サービス・プロセッサ、ハイパーバイザ、グローバル・ゾーン、制御ドメイン、仮想マシンの間の親子関係を管理します。


	
ゲストVMのパッチ適用

	
ホストの自動パッチ適用およびUnbreakable Linux Network（ULN）との統合を提供します。


	
履歴の傾向

	
Oracle Solaris Zone相互の履歴ワークロード傾向を集中グラフに表示します。


	
ホストの監視と管理

	
ジョブや通知などのCloud Controlコンポーネント・サービスの監視。


	
ハイパーバイザ/OSのプロビジョニング

	
Oracle VM Server for SPARC制御ドメイン構成の作成に対するデフォルトのテンプレートを提供します。ファームウェアに埋め込まれたハイパーバイザ・コンポーネントとベアメタルOSレイヤーから上位の間の互換性を保証します。


	
イメージ・ライブラリ管理

	
物理と仮想の両方のプロビジョニングに対し、ISOおよびOracle Solaris Flash Archive（FLAR）のイメージを維持します。


	
V12N用のプロファイルの監視

	
Oracle VM Server for SPARCおよびOracle Solaris Container環境に関連する問題に対する監視属性を提供します。


	
ネットワーク構成

	
IPマルチパスおよびVLANタグ付けに基づく冗長性の高い構成を実現するVM作成ウィザードのネットワーク・トポロジを提供します。


	
Oracle Solaris Containerの管理

	
検出、作成、削除、構成、起動、シャットダウン、監視など、完全なライフサイクル管理を提供します。


	
Oracle Solarisグローバル・ゾーン

	
グローバル・ゾーン・リソースの割当てを構成し、リソースの消費を監視します。


	
Oracle Solarisのゾーンとパッチの管理

	
ゾーンが異なるグローバル・ゾーンに移動されるときの"接続時に更新"アクションを容易にします。


	
Oracle VMおよびゲストVMのプロビジョニング

	
Oracle VMをベアメタル・サーバーにデプロイし、ゲストVMを作成します。


	
Oracle VM Server for SPARC

	
検出、作成、削除、構成、起動、シャットダウン、監視など、完全なライフサイクル管理を提供します。


	
Oracle VMマネージャおよびセルフサービス・コンソール（IaaSマネージャ）を含むOracle VM管理

	
環境の要求を管理して、より多くのストレージに対応します。


	
Oracle VMテンプレート・ベースのプロビジョニング

	
サービス・レベル要件などに基づいてアプリケーションと必要なリソースを管理します。


	
パフォーマンス監視

	
リアルタイムおよび履歴のパフォーマンス監視を提供します。


	
ポリシー管理

	
デプロイメントおよび操作標準の順守の一貫性を確保します。ポリシー違反通知が含まれます。


	
リソース仮想プール

	
Tシリーズ・サーバー・グループを構築し、ネットワーク構成と共有ストレージを管理し、ワークロードを自動的にバランシングし、パフォーマンス・メトリックの履歴集計を表示します。


	
ストレージ編成

	
Oracle Solaris ContainerおよびOracle VM Server for SPARC環境内のOracle Sun ZFS Storage Applianceの使用を自動的に促進します。


	
ストレージ・プラグイン

	
ストレージ・アセットをより効率的に管理します。


	
テクノロジ抽象化レイヤー

	
Mシリーズ動的ハードウェア・ドメイン、TシリーズOracle VM Server for SPARC、およびOracle Solaris Zonesを使用し、複雑な操作計画を作成します。











12.4.2 Ops Centerの機能

Oracle Enterprise Manager Ops Centerは、Oracleのサーバー、ストレージ、ネットワーク・デバイス、オペレーティング・システム、およびOracle Solaris仮想化技術を対象とする最も包括的な管理を提供し、統合されたライフサイクル管理と組込みの自動化によってITの運用効率を劇的に向上させます。Ops Centerは、現在の市場で最善のOracleインフラストラクチャ管理用ソリューションです。

Ops Centerは、リソースの管理とモビリティの編成を含む、仮想ゲストの完全なライフサイクル管理を提供します。お客様による操作の合理化とダウンタイムの短縮を支援します。Ops Centerは、物理システムと仮想システムの両方に対するエンド・ツー・エンドの管理ソリューションを提供します。Oracle Solaris ZonesからOracle VM Server for SPARCまで、Ops Centerは、ハードウェアとソフトウェアの完全なソリューションのための、きめ細かい制御とワークロード抽象化の適切な組合せを提供します。

Ops Centerには、次の機能が含まれています。


	機能	説明
	
アラーム管理

	
アラートの相関と集約を提供します。My Oracle Supportでサービス・リクエストをオープンします。


	
アセット管理

	
同じコンソールから分散したアセットを管理します。フィールド交換ユニット（FRU）の部品番号まで示す新しいハードウェア・アセット・レポートを提供します。


	
監査レポート

	
Ops Centerで行われたソフトウェアと構成の変更を読みやすいレポートで追跡します。


	
ベアメタルOSのプロビジョニング

	
サーバーのリモート・ライトアウト・プロビジョニングのキックスタート、ジャンプスタート、YAST、DHCP構成を自動化します。終了スクリプトおよびカスタマイズをキャプチャするためのプロファイルを作成します。


	
Cloud Controlの統合

	
Enterprise Manager Cloud ControlとOps Center間の統合を提供します。ターゲットを検出し、アラーム情報を表示します。ハードウェア、OS、仮想化の情報を表示します。


	
複雑な計画の管理

	
サーバー・プロビジョニング・タスクをイベントの包括的な文字列に入れ子にして、詳細なワークフロー計画を作成します。


	
コンプライアンスの自動化

	
ターゲット・ノード、ポイント・イン・タイム比較、操作ポリシー、あるいはカスタム・ソフトウェア・プロファイルに対するテストのスケジュールを設定するためのレポート機能を提供します。


	
切断モード

	
Oracleに接続したままにしてナレッジ転送の自動化と保護を受け取るか、またはOracleからの切断モードで実行するかを選択できるようにします。


	
電力認識

	
個別のサーバーまたはサーバーのグループの履歴およびリアルタイムの電力消費を、ワット（W）およびコストを示すKwHの両方で表示します。CPUの使用率、温度、ファンのRPMの傾向を表示します。


	
拡張OSパッチ適用

	
ソフトウェア・ライフサイクル・アクティビティによるダウンタイムを最小にします。


	
ファームウェア・プロビジョニング

	
サービス・プロセッサ、RAID HBAカード、ドライブ・ファームウェアなど、サーバーとストレージ・アプライアンスのファームウェアを自動的にダウンロードします。


	
ハードウェア管理

	
Oracle Tシリーズ、Mシリーズ、Xシリーズ、ネットワーク・アプライアンス、およびストレージ・アプライアンスのハードウェア監視を提供します。Oracle Solaris FMAとの統合を提供します。


	
履歴監視

	
監視対象のパフォーマンス属性における過去の傾向を提供します。


	
Mシリーズ動的ドメイン

	
動的ハードウェア・ドメインの構成を制御するプロビジョニング計画を作成します。


	
My Oracle Supportの統合

	
My Oracle Supportへの統合を提供します。サービス・リクエストを自動的にオープンし、アセットを検証します。サービス・リクエストのステータス更新を表示します。


	
ネットワーク・ファブリックの監視

	
Oracle 10GBeとインフィニバンド・スイッチ、NEM、およびHBAデバイスをサーバーの観点から検出、マップ、表示します。


	
運転計画

	
製品の任意の属性にアラームしきい値を設定し、複数のボックスにプロビジョニングできる監視プロファイルに格納します。アドホック・アクションおよびスクリプトを実行して出力をキャプチャできるようにします。


	
Oracle Solaris Clusterのサポート

	
Oracle Solaris Cluster環境の検出は、Ops Centerナレッジ・リポジトリ内のOracle Solaris Clusterソフトウェアの完全なカバレッジを提供します。


	
Oracle Sun ZFS Storage Appliance

	
トポロジ内のOracle Sun ZFS Storage Applianceを適切に検出し、デバイスの構成とサービスの情報を表示します。


	
OSパフォーマンス監視

	
Oracle SolarisおよびLinux OSのパフォーマンスの監視、属性のリアルタイム・ステータスと履歴チャートを提供します。


	
RAIDデバイス構成

	
プレOSインストールおよびRAIDデバイスの構成を提供します。


	
ロール・ベースのアクセス制御

	
ユーザーのアクセスを制御するロールを提供します。ユニバーサルに、または特定のアセット・グループに対して付与できます。


	
Windowsサポート

	
Microsoft System Center Configuration Managerとの包括的なWindowsパッチ適用の統合を提供します。
















A WebLogic Server Basic

この付録では、WebLogic Server Basicについて説明し、WebLogic Server Basicライセンスで使用可能なWebLogic Server機能について説明します。内容は次のとおりです。

	
A.1項「WebLogic Server Basicの概要」


	
A.2項「WebLogic Server Basicのインストール」


	
A.3項「WebLogic Serverでのプライマリ・サービスの制限」


	
A.4項「WebLogic Webサービス機能の制限」


	
A.5項「ツール機能の制限」


	
A.6項「APIの制限」


	
A.7項「機能の使用状況の測定」






A.1 WebLogic Server Basicの概要

WebLogic Server Basicは、ライセンス制約付きのWebLogic Serverバージョンで、次のOracle製品のライセンスで使用可能です。

	
Oracle Internet Application Server Standard Edition


	
Oracle Internet Application Server Standard Edition One


	
Oracle Internet Application Server Enterprise Edition


	
Oracle Forms and Reports


	
Oracle Business Intelligence Standard Edition




Oracle Internet Application Serverの各エディション、およびOracle Forms and Reportsのライセンスでは、WebLogic Server Basicライセンスを完全に使用する権限が付与されます。




	
注意:

Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports Server製品のすべてのエディションには、WebLogic Server Basicに対する権限が含まれています。WebLogic Server Basicの用途は、Forms、Reports、Discoverer、Portalなどの製品内で提供されるコンポーネントの実行のみです。また、Oracle Containers for J2EEなどに開発されるカスタムJavaアプリケーションにも使用することができます。Oracle Internet Application ServerおよびOracle Forms and Reports以外の製品が、Oracle Internet Application ServerまたはOracle Forms and Reportsのいずれかのエディションに対するライセンスに依存している場合、ライセンス・ドキュメントに特に記載されていないかぎり、それらの製品をWebLogic Server Basicで実行する権限はありません。









WebLogic Server Basicライセンスには、WebLogic Server機能について次の表A-1に示す制限付き使用権限が含まれます。

	
WebLogicコア・アプリケーション・サーバー


	
Java EE 5/EJB 3.0


	
WebLogic Server管理ツール（管理コンソールおよびWebLogic Scripting Toolを含む）


	
WebLogic JDBC Drivers、WebLogic Server Clients、およびWebLogicとApache Webサーバーのプラグイン


	
基本的なJMSメッセージング、デプロイメントおよび高可用性機能


	
重要なオブジェクトのデータ・ストアへのストリームライン化された格納（すべてのJavaアプリケーションおよびEJB 3.0のコア・コンポーネントで使用可能）


	
ロード・バランシング、フェイルオーバー、およびクラスタ管理など、WebLogic Serverクラスタリングの基本的なサポート




表A-1に、WebLogic Server Basicライセンスの条件下では使用制限があるWebLogic Server機能の要約を示します。


表A-1 WebLogic Server Basicライセンスによる機能の制約

	機能のカテゴリ	WebLogic Server Basicライセンスによる制限の要約
	
プライマリ・サービス

	
WebLogic Serverはプロダクション環境の構築を支援するサービスを提供していますが、その中には、WebLogic Server Basicライセンスでは使用不可または制限があるサービスがいくつかあります。それらのサービスは次のカテゴリに分類されます。

	
高可用性機能: 全サーバー移行、サービス移行、カスタム・ワーク・マネージャ、過負荷管理など


	
デプロイメント・サービスと機能: アプリケーションのバージョニング、JMS、JDBCおよびWLDFモジュールのスタンドアロン・デプロイメント、FastSwapなど


	
JMSメッセージング・サービス機能


	
サービス: WebLogic診断フレームワーク、WebLogic SNMPエージェント、WebLogic Tuxedo Connectorなど




これらのサービスおよび使用上の制限については、A.3項「WebLogic Serverでのプライマリ・サービスの制限」を参照してください。


	
WebLogic Webサービス

	
WebLogic Server Basicライセンスでは、次のWebLogic Webサービス機能の使用は許可されていません。

	
バッファ付きWebサービス


	
非同期Webサービス


	
会話形式のWebサービス


	
JMSトランスポート




WebLogic Webサービスの機能および使用上の制限については、A.4項「WebLogic Webサービス機能の制限」を参照してください。


	
ツール

	
WebLogic Server Basicライセンスでは、次のツール機能の使用は許可されていません。

	
カスタム・ドメインを作成するための構成ウィザード、またはpackコマンドとunpackコマンド


	
ドメインやドメイン拡張テンプレートを作成するためのドメイン・テンプレート・ビルダー、またはpackコマンドとunpackコマンド


	
WebLogic Server管理コンソールの操作を一連のWebLogic Scripting Tool（WLST）コマンドとして記録する機能


	
WebLogic Server管理コンソールの拡張




これらのツール機能および使用上の制限については、A.5項「ツール機能の制限」を参照してください。


	
API

	
WebLogic Server Basicライセンスでは、次のAPIの使用は許可されていません。

	
デフォルトのWebLogic Serverワーク・マネージャ以外のカスタムまたはCommonJワーク・マネージャの使用


	
Microsoft .NETおよびC用WebLogic JMSクライアント




これらのAPIおよび使用上の制限については、A.6項「APIの制限」を参照してください。











A.2 WebLogic Server Basicのインストール

WebLogic Server Basicをインストールするには、使用するプラットフォームに適したWebLogic Serverのパッケージ・インストーラまたはネット・インストーラのいずれかを使用します（『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照）。各インストーラには、コアJEE 5アプリケーション・サーバー、管理コンソール、構成ウィザードおよびアップグレード・フレームワーク、WebLogicおよびサード・パーティのJDBCドライバ、JMS、WebLogic Serverクライアント、Webサーバーのプラグイン、UDDIとXqueryのサポート、WebLogic Serverサンプル、Oracle Enterprise Pack for Eclipse、およびSun JDKまたはOracle JRockit JDK（プラットフォームに依存）が含まれています。

WebLogic Server Basicをインストールするには、使用するプラットフォームに適したWebLogic Serverのパッケージ・インストーラまたはネット・インストーラのいずれかを使用します（『Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』を参照）。各インストーラには、コアJava EEアプリケーション・サーバー、管理コンソール、構成ウィザードおよびアップグレード・フレームワーク、WebLogicおよびサード・パーティのJDBCドライバ、JMS、WebLogic Serverクライアント、Webサーバーのプラグイン、UDDIとXqueryのサポート、WebLogic Serverサンプル、Oracle Enterprise Pack for Eclipse、およびSunまたはOracle JRockit JDK（プラットフォームに依存）が含まれています。

選択的にインストールできるWebLogic Serverの各コンポーネントについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・スタート・ガイド』を参照してください。





A.3 WebLogic Serverでのプライマリ・サービスの制限

次の各項では、WebLogic Server Basicで使用不可または使用制限があるWebLogic Serverのプライマリ・サービスについて説明します。

	
A.3.1項「高可用性サービス」


	
A.3.2項「デプロイメント・サービスと機能」


	
A.3.3項「JMSメッセージング・サービス」


	
A.3.4項「その他のプライマリ・サービス」






A.3.1 高可用性サービス

表A-2では、WebLogic Server Basicで使用不可または制限がある高可用性サービスについて説明します。


表A-2 WebLogic Server Basicライセンスで制限があるプライマリ・サービス

	機能	説明
	
全サーバー移行

	
全サーバー・レベルの移行により、移行可能なサーバー・インスタンスとそのすべてのサービスを別の物理コンピュータに移行できます。移行可能なサーバーがなんらかの理由（サーバーの停止、ネットワーク接続の切断、ホスト・コンピュータの障害など）で使用不可になると、移行は自動的に行われます。障害が発生したとき、移行可能なサーバーは同じコンピュータで自動的に再起動します（可能な場合）。障害が発生したコンピュータで移行可能なサーバーが再起動できない場合、そのサーバーは別のコンピュータに移行されます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、全サーバー移行は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のサーバー全体の移行に関する項を参照してください。


	
サービス移行

	
WebLogic Serverクラスタ内では、ほとんどのサブシステム・サービスがクラスタ内のすべてのサーバー・インスタンスに均一にホストされます。 これにより、サーバー間の透過的なフェイルオーバーが可能になります。これに対して、JMS関連のサービス、JTAトランザクション・リカバリ・サービス、ユーザー定義シングルトン・サービスなどの固定サービスは、クラスタ内の個々のサーバー・インスタンスにホストされます。このようなサービスに対して、WebLogic Server移行フレームワークは、フェイルオーバーではなく、サービス移行による障害リカバリをサポートしています。WebLogic Serverにおけるサービス・レベルの移行は、あるサーバー・インスタンスからクラスタ内の使用可能な別のサーバー・インスタンスへ固定サービスを移動するプロセスです。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、サービス・レベルの自動移行の構成および実行は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のサービス移行に関する項を参照してください。


	
管理対象サーバーのクローニング

	
WebLogic Serverは、クラスタに含まれる既存の管理対象サーバー・インスタンスをクローニングする機能を備えています。この機能は、通常、管理者が既存の管理対象サーバーの複製を作成するときに使用します。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、WebLogic Server管理コンソールを使用した管理対象サーバー・インスタンスのクローニングは許可されていません。

管理対象サーバー・インスタンスのクローニング方法については、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプでマシンのクローニングに関する項を参照してください。


	
MANおよびWANの状態のレプリケーション

	
WebLogic Serverでは、1つのクラスタ内のサーバー間でHTTPセッション状態（ステート）をレプリケートできるのに加えて、Metropolitan Area Network（MAN）またはWide Area Network（WAN）の複数のクラスタ間でHTTPセッション状態をレプリケートできます。この機能を使用して、複数の地域、電力供給網およびインターネット・サービス・プロバイダにクラスタを分散することにより、高可用性とフォルト・トレランスを向上させることができます。

多くの場合、MAN内のリソースは物理的に離れた場所にありますが、地理的にはネットワーク待機時間が問題にならない程度の近さです。通常、MAN内のネットワーク通信は、待機時間が短く相互接続は高速です。MAN内のクラスタは、可用性を向上させるために物理的に離れた場所にインストールできます。これに対して、WAN内のリソースは離れた地域間で頻繁に分散されます。長距離のネットワーク・トラフィックが必要になるのに加えて、多くの場合、複数のルーターや他のネットワーク・ボトルネックによってリソースが分割されます。通常、WAN内のネットワーク通信は、待機時間が長く相互接続は低速です。

WAN内ではネットワーク・パフォーマンスが遅いため、同期レプリケーション・メカニズムの使用はMAN内よりも困難です。WebLogic Serverでは、非同期データ・レプリケーション・スキームを使用して、WAN内のクラスタ間におけるフェイルオーバーを行います。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、MANおよびWANの状態のレプリケーション・タイプの使用はいずれも許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のMAN/WAN内のクラスタ間におけるセッション状態のレプリケーションに関する項を参照してください。


	
シングルトン・サービス

	
アプリケーション内で、またはスタンドアロン・アーチファクトとしてシングルトン・サービスを定義し、指定した時間にクラスタの1つのメンバーでのみ実行されるタスクを実行するのに使用できます。シングルトン・サービスは、一度にクラスタ内の1つのサーバーでのみアクティブになり、複数のクライアントからのリクエストを処理します。通常、シングルトン・サービスは、メモリーにキャッシュするプライベートの永続データによってバックアップされます。また、メモリーに一時的な状態（ステート）を保持できます。 障害が発生すると、この一時的な状態は再生成されるか失われます。障害時には、シングルトン・サービスを同じサーバーで再起動するか、新規サーバーに移行する必要があります。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、スタンドアロン・サービスとして、またはアプリケーション内サービスとしてのシングルトン・サービスの構成は許可されていません。

シングルトン・サービスの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のサービス移行に関する項を参照してください。


	
クラスタ制約デプロイメント

	
デフォルトのクラスタ・デプロイメント動作では、デプロイ時にアクセス可能でクラスタ化されたすべてのサーバー・インスタンスに対して均一なデプロイメントが実行されます。ただし、ネットワークの停止によって管理サーバーが1つ以上のクラスタ化されたサーバーにアクセスできない場合、それらのサーバーはネットワーク接続がリストアされるまでデプロイメント・リクエストを受信しません。

WebLogic Serverドメインの起動時にClusterConstraintsEnabledオプションを設定することにより、WebLogic Serverのクラスタに関するデフォルトのデプロイメント動作を変更できます。このオプションを設定すると、クラスタ内に構成されたすべてのサーバーに対して厳密なデプロイメントを強制できます。クラスタへのデプロイメントが正常終了するのは、クラスタのすべてのメンバーがアクセス可能で、指定したファイルをすべてのメンバーがデプロイ可能な場合のみです。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、クラスタ制約デプロイメントの使用は許可されていません。

クラスタ制約デプロイメントの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の構成された全クラスタ・メンバーに対する一貫したデプロイメントの強制に関する項を参照してください。


	
過負荷管理

	
WebLogic Serverは、過負荷状態を検出、回避、およびその状態からリカバリする機能を備えています。WebLogic Serverの過負荷からの保護機能は、システム容量に達したときにリクエストを受け入れ続けたためアプリケーションのパフォーマンスや安定性が低下するという、悪い結果を防ぐのに役立ちます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、クラスタ・レベルまたはサーバー・レベルでの過負荷からの保護スキームの構成は許可されていません。

過負荷管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』の過負荷の回避および管理に関する項を参照してください。


	
サーバーのADMINおよびSTANDBYモード

	
WebLogic Serverインスタンスが遷移できる一連の状態を「サーバーのライフサイクル」と呼びます。どの時点においても、WebLogic Serverインスタンスは特定の操作状態にあります。WebLogic Serverの起動状態には次の2つが含まれます。

	
ADMIN: WebLogic Serverを起動して実行できますが、管理操作のみ実行可能で、サーバー・レベルおよびアプリケーション・レベルの管理タスクを実行できます。


	
STANDBY: WebLogic Serverはリクエストを処理しません。通常のリスニング・ポートはクローズされています。管理ポートはオープンしており、サーバー・インスタンスをRUNNINGまたはSHUTDOWN状態に遷移するライフサイクル・コマンドを受け入れます。その他の管理リクエストは受け入れません。

サーバー・インスタンスをSTANDBYで起動するとホット・バックアップとして使用でき、これは高可用性環境で役立つ機能です。




WebLogic Server Basicのライセンスでは、WebLogic ServerインスタンスをADMINまたはSTANDBY状態で起動することは許可されていません。

これらの操作状態の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーのライフサイクルの理解に関する項を参照してください。


	
GridLinkデータ・ソース（Active GridLink for RACとも呼ばれます）

	
単一GridLinkデータ・ソースは、WebLogic ServerとOracle RACクラスタをターゲットとしたOracle Databaseサービスの間に接続を提供します。GridLinkデータ・ソースは、Oracle Notification Service（ONS）を使用して、Oracle RACインスタンスにおける状態変化に適応的に応答します。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、GridLinkデータ・ソースの構成および使用は許可されていません。

GridLinkデータ・ソースの詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』のGridLinkデータ・ソースの使用に関する項を参照してください。











A.3.2 デプロイメント・サービスと機能

表A-3では、WebLogic Server Basicで使用不可または制限があるデプロイメント・サービスと機能について説明します。


表A-3 WebLogic Server Basicライセンスで制限があるWebLogicデプロイメント機能

	機能	説明
	
プロダクション再デプロイメント

	
プロダクション再デプロイメントは、更新したアプリケーションの新規バージョンを、同じアプリケーションの旧バージョンとともにデプロイする機能です。WebLogic Serverはクライアント接続を自動的に管理するため、新規のクライアント・リクエストのみ新規バージョンに送られます。再デプロイメント中にアプリケーションに接続されたクライアントは、作業が完了するまで旧バージョンのアプリケーションを引続き使用します。 作業が完了すると、WebLogic Serverは古いアプリケーションを自動的にリタイアします。この機能は、アプリケーションを管理モードでデプロイすることによってサポートされます。 管理モードにより、構成された管理チャネルを介してのみアプリケーションが使用可能になります。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、バージョン識別子を使用するアプリケーションのデプロイは許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の本番アプリケーションの新規バージョンの配布に関する項を参照してください。


	
アプリケーション管理モード

	
アプリケーションを配布すると、デプロイメント・ファイルがターゲット・サーバーにコピーされ、アプリケーションは準備完了状態になります。次に、アプリケーションを管理モードで起動すると、アプリケーションへのアクセスは構成されている管理チャネルに制限されるため、アプリケーションを外部のクライアント接続に公開したり、接続しているクライアントを中断することなく、最終テストを実行できます。アプリケーションを管理モードで起動するには、-adminmodeオプションを使用します。最終テストを実行した後に、アプリケーションをアンデプロイしてさらに変更を加えるか、またはアプリケーションをプロダクション・モードで起動してクライアントから利用できるようにします。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、アプリケーションを管理モードで起動するように構成することは許可されていません。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』の本番アプリケーションを分離するための管理モードに関する項を参照してください。


	
デプロイメント順序の変更

	
管理コンソールでAppDeploymentMBean DeploymentOrder属性を設定して（またはAppDeploymentMBeanを使用してプログラムによって）、デプロイ済アプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールのデプロイメント順序を変更できます。DeploymentOrder属性は、相互に関連するデプロイメントのロード順序を制御します。つまり、DeploymentOrder値の低いモジュールから値の高いモジュールへとデプロイされます。デフォルトでは、各デプロイメント・ユニットはDeploymentOrder値が100に設定されて構成されます。DeploymentOrder値が同じデプロイメントは、デプロイメント名のアルファベット順にデプロイされます。すべての場合において、アプリケーションおよびスタンドアロン・モジュールは、WebLogic Serverインスタンスが従属サブシステムを初期化した後にデプロイされます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、デフォルト以外のデプロイメント順序設定を使用するアプリケーションまたはモジュールのデプロイは許可されていません。

デプロイメント順序の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のサーバー起動時のデプロイメント順序の変更に関する項を参照してください。


	
FastSwap

	
Java EE 5では、クラスローダーを削除したり既存のインスタンスを破棄することなく、実行時にクラスを再定義できる機能が導入されました。この機能を使用すると、アプリケーションの実行を妨げずに、コンテナは変更したクラスを再ロードできます。 これにより、反復的な開発サイクルが大幅に短縮し、開発およびテスト作業全体が向上します。ただし、クラスの形式（宣言フィールドおよびメソッド）を変更できないように制限されているため、Java EEの動的なクラス再定義の利便性は大幅に縮小されています。FastSwapの目的は、WebLogic Serverでこの制限を解除することです。 これにより、新しい形式を使用してクラスを動的に再定義でき、反復的な開発が容易になります。

FastSwapを使用すると、クラスローダーを再ロードせずにJavaクラスが適切な位置に再定義されます。 その結果、応答時間が迅速になるという明らかな利点が得られます。これは、アプリケーションの再デプロイを待ってから、以前に表示したいずれかのWebページに戻る必要がないことを意味します。つまり、変更を行い、自動コンパイルを実行して、結果をすぐに確認できます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、FastSwapを有効にしてアプリケーションをデプロイすることは許可されていません。

FastSwapの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のFastSwapデプロイメントを使用した再デプロイメントの最小化に関する項を参照してください。


	
WebLogic JMSおよびJDBCモジュールのデプロイメント

	
スタンドアロンのJDBC、JMSおよびWLDFアプリケーション・モジュールは、スタンドアロンJava EEモジュールと同様にデプロイできます。スタンドアロンのJDBC、JMSまたはWLDFアプリケーション・モジュールの場合は、ターゲット・リストを使用して、モジュールが使用可能なWebLogic Serverドメインを決定します。アプリケーション・モジュール内で指定したJNDI名は、グローバル名としてバインドされ、クライアントに対して使用可能になります。たとえば、スタンドアロンJDBCアプリケーション・モジュールを単一サーバー・ターゲットにデプロイする場合、JDBCモジュールで定義したリソースが必要なアプリケーションは、同じサーバー・インスタンスにのみデプロイできます。また、アプリケーション・モジュールを複数のサーバーまたはWebLogic Serverクラスタにデプロイして、別のサーバーでリソースを使用可能にできます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、WebLogic JDBC、JMSおよびWLDFモジュールのスタンドアロン・デプロイメントは許可されていません。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』のJDBC、JMSおよびWLDFアプリケーション・モジュールのデプロイに関する項を参照してください。











A.3.3 JMSメッセージング・サービス

表A-4では、WebLogic Server Basicで使用不可または制限があるJMSメッセージング・サービスと機能について説明します。


表A-4 WebLogic Server Basicライセンスで制限があるJMSメッセージング・サービス機能

	機能	説明
	
メッセージ順序単位

	
メッセージ順序単位はWebLogic Serverの拡張機能です。 この機能により、スタンドアロン・メッセージ・プロデューサ、または1つのグループとして機能するプロデューサ・グループは、複数のメッセージを1つの単位としてグループ化し、メッセージの処理順を指定できます。この単位は「順序単位」と呼ばれ、単位内のすべてのメッセージは必ず作成順に処理されます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、メッセージ・プロデューサのデフォルトの順序単位を変更することは許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』のメッセージ順序単位の使用に関する項を参照してください。


	
作業単位メッセージ・グループ

	
多くのアプリケーションでは、メッセージ順序単位（UOO）機能で提供されるグループ概念よりもさらに制限されたグループが必要です。さらに制限されたグループがアプリケーションで必要な場合、WebLogic JMSが提供する作業単位（UOW）メッセージ・グループを使用すると、アプリケーションでJMSメッセージを送信して、その一部のメッセージをグループとして識別できるため、JMSコンシューマはメッセージをグループとして処理できます。たとえば、JMSプロデューサは割込みなしで1つのクライアントに送信する必要があるメッセージのセットを指定できるため、メッセージは1つの単位として処理できます。さらに、すでに完了した単位がある場合に、別の単位が完了するまでクライアントがブロックされることはありません。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、JMSリソースのUnitOfWorkHandlingPolicy値のデフォルト値を変更することは許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』の作業単位メッセージ・グループの使用に関する項を参照してください。


	
JMSストア・アンド・フォワード・エージェント

	
WebLogicストア・アンド・フォワード（SAF）クライアントは、ネットワーク接続障害（一時的中断、ネットワーク障害など）が原因でSAFクライアントがJMS宛先に到達できない場合でも、スタンドアロン・クライアントがJMSメッセージをサーバー・サイドのJMS宛先に確実に送信できるメカニズムを提供します。切断時には、SAFクライアントが送信したメッセージはクライアントにローカルに保存され、クライアントが再接続するとサーバー・サイドのJMS宛先に転送されます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、SAFエージェントの構成は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverストア・アンド・フォワードの構成と管理』のJMSメッセージ用のSAFの構成に関する項を参照してください。











A.3.4 その他のプライマリ・サービス

表A-5では、WebLogic Server Basicで使用不可または制限があるその他のサービスとコンポーネントについて説明します。


表A-5 WebLogic Server Basicライセンスで制限があるその他のサービス

	コンポーネントまたは機能	説明
	
WebLogic診断フレームワーク

	
WebLogic診断フレームワーク（WLDF）は監視および診断用フレームワークで、WebLogic Serverプロセス内で実行されたり、標準のサーバー・ライフサイクルに含まれる一連のサービスを定義および実装します。WLDFを使用すると、実行中のサーバー、およびそのコンテナ内にデプロイされたアプリケーションによって生成された診断データの作成、収集、分析、アーカイブおよびアクセスが可能になります。このデータにより、サーバーおよびアプリケーションのランタイム・パフォーマンスを把握できるため、障害が発生した場合にその障害を分離して診断できます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、WLDFの使用は許可されていません。

WebLogic診断フレームワーク（WLDF）の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server診断フレームワークの構成と使用』のWebLogic診断フレームワークの概要に関する項を参照してください。


	
WebLogic Server SNMPエージェント

	
WebLogic Server SNMPエージェントは、WebLogic Server管理システムを問い合せて、その結果をSNMPプロトコルを介してマネージャと通信します。WebLogic Server管理システムでは、管理対象Bean（MBean）の集合を介して管理データを公開します。WebLogic Server SNMPエージェントは、マネージャからリクエストを受け取ると、マネージャのリクエスト内のOIDに対応するMBeanを判別します。次に、データを取得し、そのデータをSNMPレスポンスにラップします。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、すべてのSNMPエージェントは使用不可です。

WebLogic Server SNMPエージェントの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server SNMP管理ガイド』を参照してください。


	
WebLogic Tuxedo Connector

	
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用すると、WebLogic ServerアプリケーションとTuxedoサービスの相互運用性が実現されます。このコネクタにより、サービス・リクエストに応答して、WebLogic ServerクライアントがTuxedoサービスを起動し、TuxedoクライアントがWebLogic Server Enterprise Java Beans（EJB）を起動できます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの使用は許可されていません。

WebLogic Tuxedo Connectorの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Tuxedo Connector管理者ガイドを参照してください。


	
WebLogic HTTP Publish-Subscribeサーバー

	
HTTP Publish-Subscribeサーバーは、Webクライアントがチャネルをサブスクライブし、HTTP経由で非同期メッセージを使用してチャネルにメッセージを公開するメカニズムです。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、WebLogic HTTP Publish-Subscribeサーバーの使用は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のHTTP Publish-Subscribeサーバーの使用に関する項を参照してください。


	
ワーク・マネージャを使用した作業の優先順位決定と最適化

	
WebLogic Serverは、管理者が定義したパラメータ、および実際のランタイム・パフォーマンスとスループットを考慮した実行モデルに基づいて、作業の優先順位を決定し、スレッドを割り当てます。

管理者は、スケジュール・ガイドライン・セットを構成し、それを1つ以上のアプリケーション、または特定のアプリケーション・コンポーネントに関連付けることができます。たとえば、あるスケジュール・ガイドライン・セットを特定のアプリケーションに関連付け、それ以外のガイドライン・セットを他のアプリケーションに関連付けることができます。WebLogic Serverは実行時に、これらのガイドラインを使用して、保留中の作業およびエンキューされたリクエストを実行スレッドに割り当てます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、グローバルまたはアプリケーション固有のワーク・マネージャを作成してデフォルトの作業モデルを変更することは許可されていません。

ワーク・マネージャの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』のワーク・マネージャの理解に関する項を参照してください。













A.4 WebLogic Webサービス機能の制限

表A-6では、WebLogic Server Basicライセンスの条件下では使用不可のWebLogic Webサービス機能について説明します。


表A-6 WebLogic Server Basicライセンスで制限があるWebLogic Webサービス機能

	機能	説明
	
バッファ付きWebサービス

	
バッファ付きオペレーションがクライアントによって呼び出されると、メソッド・オペレーションはJMSキューに渡され、WebLogic Serverは非同期にそれを処理します。Webサービスの信頼性のあるメッセージングと同様に、メソッド呼出しがまだキュー内にあるときにWebLogic Serverが停止した場合は、WebLogic Serverが再起動すると同時にそのメソッド呼出しが処理されます。バッファ付きWebサービスを呼び出す際に、クライアントが呼出しからの応答を待機しないので、クライアントの実行は続行可能です。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、バッファ付きWebサービスの使用は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JAX-RPC Webサービスの高度な機能のプログラミング』のバッファ付きWebサービスの作成に関する項を参照してください。


	
非同期Webサービス

	
Webサービスを同期的に呼び出す場合、呼出し側のクライアント・アプリケーションは、応答が返るまで待機してから、処理を続行します。応答が即座に返る場合であれば、このWebサービス呼出しの方法は適切であると考えられます。しかし、要求処理が遅延する可能性があるため、クライアント・アプリケーションによる処理を続行し応答への対処は後で行うようにする、すなわち、WebLogic Webサービスにおける非同期の要求と応答機能を使用すると便利なことがよくあります。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、非同期リクエスト-レスポンス機能の使用は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JAX-RPC Webサービスの高度な機能のプログラミング』の非同期リクエスト-レスポンスを使用したWebサービスの起動に関する項を参照してください。


	
会話形式のWebサービス

	
Webサービスと、そのWebサービスが呼び出すクライアント・アプリケーションは、1つのタスクを完了するために複数回通信する場合があります。また、複数のクライアント・アプリケーションが同時に同じWebサービスと通信する場合もあります。会話を使用すると、直接的な方法で、呼出し間のデータを追跡して、Webサービスが常に正しいクライアントに応答するようにできます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、会話形式のWebサービスの使用は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JAX-RPC Webサービスの高度な機能のプログラミング』の会話形式のWebサービスの作成に関する項を参照してください。


	
JMSトランスポート

	
WebLogic Webサービスは、WebLogicクライアントで使用するHTTP/HTTPS接続プロトコルのかわりとしてJMSトランスポートを使用するように構成できます。JMSトランスポートの使用により、サービスの信頼性、スケーラビリティおよび品質が向上する利点が得られます。Webサービスの信頼性のあるメッセージングと同様に、メソッド呼出しがまだキュー内にあるときにWebLogic Serverが停止した場合は、WebLogic Serverが再起動すると同時にそのメソッド呼出しが処理されます。クライアントがWebサービスを呼び出した場合、呼出しからのレスポンスを待つ必要はなく、クライアントの実行は続行可能です。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、WebLogic WebサービスまたはWebLogic Webサービス・クライアントでJMSトランスポートの使用または構成は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JAX-RPC Webサービスの高度な機能のプログラミング』の接続プロトコルとしてのJMSトランスポートの使用に関する項を参照してください。











A.5 ツール機能の制限

表A-7では、WebLogic Server Basicライセンスの条件下では使用できないWebLogic Serverのツール機能について説明します。


表A-7 WebLogic Server Basicで制限があるWebLogic Serverのツール機能

	機能	説明
	
構成ウィザード、ドメイン・テンプレート・ビルダー、packコマンドとunpackコマンド

	
構成ウィザードに従い、ドメインに含めるWebLogic Serverコンポーネントを選択するか、要件に最も近いドメイン・テンプレートを使用して、ターゲット環境のドメインを作成するプロセスを実行します。また、必要な場合は、管理対象サーバー、クラスタおよびコンピュータ定義を追加して構成するか、事前定義のJDBCデータ・ソースおよびJMSファイル・ストア・ディレクトリをカスタマイズすることにより、環境にあわせてドメインをカスタマイズできます。

ドメインを作成してリソースとアプリケーションを追加した後は、ドメイン・テンプレート・ビルダーまたはpackコマンドとunpackコマンドを使用して、カスタム・ドメインまたはドメイン拡張テンプレートを作成できます。テンプレートは、環境全体でドメインまたはドメイン拡張をレプリケートする場合に使用すると便利です。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、次の操作は許可されていません。

	
構成ウィザードを使用した、Oracleサポート対象外のテンプレートに基づくドメインの作成


	
ドメイン・テンプレート・ビルダーを使用した、カスタム・ドメインまたはドメイン拡張テンプレートの作成


	
packコマンドまたはunpackコマンドを使用した、カスタム・ドメイン、ドメイン拡張、ドメイン・テンプレートまたはドメイン拡張テンプレートの作成




これらのツールの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle WebLogic Server構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成


	
Oracle WebLogic Serverドメイン・テンプレート・ビルダーを使用したドメイン・テンプレートの作成


	
Oracle WebLogic Server PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成





	
管理コンソールの操作の記録

	
ドメインを構成するタスクを自動化するために、WebLogic Server管理コンソールによる構成操作を一連のWebLogic Scripting Tool（WLST）コマンドとして記録し、WLSTを使用してそのコマンドを再生できます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、管理コンソールのツールバーにある「記録」要素の使用は許可されていません。

この機能の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプでWLSTスクリプトの記録に関する項を参照してください。


	
管理コンソールの拡張

	
管理コンソールの拡張により、WebLogic Serverとともにインストールしたファイルを変更せずに、コンテンツのWebLogic Server管理コンソールへの追加、コンテンツの置換、ロゴ、スタイルおよび色の変更が可能になります。たとえば、アプリケーションに対してカスタムの監視機能と管理機能を提供するコンテンツを追加できます。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、管理コンソールの変更または拡張は許可されていません。この制限は、コンソール拡張メカニズムを使用した、管理コンソールへの追加または変更に対して適用されます。

この機能の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server管理コンソールの拡張を参照してください。











A.6 APIの制限

表A-8では、WebLogic Server Basicライセンスの条件下では使用が制限されるWebLogic ServerのAPIについて説明します。


表A-8 WebLogic Server Basicで制限があるWebLogic ServerのAPI

	API	説明
	
アプリケーションが開始した作業に対するCommonJワーク・マネージャの使用

	
WebLogic Serverでは、プログラムを使用してアプリケーション内から作業を処理する方法も提供されています。この方法は、CommonJ APIを介して提供されます。WebLogic Serverでは、CommonJ仕様のcommonj.workおよびcommonj.timersパッケージを実装します。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、アプリケーションが開始した作業に対するCommonJワーク・マネージャの使用は許可されていません。

この機能の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』のWebLogic ServerでのCommonJの使用に関する項を参照してください。


	
Microsoft .NETおよびC用WebLogic JMSクライアント

	
WebLogic JMS .NETクライアントは、完全に管理された.NETランタイム・ライブラリとAPI（Application Programming Interface）です。プログラマはこれを使用して、WebLogic Java Message Service（JMS）アプリケーションおよびリソースにアクセス可能な.NET C#クライアント・アプリケーションを作成できます。

WebLogic JMS C APIは、WebLogic JMSアプリケーションおよびリソースにアクセス可能なCクライアント・アプリケーションを作成できるAPIです。Cクライアント・アプリケーションは、Java Native Interface（JNI）（http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/jni/index.htmlを参照）を使用して、クライアント・サイドのJava JMSクラスにアクセスします。

WebLogic Server Basicのライセンスでは、.NETおよびC用WebLogic JMSクライアントの使用は許可されていません。

WebLogic JMS .NETクライアントの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Microsoft .NET用WebLogic JMSクライアントの使用を参照してください。WebLogic JMS C APIの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JMSのプログラミング』のWebLogic JMS C APIに関する項を参照してください。











A.7 機能の使用状況の測定

エンド・ユーザーは、WebLogic Server Basicで使用可能な機能をライセンス契約の条件に従って使用する責任があります。この項では、WebLogic Server Basicの各インストールがライセンス契約の条項に準拠して使用されるように、ライセンスで制限された機能の適切な使用を簡単に測定する方法や、制限された機能の使用を防止する方法について説明します。

WebLogic ServerがWebLogic Server Basicライセンスに従って使用されていることを確認するために、WLSTスクリプトをMy Oracle Supportからダウンロードして実行できます。このスクリプトの説明はMy Oracle Supportの以下の項目にあります。

ドキュメントID: 885587.1

サブジェクト: WebLogic Server Basic Feature Usage Measurement Script

このスクリプトは、WebLogic Serverインストールの機能を測定し、WebLogic Server Basicで定義されている制限付きWebLogic Server機能の使用または構成に関するデータを示すレポートを生成します。このスクリプトは、ライセンスで制限されたすべての機能を測定するわけではないため、完全ではありません。しかし、制限されたほとんどの機能について、機能の使用状況を容易に測定できます。（このスクリプトで収集されたデータは転送されたりレポートされることは一切ありません。また、このスクリプトの使用は必須ではありません。これは、便利な方法としてのみ提供されています。）次のURLからMy Oracle Supportにログインしてこのスクリプトを入手できます。

https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.html

WebLogic Server Basicでライセンスにより制限がある各機能について、表A-9に次の情報を示します。

	
機能に関連する特定のライセンス制限の説明。次のURLからMy Oracle Supportにログインしてこのスクリプトを入手できます。


	
WebLogic Server Basicライセンスに従って機能が使用されていることを測定スクリプトで確認できるかどうかを示します。





表A-9 ライセンス・コンプライアンスの確認方法

	機能	測定の制限および方法
	
全サーバー移行

	
この機能は使用できません。

全サーバー移行は無効になっている必要があります。

管理コンソールで移行可能対象を表示するか、または次のMBean属性の値を確認することにより、ドメインで全サーバー移行は無効になっていることを確認できます。

	
ServerMBean::AutoMigrationEnabled


	
ClusterMBean::MigrationBasis




これらの属性の値は、測定スクリプトを実行して取得できます。


	
サービス移行

	
この機能は使用できません。

次のすべてのサービスがドメインに構成されていないことを確認します。

	
サーバー移行フレームワーク


	
ユーザー定義シングルトン・サービス


	
非手動の移行ポリシーがある移行可能対象


	
クラスタ化されたEJBタイマー


	
JTAトランザクション・リカバリ・サービス




これらのサービスが構成されているかどうかは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
MAN/WANの状態のレプリケーション

	
これらのレプリケーション・タイプの使用は許可されていません。

これらのレプリケーション・タイプが構成されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
管理対象サーバーのクローニング

	
「クローンの作成」属性は有効にできません。この属性は、管理コンソールで「環境」→「マシン」ページにナビゲートすることで確認できます。


	
シングルトン・サービス

	
スタンドアロンまたはアプリケーション提供のシングルトン・サービスの構成は許可されていません。

シングルトン・サービスが構成されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
GridLinkデータ・ソース（Active GridLink for RACとも呼ばれます）

	
JDBCデータ・ソース構成ファイル内で、<fan-enabled>、<ons-node-list>および<ons-wallet-file>要素が構成されていないことを確認します。


	
クラスタ制約デプロイメント

	
クラスタ内でClusterConstraintsEnabledオプションを設定することは許可されていません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
過負荷管理

	
クラスタ・レベルまたはサーバー・レベルでは、次に示す過負荷からの保護スキームの構成は許可されていません。

	
スレッド・プール内のリクエストの制限。管理コンソールの「ワーク・マネージャの共有容量」属性は、デフォルト値の65536から変更できません。


	
HTTPセッションの制限。Webアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの<session-descriptor>要素で<max-in-memory-sessions>は使用できません。


	
メモリー不足例外発生時の終了。管理コンソールで、またはconfig.xmlファイルを編集して、これを構成することはできません。


	
スタック・スレッド処理。すべてのアプリケーション・スレッドがスタックした場合にWebLogic Serverを終了するように構成することはできません。




この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
サーバーのADMINおよびSTANDBYモード

	
コマンドでADMINまたはSTANDBYパラメータを使用してWebLogic Serverインスタンスを起動することはできません。

これらの状態が有効になっていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
プロダクション再デプロイメント

	
manifest.mfファイルから間接的に、またはweblogic.Deployerユーティリティから直接的にバージョン識別子を指定してアプリケーションをデプロイすることは許可されていません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
アプリケーション管理モード

	
WebLogic Serverインスタンスでホストされているアプリケーションは、-adminmodeオプションを使用して起動できません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
デプロイメント順序の変更

	
この機能は使用できません。

「デプロイ順序」属性の値は変更しないでください。この属性は、管理コンソール、またはAppDeploymentMBeanのDeploymentOrder属性で設定可能です。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
FastSwap

	
この機能は使用できません。

weblogic-application.xmlファイルに<fast-swap>true</fast-swap>要素が存在しないことを確認してください。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
スタンドアロンのJMS、JDBCおよびWLDFモジュールのデプロイメント

	
スタンドアロンのJMS、JDBCまたはWLDFモジュールのデプロイメントは許可されていません。この制限は、モジュール・レベルの対象およびサブモジュールの対象の両方に適用されます。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
メッセージ順序単位

	
メッセージ・プロデューサのデフォルトの順序単位がデフォルト値None以外に変更されたJMSリソースは、構成が許可されていません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
作業単位メッセージ・グループ

	
UnitOfWorkHandlingPolicyの値をデフォルト値のPass-Through以外に設定するようにJMSリソースを構成することは許可されていません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
JMSストア・アンド・フォワード・エージェント

	
ストア・アンド・フォワード・エージェントの構成は許可されていません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
WebLogic診断フレームワーク

	
WebLogic診断フレームワークは構成できません。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
WebLogic Server SNMPエージェント

	
すべてのSNMPエージェントは無効になっている必要があります。

この機能が使用されていないことは、測定スクリプトを実行して確認できます。


	
WebLogic Tuxedo Connector

	
このコンポーネントは使用できません。


	
WebLogic HTTP Publish-Subscribeサーバー

	
このコンポーネントのインストールは許可されていません。


	
カスタム・ワーク・マネージャを使用した作業の優先順位決定と最適化

	
この機能は使用できません。

WorkManagerMBeanの値を確認することにより、ドメインでカスタム・ワーク・マネージャが構成されていないことを確認できます。ただし、コンソール・ワーク・マネージャはWebLogic Server Basicライセンスで許可されていることに注意してください。この構成MBeanには、アプリケーションがワーク・マネージャにアクセスする方法に応じて、ランタイム・ツリーまたは構成ツリーでアクセスします。

	
ワーク・マネージャがモジュール・レベルで定義されている場合、WorkManagerRuntimeMBeanは対応するComponentRuntimeMBeanを介して使用できます。


	
ワーク・マネージャがアプリケーション・レベルで定義されている場合、WorkManagerRuntimeMBeanはApplicationRuntimeMBeanを介して使用できます。


	
ワーク・マネージャがドメインでグローバルに定義されている場合、各アプリケーションはワーク・マネージャの独自のインスタンスを作成します。各アプリケーションには、それぞれに対応して、アプリケーション・レベルで使用できる固有のWorkManagerRuntimeMBeanがあります。





	
バッファ付きWebサービス

	
WebLogic Webサービスのバッファ付きWebサービス機能の使用は許可されていません。さらに、この機能の使用を含む次のタスクもWebLogic Server Basicライセンスでは許可されていません。

	
バッファ付きWebサービス用のWebLogic Serverインスタンスの構成


	
バッファ付きWebサービスの実装またはデプロイ


	
バッファ付きWebサービスを呼び出すクライアントの実装





	
非同期Webサービス

	
WebLogic Webサービスの非同期リクエスト-レスポンス機能の使用は許可されていません。さらに、この機能の使用を含む次のタスクもWebLogic Server Basicライセンスでは許可されていません。

	
非同期Webサービスをデプロイ可能にするためのWebLogic Serverインスタンスの構成


	
Webサービスを非同期で呼び出すクライアントの実装またはデプロイ





	
会話形式のWebサービス

	
WebLogic Webサービスの会話形式のWebサービス機能を使用するWebサービスの実装またはデプロイは許可されていません。


	
JMSトランスポート

	
Webサービス起動用の接続プロトコルとしてWebLogic WebサービスのJMSトランスポート機能を構成または使用することは許可されていません。さらに、この機能の使用を含む次のタスクもWebLogic Server Basicライセンスでは許可されていません。

	
WebLogicドメインでのJMSトランスポートWebサービスの構成


	
Webサービスでの@WLJmsTransport JWS注釈の使用


	
JMSトランスポートを使用するWebサービス・クライアントの作成





	
カスタム・ドメインを作成するための構成ウィザード、またはpackコマンドとunpackコマンド

	
WebLogicドメインの作成に使用できるのは、Oracleが提供するドメイン・テンプレートおよびドメイン拡張テンプレートのみです。これらのツールを使用して、カスタム・ドメインの作成、カスタム・ドメイン拡張テンプレートの作成、カスタム・ドメイン拡張テンプレートによる既存のドメインの変更を行うことは許可されていません。


	
ドメインやドメイン拡張テンプレートを作成するためのドメイン・テンプレート・ビルダー、またはpackコマンドとunpackコマンド

	
次のツールは使用できません。

	
ドメイン・テンプレート・ビルダー


	
packコマンド


	
unpackコマンド





	
WebLogic Server管理コンソールの操作を一連のWebLogic Scripting Tool（WLST）コマンドとして記録する機能

	
管理コンソールでこの機能は使用できません。


	
WebLogic Server管理コンソールの拡張

	
コンソール拡張機能を使用してWebLogic Server管理コンソールを変更することはできません。


	
デフォルトのWebLogic Serverワーク・マネージャ以外のカスタムまたはCommonJワーク・マネージャの使用

	
デプロイ済アプリケーションでのCommonJ APIの使用は許可されていません。


	
Microsoft .NETおよびC用WebLogic JMSクライアント

	
いずれのJMSクライアントも使用できません。














B Oracle Access Manager Basic

この付録では、Oracle Access Manager Basicについて説明し、Oracle Access Manager Basicライセンスで使用可能なOracle Access Manager機能について説明します。内容は次のとおりです。

	
B.1項「Oracle Access Manager Basicの概要」


	
B.2項「Oracle Access Manager Basicライセンスによる機能の制約」






B.1 Oracle Access Manager Basicの概要

Oracle Access Manager Basicは、Oracle Access Managerの1バージョンで、次のOracle製品のライセンスで使用可能です。

	
Oracle Internet Application Server Standard Edition


	
Oracle Internet Application Server Standard Edition One


	
Oracle Internet Application Server Enterprise Edition




Oracle Internet Application Serverの各エディションのライセンスでは、Oracle Access Manager Basicライセンスの使用権限が付与されます。

Oracle Access Manager Basicの用途は、Oracle Internet Application Server、およびOracle Containers for J2EE（OC4J）用に以前に開発されたカスタムJavaアプリケーションへのシングル・サインオン機能の提供のみです。この範囲外の製品では、Oracle Access Manager Basicの使用権限がありません。

Oracle Access Manager BasicライセンスにはOracle Access Managerの使用権限が含まれますが、次に要約する制限があります。

	
Access Manager SDKの明示的な使用不可


	
カスタム・プラグインの明示的な使用不可


	
LDAPはOracle Internet Directoryに限定


	
Application ServerはOracle Containers for J2EE（OC4J）またはWebLogic Serverに限定


	
WebサーバーはOracle HTTP Server（OHS）に限定


	
Oracle Adaptive Access Managerとの統合の不許可


	
Oracle Identity Federationとの統合の不許可








B.2 Oracle Access Manager Basicライセンスによる機能の制約

表B-1に、Oracle Access Manager Basicライセンスの条件下では使用制限があるOracle Access Manager機能の要約を示します。次の機能のフルユースには、Oracle Access Managerのライセンスが必要です。


表B-1 Oracle Access Manager Basicライセンスによる機能の制約

	機能のカテゴリ	Access Manager Basicライセンスによる制限の要約
	
Access Manager SDK

	
Access Manager SDKは、Access Managerによって保護されたリソースの保護を目的としたカスタム・アクセス・ゲートを作成するために使用します。

Access Manager Basicライセンスでは、Access Manager SDKの使用は許可されていません。


	
カスタム・プラグイン

	
Oracle Access Managerが提供するAPIによって、ソフトウェア開発者は、Oracle Access Managerと緊密に統合するカスタム・プログラムまたはカスタム・コンポーネントを記述できます。これらのモジュールには、アイデンティティまたはアクセス制御機能についてOracle Access Managerとの相互作用を必要とする、Oracle Access Manager以外の重要なアプリケーションに対して、基本のOracle Access Manager機能をカスタム拡張した内容が表示されます。

Access Manager Basicライセンスでは、カスタム・プラグインの使用は許可されていません。


	
LDAP

	
Oracle Access Managerでは、ID情報およびポリシー・データを格納するための一連のディレクトリ・テクノロジがサポートされています。

Access Manager Basicライセンスでは、ID情報とポリシー・データの格納用にOracle Internet Directoryの使用のみ許可されます。他のディレクトリの使用は許可されていません。

ただし、Oracle Access Manager Basicセキュア・アプリケーションに対するKerberos認証を許可する目的にのみActive Directoryをリポジトリとして使用することは許可されています。


	
Application Server

	
Oracle Access Managerは、様々なアプリケーション・サーバー・コンテナと統合できます。

Access Manager Basicライセンスでは、Containers for J2EE（OC4J）またはWebLogic Serverとの統合のみ許可されます。他のアプリケーション・サーバーまたはコンテナとの統合は許可されていません。


	
Webサーバー

	
Oracle Access Managerは、様々なWebサーバーと統合できます。

Access Manager Basicライセンスでは、Oracle HTTP Server（OHS）との統合のみ許可されます。他のWebサーバーとの統合は許可されていません。


	
Adaptive Access Manager統合

	
Oracle Adaptive Access Managerでは、企業に対してWebアクセス、リアルタイムでの不正検出、およびマルチファクタのオンライン認証セキュリティが提供されます。

Access Manager Basicライセンスでは、Oracle Adaptive Access Managerとの統合が許可されていません。


	
Identity Federation統合

	
ユーザーは、様々な企業のWebサイトのコンテンツにアクセスする必要があります。企業Webサイトは、異なるセキュリティ製品を使用する様々なドメインのユーザーを認証して権限を付与する必要があります。Oracle Identity Federation製品はこれらの問題に対応しています。

Access Manager Basicライセンスでは、Oracle Identity Federationとの統合が許可されていません。














C Oracle Entitlements Server Basic

この付録では、Oracle Entitlements Serverについて説明し、Oracle Entitlements Server Basicライセンスで使用可能なOracle Entitlements Server Security Module機能について説明します。内容は次のとおりです。

	
第C.1項「Oracle Entitlements Server Basicの概要」


	
第C.2項「Oracle Entitlements Server Basicライセンスによる機能の制約」






C.1 Oracle Entitlements Server Basicの概要

Oracle Entitlements Server Basicは、Oracle Platform Security Services（OPSS）内の埋込み認可エンジンに置き換わるものであり、基本的なロール・ベースのアクセス制御およびJava2/JAAS権限ベースの認可ポリシーを定義、適用および監査するために使用されます。Oracle Entitlements Server Basicのライセンスは、各ライセンス・ドキュメントにこのコンポーネントがリストされたOracle製品にのみ含まれ、使用できます。





C.2 Oracle Entitlements Server Basicライセンスによる機能の制約

表C-1では、Oracle Entitlements Serverと、Oracle Entitlements Server Basicライセンスの条件下で使用制限があるOracle Entitlements Server Security Module機能を要約しています。これらの機能のフルユースには、Oracle Entitlements ServerおよびOracle Entitlements Server Security Moduleのライセンスが必要です。




	
注意:

Oracle TopLink and Application Development Frameworkが付属することによりOracle WebLogic Serverエディションに含まれるOracle Entitlements Server Basicは、Application Development Frameworkで開発されたアプリケーション専用です。










表C-1 Oracle Entitlements Server Basicライセンスによる機能の制約

	機能のカテゴリ	Oracle Entitlements Server Basicライセンスによる制限の要約
	
ロール・ベースのアクセス制御（RBAC）およびJava2/JAAS権限

	
RBACおよびJava2/JAAS権限は、Oracle Entitlements Serverでサポートされる2つの認可標準です。

Oracle Entitlements Server Basicでは、RBACおよびJava2/JAAS権限を使用して、Oracle Entitlements Server Basicを含むOracle製品の認可を定義、適用および監査できます。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、肯定的な付与または許可ベースの認可ポリシーのみが許可されています。


	
リソースおよびロール

	
Oracle Entitlements Serverでは、アプリケーションにおいて、リソース・カタログ、アプリケーション・ロール、ロール階層、認可ポリシーおよび動的ロール・マッピング・ポリシーを定義できます。

Oracle Entitlements Server Basicでは、Java2/JAAS権限と、Oracle Entitlements Server Basicを含むOracle製品によりデフォルトで保護されているリソース・タイプに基づくリソースに対する認可の使用のみが許可されています。Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、アプリケーション・ロール、ロール階層および静的な（無条件の）ロール割当ての使用が許可されています。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、動的なロール・マッピング・ポリシーの使用は許可されていません。


	
XACML、属性ベースのアクセス制御（ABAC）、データ・セキュリティ

	
XACML、ABACおよびデータ・セキュリティは、Oracle Entitlements Serverでサポートされる認可標準/モデルであり、組織は、条件と義務に基づくルール・ベースの拡張ロール・マッピングおよび認可ポリシーを定義および適用できます。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、XACML、ABAC、属性、関数、データ・アクセス制御、条件と義務の使用は許可されていません。


	
カスタム・サード・パーティ・アプリケーション、ミドルウェア、アプリケーション・サーバー、データベースのサポート

	
Oracle Entitlements Serverにより、組織は、多様なアプリケーション、ミドルウェア、アプリケーション・サーバーおよびデータベースに対する認可ポリシーを定義、適用および管理できます。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、サード・パーティ（Oracle以外）のアプリケーション、ミドルウェア、アプリケーション・サーバーおよびデータベースに対する認可および統合は許可されていません。

Oracle Entitlements Server Basicでは、Oracle Entitlements Server Basicを含むOracle Fusion Middlewareテクノロジを使用して構築されたカスタム・アプリケーションとの統合のみが許可されており、Oracle Entitlements Server Basicに対して定義されたすべてのライセンス条件および制限事項が適用されます。


	
監査および管理UI

	
Oracle Entitlements Serverにより、組織は、認可およびロール・マッピング・ポリシーの管理、ならびに認可に関する意思決定およびポリシー変更の監査を実行時に行うことができます。

Oracle Entitlements Server Basicでは、Oracle Entitlements Server管理UIコンソール（認可ポリシー・マネージャ）の使用が許可されており、Oracle Entitlements Server Basicに対して定義されたすべてのライセンス条件および制限事項が適用されます。監査データの監査およびレポートが許可されています。


	
PDP/Security Moduleのデプロイメント

	
Oracle Entitlements Serverでは組織に対し、Oracle Entitlements Server PDP/Security Moduleの複数のデプロイメント・オプションを提供します。

Oracle Entitlements Server Basicでは、Oracle Entitlements Server Basicを含むOracle Fusion MiddlewareテクノロジおよびOracle Applicationsとともに事前インストールされた、デフォルトの埋込みPDP/Security Moduleの使用のみが許可されています。認可エンジンのデフォルトの「無制御のプル」ポリシー配布モードおよび埋込み/インプロセス・デプロイメント・モードのみが、Oracle Entitlements Server Basicの一部として許可されています。


	
Oracle Entitlements Server SDK

	
Oracle Entitlements Server SDKは、実行時の認可に関する意思決定機能およびOracle Entitlements Serverアーティファクトの管理用ツールを提供します。

Oracle Entitlements Server Basicでは、Oracle Entitlements Server Basicを含むOracle Fusion Middlewareテクノロジで構築されたアプリケーションについてのみ、JavaベースのOracle Entitlements Serverによる実行時の認可に関する意思決定APIの使用が許可されており、Oracle Entitlements Server Basicに対して定義されたすべてのライセンス条件および制限事項が適用されます。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、Oracle Entitlements Server管理（MAPI）SDKによるポリシー関連アーティファクトの管理およびオーサリングは許可されていません。


	
ポリシー・ストア

	
Oracle Entitlements Serverは組織に対し、認可ポリシーの格納場所について多くのオプションを提供します。

Oracle Entitlements Server Basicでは、認定済ポリシー・ストアにおける認可ポリシーおよび関連アーティファクトの格納が許可されています。


	
ポリシー・シミュレーション

	
Oracle Entitlements Serverは組織に対し、認可およびロール・マッピング・ポリシーの評価および結果をシミュレートする機能を提供します。

Oracle Entitlements Server Basicライセンスでは、ポリシー・シミュレーションUIの使用が許可されており、Oracle Entitlements Server Basicに対して定義されたすべてのライセンス条件および制限事項が適用されます。


	
アイデンティティ・ストア

	
Oracle Entitlements Serverにより、組織は1つ以上のアイデンティティ・ストア（通常はLDAPサーバーまたはデータベース）を使用し、ユーザーおよび外部ロール/グループ情報を参照できます。

Oracle Entitlements Server Basicでは、管理対象アプリケーションに対するグローバル・アイデンティティ・ストアおよび構成の使用を許可しています。Oracle Entitlements Server Basicでは、アプリケーション固有のアイデンティティ・ストアの使用は許可されていません。













この図は、Grid Editionのデプロイメントをライセンスの観点から示しています。


この図は、Enterprise EditionまたはStandard Editionのデプロイメントをライセンスの観点から示しています。
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Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:
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Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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